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　第一話　お局様が見てる!?



　うぉう、うぉう、うぉーう！（ゴキゲンヨー）

　うぉう、うぉう、うぉーう！（ゴキゲンヨー）

　さわやかな朝の遠とお吠ぼえが、澄すみきった青空にこだまする。

　裏山の森に棲すまう動物たちが、今日も無む垢くな獣顔で薔ば薇らのアーチをくぐり抜けていく。

　汚けがれのない心身を包むのは、ふわふわの毛皮。尻尾しつぽの毛は乱さないように、たてがみは翻ひるがえらせないように、ゆっくりと歩くのがここでのたしなみ。もちろん、遅刻ギリギリで走り去るようなはしたない生徒など存在していようはずもない。

　私立森もり野の学園。十年前に創設されたこの学園は、いまや、自然の守り手ドルイドさんの通う、ほとんどムツゴロウ王国みたいな学校になっていた……。



　ドドドドドドドドドッ！

「ひほふ、ひほふ―――――っ！」

　そんなわけで。あたし、白しら川かわ夏か穂ほは走っていた。

　少女漫画のヒロインよろしくチクワをくわえての全力疾走。朝ご飯としてはちょっともの足りない気はするものの、カロリーも少なくヘルシーで、なにより走りながら呼吸できるのが素晴らしい。

　ドドドドドドドドドッ！

　校舎に向かって突っ走るあたしのすぐ横を、ガゼルやヌーの群れが追い抜いていく。

　大地を揺るがすような地響き。舞い上がる砂すな煙けむり。

　ここはアフリカのサバンナかっていうような、動物たちの大暴走スタンピード。

　まるでＢＢＣのドキュメンタリーにでも出てきそうな光景であるが、残念ながら、ここはただの中学校の校庭である。

　トラックを突っ切り、石畳で舗装された銀杏いちよう並木に差しかかったところで、

「……む、夏か穂ほではないか」

「ふえ？」

　と、チクワをくわえたまま振り向くと。

　巨大なオオカミにまたがった金髪美少女が、あたしの横を並んで走っていた。

　風をはらんで舞う豪ごう奢しやなプラチナブロンドの髪。

　湖面のように澄すんだアイスブルーの瞳ひとみに、それを縁ふち取どる可か憐れんな睫まつ毛げ。

　艶つややかな薄桃色の唇。搾しぼりたてのミルクのような白い肌。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくるお姫様みたいな超絶美少女だ。

「ひゃふぇいふぃあ、んぐっ……おはよー」

　チクワをもぐもぐ呑のみ込み、軽く手を振りながら、あたしは彼女に声をかける。

　ホリン・シャレイリア。

　去年の秋あき頃ごろ、ここ森もり野の学園に転校してきた、あたしのクラスメートである。

　彼女はアイルランドの森からやってきた、由ゆい緒しよ正しきドルイドさんなのだ。

　ドルイドっていうのは、いまから二千年以上も前に、ガリアやブリタニアで繁栄していた古代ケルト民族の祭さい司しのこと。自然を敬うやまう彼らは、森の木々や動物たちと心を通わせることができるのだ。

　そんなわけで。いま校庭を大暴走スタンピードしている動物さんたちは、みんな彼女の連れてきた仲間なのだった。

「夏穂、群れに巻き込まれたら危ない。こっちへ――」

　隣を併走しながら、シャレイリアが手を差し伸べてくる。

「んっ」

　あたしは彼女の小さな手をぱしっと掴つかんだ。

　地面を蹴けり、巨大なオオカミ（ワールっていう名前の雌めす狼おおかみだ）の背に飛び乗る。

「サンキュ、シャレイリア♪」

「うむ、このまま銀杏並木を突っ切る。しっかり掴まっているのだぞ」

「うん、わかったよ」

　うなずいて、あたしはほっそりとしたシャレイリアの腰に手をまわす。柔らかな蜂はち蜜みつ色いろの髪にぽふっと顔をうずめると、甘やかなハーブの香りが鼻び孔こうをくすぐった。

「ん、シャレイリアの髪、いい匂におい」

　くんかくんか。

「わ、か、夏か穂ほっ、なにをするのだ！」

　ひゃんっ、と背中をのけぞらせるシャレイリア。

「うん？　シャレイリアの髪がいい匂いだなーって。肌触りも気持ちいいなー。こういう種類の抱だき枕まくらが欲しいよ。シャレ枕が通販で欲しいよ」

　すりすりすりすりすり。

「ひゃ、や、やめるのだっ、やんっ――」

　目の端に涙を浮かべ、首をぶんぶん振るシャレイリア。彼女の腰に掴つかまっているあたしはあやうく振り落とされそーになる。

「わわっ、ちょ、わかった！　わかったら暴れないでっ！」

「むーっ！」

　ぶんぶんっ。

「のわあっ！」

　落っこちそうになったあたしは、あわててワールのたてがみを掴み――

　ごきいっ！

　ものすごい音がした。

「にゃああああっ!?」

　シャレイリアらしからぬ甲かん高だかい悲鳴が上がる。

「ん？」

　よく見れば。あたしが掴んでいたのはワールのたてがみではなく。

　髪留めでくくられた、ひと房ふさの金髪だった。

「痛いっ、夏穂っ、首が痛い～！」

「わ、ご、ごめんっ――」

　シャレイリアの身体からだが後ろに引っぱられる。

　あたしはあわてて手を離すが間に合わない。

「ひゃあっ！」「むーっ！」

　びたんっ！

　思いっきり地面に叩たたきつけられ、あたしたちは石畳の上をごろごろ転がった。

「……～っ、いたた。シャレイリア、大丈夫？」

　あたしが腰をさすりながら起き上がると、

「むう～っ！」

　涙目で苦く悶もんの声を上げるシャレイリア。

　おでこがぷっくりと赤く腫はれていた。

「夏か穂ほっ、なにをするのだ！」

「ごめんごめん、掴つかみやすかったもんだから、つい……」

　両手を合わせて謝るあたしに、シャレイリアはぷーっと頬ほおを膨ふくらませる。

　どーやら、そーとーおかんむりのようだ。

「ほら、頭なでてあげるから機嫌なおしてよ」

　すりすりすりすり……

「……む、むう、なんだか誤ご魔ま化かされているような気がするのだが」

　ぼやきつつも、条件反射的に目を細めてしまう彼女。

　立ち上がって、ワールのほうへ歩いていく――

　と。

「――おまちなさい」

　硝子ガラスのように澄すんだ声があたりに響いた。

「？」

　振り返る。そこにいたのは――

　深いモスグリーンの制服に身を包んだ、年上のお姉様だった。

　腰まで伸ばした艶つややかな黒髪。抜けるような白い肌。

　襟元を飾る白いセーラーカラーが、なんとも似合っている。

　森もり野の学園の生徒とは明らかに一線を画かくした、洗練された大人おとなっぽい雰ふん囲い気き。

　あの制服はたしか……と、あたしは思い出す。

　そう。森野市で一番のお嬢様高校、私立姫ひめ森もり女学園の制服だ。

　……でも、なんで高校生がうちの学園に？

　と、あたしが眉まゆをひそめ訝いぶかしんでいると。

「そこの金髪のあなたよ。留学生かしら？」

　彼女は迷いのない足取りで、優雅にこっちへ歩いてきた。

　そして、ちょうど女神像（※ブリギットっていうケルトの女神様の像だ）の横にいるシャレイリアの前に立つと、

「あなた――」

　土つち煙けむりの上がっている校庭のほうを指差して、

「サイが乱れていてよ」

「む？」

　ドドドドドドドドッ！

　あ、ほんとだ。

　サイが乱れてる。

「っていうか……」

　ドドドドドドドドッ！

「――こっちに来るし！」

「むう、あやつら……まだお正月ボケが抜けておらぬようだな」

　こめかみに一筋の汗を浮かべてつぶやくシャレイリア。

「こ、このあほドルイドっ、なんとかしなさい！」

「もう遅い」

　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ！

　ものすごい地響きをたてて突進してきたサイの群れは――

「ひあああああああああああっ！」

　謎なぞのお姉様もろとも、あたしたちをもみくちゃにしたのだった。



　　　　　◆◇◆



　私立森もり野の学園。

　そこは東京都のはずれ、多た摩まの山奥に建つ共学の中学校である。

　清浄な空気と豊かな自然に囲まれた、勉学に励むには最適の環境――といえば聞こえはよいのだが、あたりにはファミレスはおろかコンビニの一軒さえ見あたらず、どちらかといえばハイキングに最適なんじゃないかっていうよーな、たんなるド田舎いなか中学校だ。

　山の斜面に並び建つ二棟の校舎。その左の棟の二階に、２年Ｃ組の教室はあった。

「……むー。首がまだヒリヒリするぞ」

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませ、非難がましい目であたしを見つめるシャレイリア。

　今け朝さのことをまだ怒っているよーだ。

「はいはい、ごめんねごめんね～」

「むーっ、反省の色が見えぬ！」

　ぽかぽかぽかぽかぽか。

「わー、いたいいたい～」

「むーっ！」

　ぽかぽか……ぼかっ、ぼかっ、ぼかっ！

「あ、痛っ、ちょ、杖つえはなしっ、杖はっ――」

　あたしたちがじゃれあっているそこへ、

「ん、朝っぱらから夫婦めおと漫才かー？」

　声をかけてきたのは、バスケの朝練帰りの雪ゆき那な知とも子こ嬢だった。

　あたしの小学校からの幼おさな馴な染じみ。いつもクールかつマイペースをこころがけている眼鏡めがね女子である。

「あ。雪那、おはよー」

　と、怒いかれるシャレイリアの杖つえをかわしながら挨あい拶さつすると、

「おはよー、じゃないよ。まったく呑のん気きなんだから」

　雪那は呆あきれたよーに深いため息をついた。

「？」

「聞いたよ。お局つぼね様の一人が、サイの群れに巻き込まれてもみくちゃにされたって」

「……お局様？」

　きょとん、として訊きき返すあたし。

　シャレイリアもあたしを叩たたく手を止め、雪那のほうを向く。

　サイの群れに巻き込まれたっていうと……

　ひょっとして、今け朝さ出会った、あの謎なぞのお姉様のことだろうか。

　あのあと、すぐに行方ゆくえをくらましてしまったので、いちおー気にはなっていたのだが。

　でも……『お局様』って？

「ん、知らないの？」

　こくこくうなずくあたしたち。

　すると雪那は、おーげさにため息をついて、

「いい、お局様っていうのはね――」

　恒例の解説をはじめるのだった。

　お局様というのは、大奥で個室を与えられていた位の高い奥女中のこと――ではなく、ここ森もり野の学園においては、元生徒会役員である三人のＯＧのことを指すという。

　紅べに薔ば薇らの局。白しろ薔ば薇らの局。黄き薔ば薇らの局――以上の三役で構成されたこのＯＧ会は、森野学園創立の際に多額の寄付をした地元の名士の娘さんたちであり、いまなお、学園の運営に関して絶大な影響力を持っているのだそうだ。噂うわさによると、いまの生徒会役員も、実質的に彼女たちの後押しによって決まったものなのだとか。

　噂の真偽はともあれ、それほどまでに大きな権力を持つお姉様方なのである。

　彼女たちには、理事長であるシャレ爺じいさんでさえ、おいそれと口を出すことはできないらしい（まあじーさんが放任主義っていうのもあるが）

「――で、夏か穂ほが今朝会ったのは、元生徒会長の紅薔薇の局ロサ・キネンシス・アン・ツボーネ。今日は高校をお休みして学園の視察に来てたみたいだね。その薔薇様に怪け我がさせちゃったんだから、ちょっと、まずいことになるかもしれないよ」

　言って、眼鏡のフレームをくいっと押し上げる雪那。

「ちょ、ちょっと待ってよ、サイの暴走なんて大自然の営いとなみの一部じゃん。べつにシャレイリアのせいじゃないよ！」

　あたしはあわてて言いつのるが、

「だから、学校にサイがいること自体が問題なんだよ」

「……う。そ、それはそーかも」

　なんだかんだで、森もり野の学園の生徒たちはもう、校内に動物のいる学園生活にだいぶ慣れっこになってしまっている。

　だが、今日、初めて学園を目の当たりにしたに違いないお局つぼね様は、ムツゴロウ王国と化した母校を見て、さぞかしびっくりしたことだろう。

　そして。その原因がシャレイリアだってことは、ちょっと調べればすぐにわかることだ。

「……むむ、まずいね。たしかに」

　腕組みして唸うなるあたし。

　と、そこへ――

　ガララッ。教室のドアが開き、担任のダンディ吉よし野のが入ってきた。

「ジミヘンだ！」「いやイデオンだ」「イデオンよ……」

　教室にかすかなざわめきがわき起こる。

　去年のクリスマス、シャレイリアが吉野にプレゼントした苔こけの髪は、みるみるうちに成長し、いまや立派なアフロヘアーになっていた（……どーでもいいけど）

「あー、白しら川かわ君、ホリン君、ちょっと――」

「？」

　吉野の呼びかけに振り向くあたしたち。

「学園のＯＧの方々から、君たちに伝言だ。昼休みに〈薔ば薇らの館〉に行くように」

「薔薇の館？」

　……なにそれ？

　と、訝いぶかるあたしに雪ゆき那なが、

「旧校舎の裏庭にある廃屋のことだよ。またの名を『お仕置き部屋』」

「うわー、またの名がぶっちゃけすぎだよ！」

　がくがく震えるあたし。

　名前こそ優雅だが、これはいわゆる『体育館裏への呼び出し』ってやつではないだろーか（ちなみにうちの学園の体育館裏には凶暴なニワトリが棲すんでいるのでそーいったことにはあまり使われないのだが）

「ど、どど、どーしよう！　やっぱり、今け朝さのこと怒ってるんだよ！」

　あわてふためくあたしに、

「夏か穂ほ、大丈夫だ。心配することはない」

　シャレイリアはぐっと杖つえを握り締め、きっぱりと告げる。

「私はドルイドだ。どんな相手であろうと、必ず倒してみせる！」

「だーっ、大丈夫じゃないっ、このままじゃ退学だよ退学ーっ！」

「……む、むう？」

　まったく状況のわかってないドルイドさんの肩を、あたしはがくがく揺さぶるのだった。



　　　　　◆◇◆



　――と、そんなわけでお昼休み。

　あたしはシャレイリアに付き添い、旧校舎の裏庭にある〈薔ば薇らの館〉へやってきた。

　木造二階建て。白い外壁に囲まれた瀟しよう洒しやな洋館風の建物だ。

　いちおう、存在だけは知っていたものの、普段は立ち入り禁止の場所なので、中に入ったことは一度もない。

　両開きの玄関扉を静かに押しながら、あたしはシャレイリアに囁ささやいた。

「ちゃんと礼儀正しくしてるんだよ。怒ってクマに変身したりしちゃだめだよ」

「……むう、夏か穂ほは私をなんだと思っているのだ？」

　不満そうにつぶやくシャレイリアさん。

　まるっきり自覚がないのが困ったとこである。

「えーと、おじゃましまーす……」

　小声でつぶやいて。靴のまま、二階へと続く螺ら旋せん階段を上っていく。

「二階が決闘場になってたりして。シャレイリア、胸から剣が出せたりする？」

「……？　夏穂はなにを言っているのだ？」

　ギシギシ鳴る床を歩いて、ドアの前までやってきた。

　おそるおそる、ノックしようとすると――

「……？」

　部屋の中から、なにやら言い争うような声が聞こえてくる。

「――わたくし決めましたわ。あの子こそ、学園の未来を託たくすのにふさわしい逸材よ」

「正気か？　君はボクたちの母校をムツゴロウ王国にするつもりなのか？」

「……新しい風が必要なのよ。この森もり野の学園を変えていくにはね」

「いや、新しいとかどうとかいう問題じゃないだろうこれは！」

「……どうしても、わかってくれないようね」

　チャリッ（鍔つばの鳴る音）

「……ああ。残念だ」

　シャランッ（鞘さや走りの音）

「キョエエエエエーッ！」

「キィアアアアアーッ！」

　キンキン、カキーン、ガシャーン、パリーン！

　えええええっ！

　謎なぞの奇声。剣けん戟げき。食器の割れるよーな音。

　……えーと、決闘場？

　あたしはシャレイリアの制服の袖そでを掴つかみ、小声で、

「……どうしようシャレイリア、いま中から『キョエー』って」

「うむ、たしかニワトリ語で『もっとコメを食え』という意味だ」

「はあ……」

「開けるぞ」

「ちょっと待っ――」

　あたしが止める間もなく。

　シャレイリアがドアを開け放つ。

　剣戟の音がぴたっとやんだ。

　目の前にあらわれたのは――

「……あら、ごきげんよう」

　スカートの裾すそをつまんで優雅に一礼する、三人のお局つぼね様たちだった。

「……」

　雪ゆき那なの話によれば、たしか――

　部屋の一番奥にいる、ドリルみたいな髪のお姉様が、黄薔薇のお局様ロサ・フエテイダ・アン・ツボーネ。

　ボーイッシュなショートカットのお姉様が、白薔薇のお局様ロサ・ギガンテイア・アン・ツボーネ。

　そしてその隣にいるのが、今け朝さ、銀杏いちよう並木の女神像の前で会った、あの黒髪のお姉様。

　紅薔薇の局ロサ・キネンシス・アン・ツボーネ――鬼おに瓦がわら小さ夜よ子こ様である。

「……ご、ごきげんよう」

　と、思わず同じように一礼するあたし。

「君、パンツが見えているよ」

　はっ、ミニスカート！

　白しろ薔ば薇ら様の指摘に、カアッと顔を赤らめる。

「ふふっ、お待ちしていましたのよ。さ、椅い子すにおかけになって」

　紅べに薔ば薇ら様がにっこりと笑い、あたしたちを部屋の中へ招き入れた。



　瀟しよう洒しやな外見とは裏腹に、部屋の中はアイドルのポスターが貼はってあったり、漫画や少女小説が置いてあったりと、わりとフリーダムな感じだった。

　午後の穏やかな陽ひが窓から射さし込こんでいる。

　部屋の真ん中に置かれた大きな丸テーブルにシャレイリアと並んで座り、ティーカップに注つがれたこぶ茶をずずーっと啜すする。

　シャレイリアさん、初めて飲むこぶ茶の味に、むむーっと顔をしかめていた。

「さて、君たちをここに呼びつけた理由だが――」

　と、白しろ薔ば薇ら様が静かに口を開いた。

「……はい。なんとなく想像はついてます」

「それは結構。……まあ、その、なんだ。ボクたちは、愛する母校がいつのまにかムツゴロウ王国になってしまっているのを、大変由々ゆゆしき事態だと思っている」

「吉よし野の先生に聞きましたわ。あの動物たちは、そこのお嬢さんのペットなのでしょう？」

　ドリルみたいな髪に、人差し指をくるくる巻きつけながら言う黄き薔ば薇ら様。

「ペットではない……んぐっ、なふぁまふぁ！」

　たぶん「仲間だ！」って言いたかったんだろーけど、シャレイリアさん、お茶請けの鯛たい焼やきが途中で喉のどにつまってしまったよーだ。

「ほら、口のまわりあんこくっついてるよ」

「むう？」

　ふきふき、とティッシュで彼女の口もとを拭ぬぐうあたし。

　こほん、と白薔薇様が咳せき払ばらいした。

「と、とにかくだ。我々生徒会ＯＧとしては、いまの学園の現状を放置しておくわけにはいかない。ついては、あの動物たちを山へ連れ帰るか――」

　カップを静かに置き、

「ホリン・シャレイリア嬢に森もり野の学園を辞やめてもらうしかない」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　あたしは思わず椅い子すから立ち上がった。

「シャレイリアの動物は、ぜったいに人を襲ったりしないんです。だから――」

「今け朝さ、小さ夜よ子こがサイの暴走に巻き込まれたそうだけど？」

「う……」

　言葉に詰まり、テーブルのはす向かいに目をやると、

「ご心配なく。ちゃんと受け身を取ったから怪け我がはなくてよ。わたくし、動物の扱いにはちょっと心得がありますの」

　にっこりと微笑ほほえむ紅べに薔ば薇ら様。

「す、すみませんっ、あの、サイたちにも悪気があったわけじゃ――」

「ええ、わかっているわ。怒っていないから安心して。というか――わたくしは、彼女のことに関して、この二人とは違った意見を持っているの」

「……違った意見？」

「――そこなんだよ。問題は」

　白しろ薔ば薇ら様が、はあっと物もの憂うげにため息をついた。

「どういうことですか？」

「……ん、じつはね、小さ夜よ子こは、ホリンさんを森もり野の学園の生徒会長に推薦したいと言っているんだ」

「へー、そうなんで――って、えええええっ、熱っ！」

　あたしは思わずお茶をこぼしてしまった。

「ど、どーいうことですか？　……じょ、冗談じゃなくて？」

「ええ。わたくしは本気でホリンさんを生徒会長に推薦したいと思っていますわ」

　紅べに薔ば薇ら様はあくまで冷静にうなずいた。

「ええっと……ど、どうして――」

　生徒会長といえば。

　容姿端たん麗れい。文武両道。才色兼備。

　すべてにおいて完かん璧ぺき超人みたいな人がなると決まっている役職である。

　容姿はともかく、天然暴走少女のシャレイリアにふさわしいとは思えないのだが――

　戸惑うあたしに、紅薔薇様はふっと微笑ほほえんで、

「いまの森野学園には、彼女のような新しい風が必要なのよ！」

「……新しい風？」

　訊きき返すあたしに、彼女はこくりとうなずいた。

　――よーするに、こういうことらしい。

　森野学園にはこれまで、これといったアピールポイントがなく、近隣の学校から山奥の田舎いなか学校とバカにされ続けてきた。

　このままではいけない。森野学園は変革を遂とげなくてはならない。

　そこで彼女は考えた。ドルイドのシャレイリアが生徒会長になれば、母校は動物いっぱいの楽しい学園になる。そして『動物と触れ合うことで豊かな情操を育はぐくむ』という、ほかの学校にはぜったいに真ま似ねできないアピールポイントができるのだ。

「どう、素晴らしいアイデアだと思わない？」

　顔を上気させ、滔とう々とうと語る紅薔薇様に――

「いや、それは……いくらなんでも新しすぎるだろう」

　白薔薇様がつっこんだ。正直、あたしもそー思います。

「いつの時代も新しいものはそう言われてきたわ。メイド喫茶もペット喫茶も」

「それとこれとは！」

　睨にらみ合う紅薔薇様と白薔薇様。議論は平行線のようだ。

　そんな緊迫した雰ふん囲い気きの中、

「む、ところで、このお魚のお菓子をもうひとつもらってもよいだろうか？」

「……」

　鯛たい焼やきに夢中で、ぜんっぜん話を聞いていないシャレイリアさんだった。

　ともあれ――

　あたしとしては、紅べに薔ば薇ら様の提案は願ったり叶かなったりだ。

　学園の改革うんぬんはどーでもいいとして、あたしとシャレイリアは、去年の学園祭で暴走したアリアと戦ったとき、生徒会長になるという誓約ゲツシユを立てているのであった。

　誓約ゲツシユっていうのは、ドルイドが立てる特別な誓いのこと。これを守れなかったり果たせなかったりすると『大いなる災わざわい』が誓約者に降りかかってしまうという。

　雪ゆき那なの話によれば、薔ば薇ら様たちの推薦があるかどうかが、選挙ではかなり重要な要素なのだという。ここで彼女たちの推薦を取りつければ、選挙はかなり有利になるはずだ。

　……とはいえ、生徒会長の推薦は薔薇様の全会一致が大原則。当然ながら、紅薔薇様ひとりの意見で推薦を決めることはできない。

「まいったわね――」

　と、これまで二人の議論を見守っていた黄き薔ば薇ら様が口を開いた。

「それでは、こういうのはどうかしら？」

「？」

　あたしたちは彼女のほうを向く（シャレイリアだけは鯛焼きをほむほむ囓かじっている）

「来週の日曜日に、森もり野の学園主催の茶さ話わ会かいがありますでしょう」

「茶話会？」

　と、あたしが訊きき返すと、

「ああ、茶話会というのはね――」

　白しろ薔ば薇ら様が親切に教えてくれた。

　茶話会というのは、近隣の学校どうしで開催される生徒会の交流会らしく、一年に一度、各校の持ち回りで開催されているのだそうだ。

　この伝統ある茶話会には主催校の威信がかかっており、会の成功はその学校の評判を大いに高めるが、逆にみっともないところを見せれば評判はがた落ちになる、そういう大事な会なのである。

　そして、今回の主催校は森野学園。今日、薔薇様たちが学園に来たのも、後輩の指導と視察のためだという。

「ひとつ賭かけをしない？」

「賭け？」

　不穏当な黄薔薇様の言葉に、眉まゆをひそめる紅薔薇様。

「ええ。来週の茶さ話わ会かい、ホリンさんにホストを務めていただくというのはどうかしら？」

「ええええっ！」

　と、驚きよう愕がくの声を上げたのはあたしだった。

　ホストといっても、むろん、ここで言うのは、他人の誕生日にかこつけて高いお酒を飲んだりする人のことではない。本来の「もてなす人」って意味である（※夏か穂ほさんは田舎いなか者ものなのでホストに勝手なイメージを持っています）

「ふむ、なるほど。彼女が森もり野の学園の生徒会長にふさわしい品格を身につけているかどうか、試すというわけだ」

「どうかしら。来週の茶話会までに、ホリンさんを一流の淑女レデイに仕立て上げることができたなら、彼女を生徒会長にふさわしい器と認めてもよくてよ」

　ふふん、とドリルみたいな髪をいじりながら、黄き薔ば薇ら様。

「そ、そんなっ、シャレイリアにレディの振る舞いなんて無理――」

　あたしは言いかけるが、

「――よろしくてよ」

　紅べに薔ば薇ら様が自信たっぷりにうなずいた。

　ええーっ！

「このわたくしが、ホリンさんに一流のレディとしての教育を施ほどこしますわ。それで、彼女がみごとホスト役を務め上げたら、あなたがたも認めてくださるわね？」

　黄薔薇様と白しろ薔ば薇ら様は、目を見交わしてうなずきあった。

「ええ。約束しますとも」

「彼女が一流のレディになることなど――」

　白薔薇様は、ちらっ、と三個目の鯛たい焼やきを頬ほお張ばるシャレイリアに目をやり、

「――まずありえないだろうからね」

「む？」

　と、口のまわりにあんこをくっつけたまま、顔を上げるシャレイリア。

「……」

　話をなんも聞いてなかったよーである。……そーいえばこいつ、あたしたちが真剣に話してるあいだ、ずっと鯛焼き食ってたし！

「夏穂、このお魚のお菓子はとても美お味いしいな。気に入ったぞ♪」

「えーい、このくいしんぼさんめっ！」

　ぐりぐりぐりぐり。

「やんっ、夏穂、なにをするのだ！　いたいっ、いたい～！」

　あたしは覚悟を決めた。

　キッと紅薔薇様のほうを向き、

「紅べに薔ば薇ら様。あたしも手伝います。こいつを一流のレディにしましょう！」

「ええ。共にわたくしの野望を――いえ、森もり野の学園に新しい風を吹かせましょう！」

　がしっと手を握り合うのだった。

「……むう？」



　　　　　◆◇◆



　そんなわけで。特訓はその日の放課後からはじまった。

「はいっ、アン・ドゥ・トロワ、アン・ドゥ・トロワ！」

「むう、むむ……トロワ？」

　放課後の音楽室に、紅薔薇様のソプラノ声が響きわたる。

　レディのたしなみその一。ダンスである。

　一流のレディたるもの、社交ダンスくらい身につけておかなくちゃだめなんだそーだ。

　シャレイリアさん、手拍子に合わせ、なんとかダンスらしきものを踊っているのだが、

「アン・ドゥ・トロワ、そこでくるっとターン！」

「む――」

　くるっ。回転した拍子に。

　両足が絡まり、びたーん、と顔から転倒。

「……む～っ」

　真っ赤に腫はれた鼻を押さえて涙ぐんでいる。

　……うーん。体育の授業とか見てるかぎりじゃ、シャレイリアって運動神経はかなりいいほうなんだけど。リズムが肌に合わないのか、ダンスは苦手なよーである。

「むう、故郷の踊りなら得意なのだが」

「そう？　じゃあ、ちょっとやってみなさい」

　紅薔薇様がうながすと、

「む、よかろう」

　シャレイリアは、沙さ羅らのような金髪を梳すくようにかき上げて、

　ひゅーどろどろどろどろ……

「……」

　なんか、手足をにょろにょろさせて怪しげなダンスを踊りはじめた。にょろーんシャレイリアさんになっていた。

「これはインヴォルグ祭のときに踊る、豊ほう穣じようの神ケルンノスに奉納する舞だ。このパートは大地と森の融和をあらわしている」

　にょろにょろにょろ。

　にょろにょろにょろ。

「……えーと、なんていうか」

　……ひたすらに地味だった。そして不気味だった。

「も、もうダンスはいいですわ！」

　身体からだをじっと丸め『木々の微睡まどろみと春の目覚め』パートに入ったシャレイリアを、紅べに薔ば薇ら様があわてて止める。

「次は華道のレッスンよ！」



　レディのたしなみその二。華道。

　畳敷きの茶道部の部室。正座した紅薔薇様が、剣山にみごとな薔ば薇らの花を生けている。

　さすが本物のご令嬢。繊細かつ美しい、見事な腕前だ。

「さ、わたくしの見本通りに生けてご覧なさい」

「うむ」

　シャレイリアはうなずいて、

「……クー・ケテール・ラムカ・キレ・ラムカ……」

　って、いきなりドルイド魔術使おうとしてるし！

「やめなさいっ！」というあたしのつっこみは、しかし間にあわなかった。

　メキメキメキメキ……ぶじゃあああああっ！

　畳をぶち破ってあらわれたのは――

　真っ赤な薔薇だった。

　……ただし、全長が三メートルくらいの。

「ちょ、このお花、口（？）にギザギザの歯が生えてるよっ！」

「ええ、それに口（？）のまわりがべたべたしていますわっ！」

「それは消化液だ。我が故郷に生えている珍しい種類の生け花リビングフラワーでな、人を襲うことは滅めつ多たにないから安心するがいい」

「ぎゃーっ、いまじゅるりって言った！　じゅるり、ってこっちを見たよ！」

「な、なんだか舐なめ回すような視線を感じるわ……」

「……むう、気のせいだと思うが」

　と、そのとき――

　ガララッと茶道室の扉が勢いよく開いて、

「ふっ、聞きましたわよ、シャレイリアさん！　ライバルのわたくしを差し置いて、一人前のレディになるための修行をしているそうじゃない！」

　あらわれたのは、クラスメートの神かみ代しろ法ほう香かさんだ。

　腰まで伸ばした艶つややかな黒髪。半月の柳りゆう眉びに縁ふち取どられた切れ長の双そう眸ぼう。きめの細かい絹糸みたいな白い肌。

　学生生活のかたわら女優の仕事もこなすハイスペックな完かん璧ぺき美少女だが、シャレイリアと出会ってからは、なんだか残念な人になっている。

　ちなみに彼女、お嬢様言葉を使ってはいるが、じつは本物のお嬢様ってわけではない。ごく一般の家庭の娘さんである。

「む、法ほう香かよ、なにをしにきたのだ！」

「ふっ、決まってるじゃない。田舎いなか者もののあなたにレディとしてのたしなみを――って、きゃあああああああっ、びおらんてえええええ！」

　ずるっ……ずるっずるっ……

　ああっ、法香さんが吸収されかけの人造人間みたくなってるよ！

「ちょっと、人は襲わないんじゃなかったの！」

「……むう、どうも法香は植物に愛される体質のようだな」

「きゃああああああああああっ、らめえええええ！」

　茶道室に響きわたる悲鳴。

「……さ、さあ、次はお菓子作りよっ！」

　紅べに薔ば薇ら様があさってのほうを指差して立ち上がった。



　レディのたしなみその三。お菓子作り。

　家庭科室で、クマさんのエプロンを着たシャレイリアがメレンゲを泡立てている。

「夏か穂ほ、お菓子作りは楽しいな♪　美お味いしそうだな♪　サウィン祭のときに姉上たちが作ってくれた甘い焼き菓子を思い出すぞ」

「美味しそうなのは可愛かわいいあんただよ。シャレイリアにホイップクリームをトッピングして食べたいよ」

　にゅるにゅるにゅる。

「ひゃっ、か、夏穂、いきなりなにをするのだっ！」

「……はっ！　つい手が勝手に！」

「二人とも、遊んでないで手を動かしなさい！」

　五分後。苺いちごのシュークリームが完成した。

「んー、見た目はまあまあかな」

「さっそく試食してみましょう」

　ぱくっ。シュークリームを上品につまむ紅薔薇様。

「……」

「……ど、どうですか？」

　あたしが、おそるおそる聞くと、

「く……」

「く？」

「クケケケケケケケケケケケケ」

「わ、紅べに薔ば薇ら様が妖よう怪かいに！」

「またんご～、またんご～♪」

　だーっ、とよだれを垂らしながらふらふら歩き出す紅薔薇様。

「……むう、隠し味に裏庭で採とれたキノコを入れてみたのだが」

「あんたは～！」



　レディのたしなみその四。お裁さい縫ほう。

「一流のレディたるもの、セーターくらい編あめなくてはだめよ！」

　びしっと告げる紅薔薇様。

「うむ。お裁縫なら得意だ。まかせるがいい」

「……ほんとに～？」

　ジト目でシャレイリアを見るあたし。

「うむ。よく姉上たちにケルト織の服を作らされていたからな。だが、まずは織物を作るための羊よう毛もうを刈らねばならん」

「ええっ、そこからやるの？」

　――というわけで、十分後。

　廊下には、羊毛刈りの装備に身を包んだ、あたしたちの姿があった。

　毛刈り専用の鋏はさみ。バリカン。麻袋。

　吹き矢。罠わな。しびれ生肉。ペイント弾。大タル爆弾。麻ま痺ひ弾×５……

　森もり野の学園の用具倉庫には、じつにいろんなものがあるのである。

「私たちが苅かるのはアルスター最大のヒツジ〈ドスノマトン〉の羊毛だ」

「……えーっと『狩る』じゃなくて？」

　……なんか、すっごい不安なんですけど。

　っていうか。

　廊下の向こうから、ばかでっかいヒツジが突進してくるんですけどっ――

　ドドドドドドドドドドドッ！

「ひいいいいいいいいいいいっ！」

「夏か穂ほ、逃げるな！　私が奴やつをおびきよせているうちに毛を刈るのだっ！」

「できるかああああっ！」

「まかせなさいっ！」

　じょりじょりじょりじょり――

　……って紅べに薔ば薇ら様!?

　巨大ヒツジの背中にとりついた紅薔薇様は、バリカン片手に慣れた手つきでふわふわの羊よう毛もうを刈っていた。

「す、すごい……」

「言ったでしょう？　わたくし、動物の扱いには心得がありますのよっ！」

　ドドドドドドドドドドドッ！

「夏か穂ほ、いまだ、大タル爆弾を転がすのだ！」

「ひあああああああああああっ！」



　紅薔薇様のレッスンは毎日続いた。

　彼女は高校の授業が終わるとすぐに、森もり野の学園まで飛んでくるのだった。

「……むー」

　放課後。シャレイリアはぐでーっと机に突っ伏していた。

　まるで伸びをするネコみたい。ずいぶんお疲れのよーだ。

　あたしも、できることなら毎日付き添ってあげたいのだが、放課後は委員長会議や将棋部の部長ミーティングなんかがあるので（あるのだ）、残念ながら、そーゆーわけにもいかないのであった。

「お疲れ様。大丈夫？」

　声をかけると、

「……うむ。今日はピアノのレッスンのようだ」

　げんなりとした顔でうなずくシャレイリア。

「へえ、ピアノ……」

　あたしは、ほわわわ～ん、と想像する。

　美人お姉様放課後の個人レッスン。そんな感じのタイトルが脳裏に浮かぶ。

　夕暮れ時。人ひと気けのない音楽室。

　シャレイリアがひとり、ピアノを弾いていると、

　すっ――

　ほっそりとした、たおやかな指先が重ねて添えられる。

「連弾しましょう」

「う、うむ……」

　ぽろろん、ぽろろん――

　二人が弾くのは、クラシックの名曲アヴェ・マリア。

　格調高く繊細な音色が、二人っきりの音楽室に響きわたる。

　ふにょ。

「……っ！」

　ふにゅっ。ふにゅっ。

　紅べに薔ば薇ら様が前に屈かがむたび、豊満な胸がシャレイリアの首筋に触れる。

「……む、むう？」

「ねえ――」

　妖よう艶えんに微笑ほほえんだ紅薔薇様は、シャレイリアの肩にそっと顎あごをのせ、

「そろそろ、ピアノじゃなくて貴女あなたを弾いてみたいわ」

「……な、なにを言っているのだ？」

　うなじのあたりに人差し指を這はわせ、

「ふふ、ここは黒こつ鍵けんね♪」

「……ひゃんっ！」

　シャレイリアが甘い悲鳴を上げる。

「ここは『ド』、ここは『シ』、じゃあ、ここは……『ファ』かしら？」

「や、あっ、やめるのだ、んあっ――」

「あら、ちょっとオクターヴが上がったみたい。調律が必要ね」

「ひゃっ」

「ここかしら、それとも……ここ？」

「ひあんっ！」

「へー、いい音が出たじゃん。もうちょっと音階を上げてみよっか？」

「か、夏か穂ほっ、なにをするのだっ、わー！」

「ふふ～っ、シャレイリアってば絶対音感～♪（意味不明）」

　ああっ、そんなっ、だめ、だめだよシャレイリアっ、だめ―――――っ！

　あたしはぶんぶん首を振る。……ちなみに、最後のほうはなぜかイメージ映像があたしになっていた（※入れ替わりトリックを使ったのだ）

　ど、どどど、どーしようっ！

　あたしは顔をカアッと赤らめ、

　シャレイリアが変態さんになっちゃってるよ！

「夏穂、どうしたのだ？」

　シャレイリアが、きょとん、として訊きいてくる。

「……～っ、ば、ばかっ、シャレイリアの変態っ！」

　あたしは両手に持った学級日誌で、彼女のおでこをばしんばしん叩たたく。

「わ、夏穂、なんで叩くのだ！」

「ええいっ、反省しなさいっ、この変態っ、生けるフランス書院め！」

　ばしんばしんっ！

「む、むう～？」

　ガラガラッ。

　教室の扉が開いて紅べに薔ば薇ら様が入ってきた。

「ホリンさん、今日もレッスンを……って、なにをしているの、あなたたち？」



　　　　　◆◇◆



　そんなこんなで。レッスンの日々はあっという間に過ぎていった。

　茶さ話わ会かいはいよいよ明後日だ。今日は食事マナーのレッスンということで、あたしたち三人、森もり野の商店街のファミレスでディナーをとっているのだった。

「……いよいよ明後日か。がんばってね、シャレイリア」

「うむ、ドルイドに恥じぬ振る舞いをしよう」

「本当に、最初はどうなることかと思ったけれど……この数日で見違えるほどよくなってきましたわ。もともと、そういう素養はあったみたいね」

　ドリンクバーの紅茶を啜すすりながら満足そうにうなずく紅薔薇様。

　なるほど。ドルイドっていうのはもともとケルト社会の超エリート階級。王様だって逆らえないほどの高い地位にあったのだ。考えてみれば、いつもボケてばっかりのシャレイリアも、森の中で暮らしていたから社会常識がないっていうだけで、その自然な立ち振る舞いには、えもいわれぬ気品が感じられる。

　ハンバーグを食べるナイフとフォークの使い方も、かなり様になっていた。

　音をたてず優雅にコーンスープを啜り、オードブルのエスカルゴを華麗にくりぬき、ヒラメのソテーを上品に切り分け、苦手なグリーンピースをぱしぱしっと素早くあたしのピラフに放り込む。

「ってこらっ、好き嫌いしないの！」

　あたしはぺしぺしっとカタパルトでグリーンピースを送り返す（苦手な小エビと一緒に）

「……むう」

「ところで、茶話会の催もよおしのことですけど――」

　と、紅薔薇様が紅茶のカップを静かに置いた。

「わたくし考えましたの。動物さんたちに給仕をさせるというのはどうかしら？」

「む？」

「……給仕って、つまり、シャレイリアの仲間の動物たちに、お茶やお菓子を運ばせたりするってことですか？」

　訊きき返すと、

「ええ。巷ちまたではペットと触れ合える喫茶店がちょっとしたブームだけど、クマさんや、オオカミさんや、ワニさんが給仕をしてくれるお茶会なんて、メルヘンチックでとっても素敵だと思わない？」

　目をキラキラと輝かせ、とんでもないことを言い出す紅べに薔ば薇ら様。

「だ、だめですよそんなの、めちゃくちゃになるに決まってます！」

　あたしはあわてて反対する。

　数日前、サイの群れに吹っ飛ばされたことをもう忘れちゃったんだろーか。

「そうかしら。華やかで、楽しくて、新しい森もり野の学園らしさもアピールできる、よいイベントだと思うのですけど……」

「いや、だからって――」

　チラッとシャレイリアに目をやると、

　彼女もちょっと困ったよーな顔をしている。

　そりゃそーだ。いくらシャレイリアの動物が頭いいからって、さすがに給仕なんて――

「……やっぱり、動物さんたちには給仕なんて無理かしら？」

　と、そんな紅薔薇様の言葉に、

「……む」

　シャレイリアが低く唸うなった。

　あ。ちょっとムッとしたみたい。

「そ、そんなことはないぞ」

　紅薔薇様をまっすぐに睨にらみつけ、

「執事の真ま似ね事ごとなど、私の仲間にとってはどうということはない」

「へえ、ほんとうかしら？」

「……むーっ、信用しておらぬな！」

　シャレイリアがガタッと立ち上がった。

「よかろう。ならば証明してみせようではないか。私の仲間たちがいかに優秀か！」

「ちょ、ちょっと、シャレイリア!?」

　あたしはあわてて止めようとするが、シャレイリアの目にはきっぱりと決意の色が浮かんでいる。

「……～っ」

　ったく、あいかわらず挑発に弱いんだから。

　ふだんは無表情なので、おとなしそうに見える彼女だが、じつはけっこう好戦的。とくにドルイドの誇り云うん々ぬんが関かかわると、かなり熱くなってしまう性格なのだ。

　シャレイリアってば、こーなったら頑固だからなあ。

　はあっ、とため息をつくあたし。

「ふふ、では決まりね。期待していますわよ。ホリンさん」

　とても満足そうに微笑ほほえむ紅べに薔ば薇ら様。

　と、そこへ――

「あら、そこにいるのはひょっとして、鬼おに瓦がわら小さ夜よ子こさんじゃない？」

「？」

　あたしたちが振り向くと。

　そこにいたのは、私立姫ひめ森もり女学園――紅薔薇様と同じ高校の制服を着た生徒たちのグループだった。

「……っ!?」

　彼女らの姿を認めた途端、苦にが々にがしい顔になる紅薔薇様。

　……えーっと。なんだか、とっても険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよってるんですけど。

「わたくしに、なにか御用かしら？」

　と、先に口を開いたのは紅薔薇様だった。リーダーっぽい女子をじろりと睨にらみつける。

「ほほほ、たまたまこのお店の前を通りかかって、めずらしい場所でお見かけしたと思ったから声をかけただけですわ。それにしても、名門鬼瓦家の長女ともあろうお方が、こんな庶民のレストランでお食事するなんて」

　腰に手を当て、ふふん、とバカにするように見下ろすリーダー女子。

「ほら、やっぱり『王国』があんなことになってしまったのが……ねえ？」

「ほほほ、そんなことを言っては可哀かわい想そうよキョウコさん」

「あら、本当のことを言っただけですわ。それに、ちょっと前まで、さんざん私たちのことをバカにしてきたのは鬼瓦さんのほうじゃない」

「そうですとも。いい気味ですわ」

　おほほほほー、と声を揃そろえて笑うお姉様たち。

　紅薔薇様は、きゅっと唇を噛かみしめ、

「……っ、あなたたち――」

　ゾッとするような冷たい声に、高笑いがぴたっとやんだ。

「いまに見ていなさいよ……」

　レディにあるまじきものすごい形相で、彼女らを睨みつける。

「……ほ、ほほ、冗談よ。そんな怖い目で睨まないでちょうだい」

「わ、私たち、これで失礼いたしますわ！」

　お姉様たちは押し合いへし合いしながら、そそくさと店を出ていった。

「……えーっと、いまのは？」

　あたしがおずおずと訊きくと、

　サクッ。紅薔薇様はパンにフォークを深々と突き立てて、

「……」

「なんでもないわ。さ、食べましょう」

　にっこりと、優雅に微笑ほほえむのだった。

「……？」



　　　　　◆◇◆



　週末の日曜日。いよいよ茶さ話わ会かい当日である。

　天気は雲ひとつない快晴。

　会場は、前にクラスでクリスマスパーティーをしたこともある、森もり野の学園の中庭だった。

　中庭にはすでに各校の生徒会が集まり、挨あい拶さつや世間話に華を咲かせている。

　各テーブルにはシャレイリアの生けた季節の花が飾られ、真ん中の大テーブルには、銀のお盆に盛られた新鮮なフルーツがどっさり。

　バスケット籠かごには、焼きたてのスコーン、香ばしいクルミのパン、レーズンの入った焼き菓子や、お砂糖をたっぷりまぶしたチュロス、まんなかに赤いジャムののったクッキー。クロテッドクリームや甘い蜂はち蜜みつの入った瓶びんがたっぷり用意されていた。

「……うわー、すごい！　華やか！」

「学園の威信のかかったパーティーだからね。これくらいは当然さ」

　思わず感嘆の声を上げるあたしに、白しろ薔ば薇ら様がふっと微笑む。

「……で、小さ夜よ子こ。たった一週間で、あのお嬢さんをパーティーの主役にふさわしいレディにできたのかい？」

「ええ、もちろん。びっくりするわよ」

　自信たっぷりにうなずく紅べに薔ば薇ら様。

　校舎前に設けられたステージに森野学園の現生徒会長が立った。眼鏡めがねくん、というあだ名がしっくりきそーな地味な男子生徒である。

「えー、生徒会交流茶話会にお集まりの皆様、本日は遠いところからお越しいただきありがとうございます。森野学園は今年で十周年を迎えまして――」

　そんな前口上を聞き流しながら、あたしは紅薔薇様に耳打ちする。

「……ところで、例の動物たちは？」

「校舎の裏庭に待機させていますわ」

　どーやら、シャレイリアをお披ひ露ろ目めしたあと、動物たちを出すという趣向らしい。

　……うーん、シャレイリアは張り切って訓練とかしてたみたいだけど、大丈夫かなあ。

　心の中でつぶやきながら、あたしは檀だん上じように向きなおる。

「――それでは、紹介いたします。本日、森野学園を代表して皆様をおもてなしするのは、アイルランドからやってきた留学生、ホリン・シャレイリアさんです！」

　パチパチパチ……

　と、各テーブルからまばらに起きる、おざなりな拍手はしかし、

　校舎の中からシャレイリアがあらわれた瞬間、

　おおおおおっ！

　というどよめきの声に変わる。

「……!?」

　シャレイリアは――

「か、可愛かわいいー……」

　なんというか。脳ミソが蕩とろけそうになるくらい可愛かった。

　両肩をはだけ、胸もとの大胆に開いた、純白のドレス。

　たおやかな指先と腕を覆おおう白い手袋。艶つややかなエナメルの靴。幾重にも織り込まれたミルフィーユみたいなフリル。透明なアイスブルーの瞳ひとみと、豪ごう奢しやなプラチナブロンドの髪に、純白の生地がめちゃくちゃ映える。

　神こう々ごうしいまでの美しさ――という表現は、決して大おお袈げ裟さではないと思う。

　ただ綺き麗れいってだけじゃない。彼女には匂におい立つような気品と華があるのである。

　そんな反則級の超絶美少女の登場に、ざわざわと動揺の声が広がる中、

　シャレイリアは厳おごそかに口を開いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「皆の者、今日はよく集まってくれた――」

　すっ、とたおやかな仕草でスカートの裾すそをつまんでお辞儀する。

　完かん璧ぺきな淑女レデイのお辞儀だった。

「これより、盛大なる宴うたげをはじめようぞ！」



　茶さ話わ会かいがはじまると、ドレス姿のシャレイリアはあちこちのテーブルをおとずれ、銀のサモワールで沸かした紅茶を淹いれてまわった。

　彼女の可か憐れんな容姿と優雅な物腰に、みんなの目は釘くぎ付づけになっている。

「シャレイリア可愛かわいいよシャレイリア、むぎゅーって抱きしめたいよ……」

　一生懸命に立ち振る舞う彼女の姿をほえほえと愛めでながら（そして心の声をだだ洩もれにしながら）あたしはバスケットのお菓子をつまんでいた。

　このお菓子も、ほとんどがシャレイリアの手作りだ。ビスケットには裏山で採とれた香りのよいハーブが練り込まれていて、とても美お味いしい。

「へえ、やるじゃない、あの子。このシュークリームもとても美味しいわ」

　プチシューを頬ほお張ばった黄き薔ば薇ら様が感嘆の声を上げる。

　そのとき、ちょうど、こっちをちらっと見たシャレイリアと目が合った。

　あたしは「バッチリだよ♪」とグーサインを送る。

「……っ！」

　カアッと顔を赤らめてうつむくシャレイリア。

「どう、彼女は？　もはや完璧な淑女レデイではなくて？」

　と、自信たっぷりに言う紅べに薔ば薇ら様。

「ああ、確かに……」

「認めざるをえませんわね」

　白しろ薔ば薇ら様と黄薔薇様が、ふっと同時に肩をすくめた。

「……賭かけに勝ったのは君だ。ボクたちも、彼女を生徒会長として推薦しよう」

「ほ、ほんとですか！」

　勢い込んで言うあたしに、

「ああ」とうなずく白薔薇様。

「やった！」

　これで『シャレイリアが生徒会長になる』っていう誓約ゲツシユも果たせるよ。

「ふふ、やりましたわっ、あの娘こが生徒会長になればわたくしの野望も……」

　紅薔薇様はなんか変なテンションで独ひとり言をつぶやいている。

「？」

　と、そこへ。各テーブルへの挨あい拶さつを終えたシャレイリアがやってきた。

「……むう。なかなかに疲れるものだな、このドレスという服は」

　首を回しながら、ほうっ、とため息をつく。

「ホリンさん、よくやりましたわ！」

「すごいよシャレイリア、上出来だよ！」

「うむ。夏か穂ほが見ていてくれたからあまり緊張しなかったのだ」

「あーもー、あんたはっ、いちいち可愛かわいいなー」

　すりすりすり。頭のつむじをなでまわす。

「む、むう……み、みんなが見ているのだ」

　あたりをきょろきょろ見まわし顔を赤らめるシャレイリア。

　と。

「――さて、そろそろ頃ころ合あいね。動物さんたちを出しましょう」

　紅べに薔ば薇ら様がうながした。

「動物たち？」

　眉まゆをひそめる白しろ薔ば薇ら様と黄き薔ば薇ら様。二人には知らせていなかったよーだ。

「うむ。わかった」

　シャレイリアがドレスのスカートをまくりあげ、ふとももにくくりつけてあったドルイドの杖つえを取り出した。

「わ、シャレイリアってばセクシー。スパイみたい」

　彼女は杖を振り上げ、

「……忠実なる森の仔こらよ、我が下に集つどいたまえ！」

　厳おごそかな声で――告げる。

　ぞろぞろぞろ。

　ぞろぞろぞろぞろぞろぞろ。

　クマ、オオカミ、トラ、ダチョウ、カバ、ペンギン、ワニ、カメ、アシカ、オランウータン、プレーリードッグ、はてはキリンやゾウさんまで……エトセトラエトセトラ。

　校舎裏から、シャレイリアの仲間の動物たちが続々とあらわれる。

　動物たちはみな、蝶ちようネクタイや執事が着るみたいなスーツを着ていた。

「な、なんだあれは！」「オオカミ？」「クマよー」「ひいいいっ！」

　突然の動物たちの登場に、騒然となるパーティー会場。

　みんながガタガタッと立ち上がる。

「みなさん、落ち着いてください。これは当学園のパフォーマンスですわ」

　紅薔薇様が声を上げると、

『――パフォーマンス？』

　いっせいに訊きき返される。

「そうですの。森もり野の学園は創立以来、自然との調和を重んじる学校。情操教育の一環として、動物たちと一緒に学ぶことができるのですわ」

「……」

　そんな彼女の説明に、

「そ、そうか、パフォーマンスか」「よく考えたら、野生動物がこんなところにいるはずがないし」「いろいろすごいな森野学園は……」

　ざわざわと戸惑いながらも、椅い子すに座り直すゲストたち。

「それでは、イッツ・ア・ショータイム、ですわ！」

　紅べに薔ば薇ら様の宣言に、動物たちが咆ほう哮こうを上げた。

　高級スーツを着こなしたペンギンたちがテーブルをまわって紅茶を注つぐ。クマやオオカミはゲストの冷えた足もとを毛皮で温め、鳥たちはバスケットのお菓子を配ってまわる。ステージの上ではアシカのショーがはじまった。

「可愛かわいいわねー」「ああ、こんな楽しい茶さ話わ会かいは初めてだ」「こんな機会めったにないもの。サファリパークみたい」

　危険がないとわかれば、ふだんは見ることもできない動物さんたちと触れ合えるとあって、みんな大いに喜んでいるよーだ。

　中庭のあちこちで黄色い悲鳴や歓声が上がる。

「へー、シャレイリアの動物たち、うまくやってるじゃん」

「当然だ。あの者たちは私の仲間なのだからな」

　エヘン、と誇らしげにうなずくシャレイリア。

「ふふ、これで私の計画も……」

「紅薔薇様？」

　と、あたしが訝いぶかしんだ、そのとき――

「ぎゃああああああああっ！」

　中庭に、甲かん高だかい悲鳴が響きわたる。

「なに!?」「む？」

　あたしとシャレイリアが同時に振り向くと、

「ぎゃああああっ、熱いいいいいっ！」

「パオーン？」

　サモワールを背中に載せたインドゾウが、長い鼻でゲストの頭に紅茶を注いでいた。

「パオ、パオーン！」

「ふぎゃあああああああ！」

　ちゃんとテーブルの上のカップに注ごうとしているようなのだが、鼻先がうまくコントロールできないよーだ。

「ちょ、ちょっと、シャレイリア！」

「……む、むう」

　べちゃっ。べちゃっべちゃっ。

　こんどは、なにかやわらかいものを叩たたきつけるようーな、そんな音が聞こえてきた。

「きゃーっ、シュークリームがっ、シュークリームが顔にいいいっ！」

「ウホホッ♪」

　木の上にのぼったオランウータンが、あたりかまわずシュークリームを投げつけている。

「痛っ、いてて……な、なんだ!?」

　ガシャーン！　パリーン！

　はるか上空からクッキーの雨を降らせる鳥の群れ。

　お菓子を配っている……つもりなんだろーか。

「ひゃいん！」

　そんな鳴き声と共に、テーブルのひとつが音をたてて盛大にひっくりかえった。

　椅い子すから立ち上がろうとしたゲストが、あやまってオオカミの尻尾しつぽを踏んづけちゃったらしい。巨大な灰色オオカミが飛び跳ね、割れたティーカップの破片が足に刺さったクマは、周囲のテーブルをめちゃくちゃに壊しながら暴れ回る。

　逃げ惑う人々がちょこまか動き回るペンギンやワニにぶつかって転ぶ。その上をドレスで着飾ったダチョウの群れが駆けていく――

　たちまち、大混乱に陥おちいるパーティー会場。

　ああっ、やっぱりいいい……！

「は、早く止めないと！」

「む、しかし、あやつらは一生懸命やろうと――」

「止めなさいっ！」

「むう……」

　シャレイリアは観念すると、杖つえを振りかざして走っていき、

「おまえたち、やめるのだーっ――」

　と、横合いから走ってきたプレーリードッグがスカートの裾すそを踏んづけた。

「――わ！」

　バランスを崩し転倒するシャレイリア。

　その先には――

　ガシャ―――――ン！

　フルーツやお菓子の載っていたテーブルがひっくり返る。

「むう～」

　かん高い音にびっくりしたガゼルの群れがいっせいに駆けだした。

　ドドドドドドドドドッ！

　もはやパーティーどころではない。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

「小さ夜よ子こ、これはいったいどういうこと――おぶしっ！」

　詰め寄る白しろ薔ば薇ら様の顔に、シュークリームが投げつけられる。

「そ、そんな……こんなはずでは……」

　おろおろと狼ろう狽ばいしまくる紅べに薔ば薇ら様。

　ふらふらと歩き回ると、ぴたっと止まり、それから、ふいに校庭のほうを指差して、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「白しら川かわさん」

「はい？」

「サイが乱れていてよ」

「そーですね」

　あたしも棒読みで答える。

　そして――

　ドドドドドドドドドドドドドドドッ！

　紳士服を着たサイたちが、パーティー会場に乱入してきたのだった。
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　オレンジ色の夕ゆう陽ひが、メチャクチャになったパーティー会場を照らしている。

　壊れたテーブルの残ざん骸がい。つぶれたシュークリームやビスケット。ティーカップの破片。

　そして地面に累るい々るいと横たわるゲストたち。みんな動物の足跡スタンプラリーみたいになっていた。

　折れ曲がった『生徒会交流茶さ話わ会かい』のゲートが花壇に突き刺さっている。

　なんとゆーか、この世の終わりみたいな光景だった。

「…………」

「ふ、ふふ、ふふふ、ふ……おしまいよ、おしまいだわ……」

　中庭の真ん中で、クリームまみれになった紅薔薇様が壊れた笑いを上げている。

「わたくしの遠大なる計画が、水の泡ですわ……」

「……計画？」

　と、眉まゆをひそめて訊きくあたし。

　とーぜんながら、あたしの制服も、鳥の羽根やら足跡スタンプだらけになっていた。

「……ふ、ふふ、ふふふふ……ほーっほっほっほ！」

　彼女はバッと振り返り、

「……そうよ。わたくしは、ホリンさんを利用して『王国』を復興しようとしたのよ！」

　二時間ドラマの犯人みたいに叫んだ。

「王国？」

「小さ夜よ子こっ、まさか君は――」

　驚きよう愕がくに目を見開く、クリームまみれの白しろ薔ば薇ら様。

　紅べに薔ば薇ら様は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、

「……ええ、そうよ。わたくしは、その娘こを使って森もり野の学園を野生の王国にしようとした。そしてゆくゆくは――去年の暮れに経営悪化で潰つぶれたお祖じ父い様の動物園、ワクワク動物王国を復興させるつもりだったのよー！」

　えええええええええーっ！

　……彼女が語ったところによると。

　つまり、こういうことらしい。

　紅薔薇様のお祖父さんの経営していたレジャー施設『ワクワク動物王国』が、去年の暮れに、不況のあおりを受けて倒産してしまった。お金持ちのお嬢様から一転、おちぶれてしまった彼女は、なんとか動物王国を再興できないものかと考えた。

　そこで聞きつけたのが、母校に転校してきたというドルイドさんの噂うわさだった。

　彼女を生徒会長に据すえることができれば、森野学園はすぐに動物いっぱいの野生の王国になるだろう。そんな状態では、いずれ学校として成り立たなくなるはずだ。そこで全財産をはたいて学園を買い取り、ゆくゆくは第二のワクワク動物王国にしてしまおうという、遠大かつむちゃくちゃな計画だったのだ！

　パーティーに動物たちを出したのは、近隣の学校に、動物王国化した森野学園をアピールするためのデモンストレーション。……のはずだったのだが。

　どーやら、野生のパワーを甘く見ていたようである。

「……わたくしが愚おろかだったようね」

　紅薔薇様は、がっくりと膝ひざをついてつぶやいた。

「大自然の力は人間の手で御ぎよしきれるものではない。それを身をもって知りましたわ」

「……うむ、その通りだ。自然を制御しようなどとおこがましい。ドルイドである私でさえ、自然の力を完全に御することはできないのだからな」

　と、なんだかえらそーな態度で説教するシャレイリア。

　……あんたがゆーな。あんたが。

「おまえは私にレディの振る舞いを教えてくれた。こんどは、私がおまえに自然と一体化する術すべを教えよう」

「ホリンさん……」

「うむ」

　ガシッと手を握り合う、シャレイリアと紅べに薔ば薇ら様。

　……えーっと。

「とりあえず――」

「彼女の推薦はなしだね」

　黄き薔ば薇ら様と白しろ薔ば薇ら様が、淡々とした口く調ちようでつぶやいた。

「……あたしもそれがいいと思います」

　こくこくうなずくあたし。

　なんだか、やたら晴れやかな顔で夕ゆう陽ひを見つめる二人の姿を――

　あたしたちはジト目で見やるのだった。



    

  
    
      
　第二話　素直になれない、バレンタイン！



　ぐつぐつぐつぐつぐつ……

　真夜中の十二時である。

「……クー・カカーオ・アマークーテ・オイシ・チヨコ……」

　青白い炎の照らす闇やみの中、なにやら怪しげな呪じゆ文もんを唱となえながら、煮え立つどす黒い液体をかきまぜる一人の少女がいた。

「……クー・カカーオ・アマークーテ・オイシ・チヨコ……」

　そう、これは邪悪なる七十二柱の悪魔を呼び出すための黒ミサ――

「うわっ、ねーちゃんこんな夜中になにやってんだよ、黒ミサか？」

　パッ、とリビングの明かりがついた。

「わ、まぶしい！」

　思わず顔を覆おおう黒ずくめの少女。

　……っていうかあたしである。

「もー、邪魔しないでよっ、せっかくチョコに愛情を込めてるとこだったのに！」

　腰に手を当てぷんぷん怒ると、

「チョコ？」

　リビングにあらわれたパジャマ姿の弟――聡さと史しが怪け訝げんそーに眉まゆをひそめた。

　色白の肌に栗くり色いろの髪。ぱっちりとした大きな目。姉のあたしが言うのもなんだが、顔立ちはわりと整ってるほうなので、クラスの女子には結構人気があるらしい。

　ふあーっとあくびしながら、キッチンのほうへやってきて、

「わざわざ手作りしてんのか。気合い入ってんなー」

「ふふん、今年はちょっと、ね♪」

　思わせぶりな口く調ちようで言うと、聡史はちょっとドキッとした表情で、

「な、なあ、ひょっとしてそれ――」

「ん？」

「す、好きなやつにあげるのか……えっと、か、彼氏とか」

「なに？　やっぱ弟として、そーゆーのって気になる？」

　ふふん、と意地悪な笑みを浮かべるあたし。

「ば、ばーかっ、そ、そんなことねーよ、ただ、ねーちゃんが恋人だったらその彼氏の人も大変そーだなーって思うだけで」

「はいはい、そーですか……っと。明日は雪ゆき那なからもらえるといーね。義理チョコ」

「う、うるせーよ」

　顔を真っ赤にする聡さと史し。

　あたしは箱に入ったチョコを一個つまみあげる。

「ほら、あんたにも一個あげるよ。夜食代わりに食べな」

　ひょいっと投げよこしたのは、森もり野の市銘めい菓か『あしか』である。

　形は某ヒヨコ形銘菓そのまま。っていうか、アレの表面をチョコレートでコーティングしただけなのだが、お値段も手て頃ごろで形も可愛かわいらしいので、義理チョコとしての人気はけっこう高いのであった。

　クラスの男子に義理チョコを配るのも、委員長としての大事な仕事なのだ。

「ん、サンキュ……あ、タモさんだ」

　表面の銀紙を剥はがした弟が、ちょっと嬉うれしそーな声を上げる。

　タモさんっていうのは、ひとむかし前に、森野市を流れる多た茂も川に迷い込んできた、流浪のゴマヒゲアザラシのことだ。両目を縁ふち取どるサングラスみたいな模様が特徴。当時はマスコミなんかにも取り上げられ、ちょっとしたブームになっていた。

　そのタモさんにちなんで、銘菓『あしか』にはときどき、表面に白ゴマをまぶした当たりバージョンがあるのだった（アシカとアザラシの違いなんて微び々びたるものである）

　聡史は『あしか』のチョコレート部分をぽりぽり囓かじりながら、

「なあ、その鍋なべの隣にあるそれは……ホワイトチョコか？」

「ん、ちがうちがう。お豆腐だよ。京都の高級絹ごし豆腐」

「はあ？　と、豆腐って……まさか、それチョコに入れるのか？」

　うげえ、という顔をする聡史。

　む、失礼な。

「いーのっ、あの娘こはこれが大好きなんだからっ」

「あの子？」

「……っ、あ、あんたには関係ないでしょ。ほら、もー部屋に戻んなさい。明日、雪ゆき那なからのチョコもらってあげないよ！」

「うわっ、チョコのついた手で髪さわんなよ、わー！」
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　……と、そんなわけで。

　二月十四日。女の子にとっての一大イベント、バレンタインデーである。

　ふ、ふ、ふ、ふーふふふふふ、ふ、ふ、ふ、ふーふふふん♪

　なんて『きんぎょ注意報』のＯＰを口ずさみながら、いつもの通学路を歩いていると、

　塀の曲がり角から、ぬっと巨大な影があらわれた。

「わ、オオカミだ！」

「む？」

　と、こっちを振り向き声を上げたのは、

　朝の陽ひを浴びて燦さん然ぜんと輝くプラチナブロンドの髪。

　透き通ったアイスブルーの瞳ひとみに、搾しぼりたてのミルクのような白い肌。

　オオカミの背にまたがったドルイドさん――ホリン・シャレイリア嬢だった。

「あ、シャレイリア、おはよー」

「うむ。夏か穂ほ、おはよう」

　おたがい、いつもの挨あい拶さつを交わすあたしたち。

　べつに一緒に登校しようって約束しているわけでもないのだが、ちょうど通学路が重なっているため、道の途中でばったり出くわすことが多いのだ（生き真ま面じ目めなシャレイリアさんは律りち儀ぎに遠回りして正門から登校しているのであった）

「今日もよい朝だな。太陽と風と森と大地と水に感謝しなくてはな」

　と、いまどきの中学生にしては感心なことを言いながら、巨大な灰色オオカミ――ワールの背中からすとんっ、と飛び降りるシャレイリア。あたしの横を並んで歩きだす。

「夏穂、どうしたのだ。今日はなんだか眠そうな顔をしているぞ」

「ん、まー、ちょっと寝不足でね。……あー、えっとさ、そーいえばシャレイリアって、甘いもの好きだったよね。その、た、たとえば、チョコレートとか……」

　おずおずとそう切り出したあたしに、

「うむ、甘かん味みはすべからく好きだぞ。とくにカカオを使ったお菓子の類たぐいはアルスターの森では手に入らなかったからな」

　こくり、とうなずくシャレイリア。

「あ、あとさ、お豆腐も好きだよね？」

「うむ、オトーフは大好きだ。あのつるっとした喉のどごしと深い味わいが堪たまらぬのだ！」

　アイスブルーの瞳をキラキラ輝かせ、ふだんはめったに見せることのない、ほえ～っと蕩とろけたような表情になる彼女。つつーっと口の端からよだれまで垂らしている。

「そっかそっかー、そんなに好きかー。よかった♪」

　上機嫌のあたしはぽむぽむとシャレイリアの頭を軽く叩たたく。

　と、そのとき。

　ぎゅ　　 っ。

　ものすごいお腹なかの鳴る音がした。

「……っ！」

　カアッと頬ほおを紅潮させるシャレイリア。

「……？　あれ、ひょっとして、いまお腹空すいてる？」

「こ、これは違うのだっ、じつは二日前から断食の修行をしていてだな――」

　あわててぶんぶん首を振る。

「はいはい。だめだよ、ちゃんと朝は食べないと。あ、でも、ちょうどよかったな。ほんとはあとで渡そーと思ってたんだけど――」

　と、苦笑しながら、あたしは鞄かばんにごそごそ手を入れる。

「はい、どーぞ♪」

　取り出したのは、お洒落しやれな包装紙でラッピングした小さな箱。

「開けてみて」

「む？」

　シャレイリアはうなずくと、赤いリボンをするするとほどいた。

　出てきたのは――

　クマさんの形をしたチョコレート。

　昨日、あたしが夜なべして作った特製のオトーフチョコだ。

「おおっ、クマさんではないか。これは可愛かわいいなっ、美お味いしそうだな！」

　チョコを両手に持ってぴょんぴょん跳びはねるシャレイリア。

　あー、つっこみたい。いやあんたのほうが可愛いから、ってつっこみたい！

　不可視のハリセンを手にウズウズしてしまう。

　でも、とにかく喜んでくれてよかった――あたしはホッと胸をなでおろす。

「夏か穂ほ、私にくれるのか？」

「ん、もちろんだよ。さ、遠慮せずに食べな。お腹なか空すいてるんでしょ？」

　あたしがにっこり笑って言うと、

「……む、むう」

　と。なぜか、シャレイリアは悲しそうにうめいた。

「？」

「……いや、とても残念なのだが、私はいまドルイドの修行中で、水のほかにはものを一切口にしてはならぬのだ」

「え？」

「しかし、せっかく夏穂がくれたのを無駄にするわけにはいかぬ」

　きっぱりと言って、

「そういえば、ワールは子育てで栄養が必要なのだったな」

　かたわらを歩く大狼ダイアウルフに話しかける。

「うぉうっ！」

「うむ。ではこれはおまえにあげることにしよう」

「ちょっ――」

　あたしはあわてて止めようとするが、

　ぱくっ。

「あ！」

　もぐもぐもぐ。

「……」

　もぐもぐもぐ……ごっくん。

「……」

「うぉうっ、うぉうっ！」

「む、そうか美お味いしかったか。よかったな。夏か穂ほにちゃんとお礼を言うのだぞ」

「うぉうっ！」

　満足げにひと声鳴いて、口のまわりについたチョコをぺろっと舐なめとる大狼ダイアウルフ。

「な……な、な……」

　あたしは。

「ななな、なな、ななななな、な……」

　肩をわなわなと震わせ。

　そして――

「な、なんてことすんのよ―――――っ！」

　叫んだ。

「……ど、どうしたのだ、夏穂？」

「どうしたのだ、じゃないっ！」

　あたしはワールの口にがっと指を突っ込み、強引にこじあけようとする。

　やーんっ、と涙目で首をぶんぶん振るワール。

「こらーっ、かえせーっ、あたしのチョコをかえせーっ！」

「か、夏穂っ、なにをしているのだ、やめるのだ！」

「ひゃいんっ、ひゃいんっ！」

　ジタバタ暴れるあたしをシャレイリアが背後から引き剥はがす。

「チョコっ！」

　あたしがなおもワールに掴つかみかかろうとすると、

「むーっ、夏穂、ワールをいじめるな！」

　シャレイリアが、両手をひろげて目の前に立ちはだかった。

「……っ！」

　透明なアイスブルーの瞳ひとみが、あたしの目をまっすぐに射抜く。

「……」

「……」

　数秒ほど、じぃーっと睨にらみ合い、そして――

「なんで……なんであげちゃうのよ……」

「む？」

　眉まゆをひそめるシャレイリア。

「なんであたしのあげたチョコあげちゃうのっ！」

「……？　言っただろう。私はいま断食の修行中なのだ。それに、ワールはいま子育てでたくさん栄養が必要なのだぞ。夏か穂ほこそ、なんでそんないじわるを言うのだ。べつにおやつくらい、わけてあげたってよいではないか！」

「……～っ！」

　シャレイリアの言い放った言葉に――

　あたしは、カチン、ときた。

　カアッと頭に血が上る。

　……せっかく。あたしがせっかく、手作りしてきたチョコを。

　シャレイリアのために、って作ってきたチョコを。

　おやつくらい……って。

「……っ、シャレイリアのっ――」

　あたしは反射的に手を振り上げ、

「ばか―――――っ！」

　スパーンッ！

　まるっこいおでこを思いっきり引っぱたく。

「ひゃんっ、な、なにをするのだっ！」

「……っ、知らないっ、シャレイリアなんてもう知らないよっ！」

　あたしはこみ上げてきた涙を制服の袖そでで払い、タッと走り出す。

「ばかーっ、シャレイリアのおでこっ、おもち肌―――――っ！」

「むーっ、か、夏穂のおたんこなすーっ！」
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　……と、そんなわけで。朝の教室。

　あたしはむすーっと不機嫌な顔で机に突っ伏していた。

　言うまでもなく、今け朝さのシャレイリアとの喧けん嘩かのせいである。

「……はあっ」

　わざとらしくため息をつき、ちらっと前の席を見やると。

　これまた、どんよりオーラを放出しまくっているシャレイリアだった。

　うねうねうねうねうねうね……

　なんだか黒いオーラが視認できるほどだ。

「あら、シャレイリアさん、なんだか黒いオーラが出てますわ――って、きゃあああっ！」

　不用意に近づいた法ほう香かさんが黒いオーラにしゅるしゅる巻きつかれる。

　……あ。オーラじゃなかった。なんか怪しい吸血植物だ。

「いやああああああっ、すふらんんんんっ！」

　……ってゆーか、よく見れば。

　いつもシャレイリアのまわりに生えている植物群も、なんだか毒々しい色のものや食虫植物が多い。彼女の機嫌の悪さをそのまま反映しているようである。

「夏か穂ほ、おはよー」

　と。教室の扉が開き、朝練帰りのマイペース眼鏡めがねが声をかけてきた。

「……？」

　吸きゆう血けつ蔦づたに巻きつかれている法香さんをしばし眺め、それから、どよ～ん、とした雰ふん囲い気きのあたしとシャレイリアを交互に見て。即座に、

「なに、二人、喧けん嘩かでもしてるの？」

「……」

　さすが小学校時代からの幼おさな馴な染じみである。鋭い。

「……べ、べつに。喧嘩なんてしてないし」

　ふいっ、と窓のほうへ目を逸そらし、ひょろろ～と口笛を吹くあたし。

　前に座るシャレイリアの耳がぴくっと反応した。

「……ま、なんでもいいけど。早いとこ仲直りしなよ、教室がグリム童話の呪のろいの森みたくなる前に」

　肩をすくめ、ため息をつく雪ゆき那な。

「……っ、あ、あたしは悪くないもんっ。悪いのはシャレイリアだもん」

　うねうねうねうねうね……

　シャレイリアの周囲から、黒いオーラ（っぽい吸血植物）がふたたび生えてくる。近くにいた女子たちがキャーッと悲鳴を上げて逃げ出した。

　ガタッ。突然、シャレイリアが椅い子すから立ち上がる。

「どしたの？」

　雪那が訊きくと、

「少し風にあたってくる。私の機嫌が悪いとみんなに迷惑をかけてしまうからな」

　そっけなく言って、すたすたと教室の外へ去っていく。

　その背中を視線で追うと――

　ちら、と振り向いた彼女と目が合った。

「……っ！」

「……む！」

　おたがいに、ふいっ、と目を逸そらす。

「あーあ」

　雪ゆき那なが呆あきれたよーに肩をすくめた。

「う～……」

　あたしはふたたび机に突っ伏した。

　わかってる。

　シャレイリアに悪気がなかったことくらい、あたしだって、わかっているのだ。

　彼女はごくふつーに、お腹なかを空すかせた仲間におやつをわけてあげただけ。

　バレンタインのことなんて、ぜんぜん知らなかったんだろう。

　でも……

　あたしはぎゅっと唇を噛かみしめる。

　せっかく、徹夜して作ったのに。

　シャレイリアが喜んでくれるって思ってたのに。

　あたしばっかり、ひとりで浮かれて、勝手に盛り上がって……ばかみたいじゃん。

　ぐすっ。こみあげてきた涙を啜すする。

　首にかけた銀のベルが、転がるような音をたてた。

　去年のクリスマスに、シャレイリアからもらったドルイドベル。

　あたしが一番の友達だからって、くれたものだ。

「……」

「あ、そーだ」

　と。思い出したよーに、雪那が、鞄かばんから小さな箱を取り出した。

「？」

「はい。これチョコ。聡さと史し君のぶん」

「ん、あー……ありがと。聡史のやつにわたしとくよ」

　と、生返事で受けとるあたし。

　六十円のチョコボールだった。……聡史の恋はなかなか厳しいようだ。

「あー、バレンタインかー……」

　はあっ、と重いため息をつき、ふとあたりに目をやれば。

「……」

　いるわいるわ。

　机の中にごそごそ手を突っ込み、落ち着かなげに周囲を見まわす男子ども。

　緊張した様子で鞄の中を何度も確かめる女子連中。

　教室中が、なんだかふわふわもやもや浮ついた雰ふん囲い気きだ。

「……ぬ～っ」

　くしゃっ。

　いつのまにか、あたしは、雪ゆき那なからもらったチョコの箱を握りつぶしていた。

　イライラ。

　イライライライラ。

　みんなが浮かれているのがむしょーに腹立たしい。

　……なんか、許せない。

　なんか、なんかなんかなんかっ、すっごい、腹立つ！

　ぐぬぬぬ……ふんぐぬぬぬぬぬぬ……

「ちょ、ちょっと夏か穂ほ、なんか顔が不ふ動どう明みよう王おうみたくなってるよ？」

「――っていうか、さ？」

　ふ、ふふ……と、あたしは低い声でつぶやいた。

　雪那が「ひっ」と小さく悲鳴を上げる。

　そもそもだ。

　そもそも、こんなものが。

　こんな、バレンタインデーなどという、現代の歪ゆがんだ資本主義社会の生み出した愚おろかで頽たい廃はい的てきでくっだらないイベントがあるから。

「こんなイベントがあるから喧けん嘩かになったんじゃない―――――っ！」

　八つ当たり気味に叫んだあたしは、ダンッと椅い子すから立ち上がり、ガーッ、と（聡さと史しのぶんの）チョコボールを一気に呑のみ込んだ。

「あ、なにするんだよっ、夏穂のぶんはちゃんとあるのに！」

　突然のあたしの奇行に抗議の声を上げる雪那。

「はっ、もはやチョコなど食いたくもないわーっ！」

「いま食べたじゃん、思いっきり！」

「これはクリリンのぶんだーっ！」

「わけわかんないよ、この酔っぱらいめ」

「えーい、うるさーいっ！」

　あたしは雪那の手を振り払い、周囲をギラっとねめつけた。やぶ睨にらみである。やぶ睨みの暴君である。

　そうだ。あたしが朝っぱらからこんな最悪な気分になったのは、ぜんぶこのくっだらないイベントのせい。バレンタインデーとかいう行事のせい。

　あたしがばかみたいに浮かれてチョコなんて作ってこなければ、シャレイリアとこんなふうに喧嘩することなんてなかったはずなのだ。

「……悪いのはバレンタインずら」

「え？」

「悪いのはバレンタインずら―――――っ！」

　大事なことなので二回叫び、

　かくて、あたしは復ふく讐しゆうの鬼となったのであった。



　　　　　◆◇◆



「はいこれ、手作りチョコ。タカシ君のために、昨日寝ないで作ったんだよ」

「お、おう、サンキュな……」

　お昼休み。

　廊下のど真ん中で、そんなラブラブオーラを振りまいているカップルがいた。

「あの、わたし、タカシ君のことがずっと……」

「お、おれもミユキのことが……」

「ええいっ、貴様らなにをしておるか―――――っ！」

「わ、ナマハゲだ！」

「ナマハゲよーっ！」

　ズザザーッ、と二人のあいだに割って入ったのは――

　秋田県の伝統行事ナマハゲのお面をかぶったあたし。

　悲しい過去によって復讐のナマハゲ王と化した白しら川かわ夏か穂ほであった。

「だれがナマハゲ王かっ！」

　と、理不尽につっこんで、あたしはナマハゲのお面をパッと脱ぎ捨てた。

「なっ――お前は……！」

　お面の下からあらわれたのは――

　栗くり色いろの三つ編あみお下げ。四角いフレームの黒縁メガネ。

　そして、腕に巻かれた黄色い腕章。

「ふ、風紀委員……だと！」

「そんな、風紀委員は九十年代初頭に絶滅したはずよ！」

　驚きよう愕がくの声を上げるカップル。

　そんな二人に、あたしはびしっと人差し指を突きつけて、

「ふっ、あたしこそ現代によみがえった風紀委員。校則違反はビシビシ取り締まるよっ！」

　完かん璧ぺきな風紀委員スタイルで宣言するのだった。

「くっ、しかし風紀委員がなぜここに？　俺おれたちはなにもやましいことなんて――」

「シャラップ！　これを見てもそー言える？」

　あたしは制服の胸ポケットから生徒手帳を取り出すと、ばばーん、と二人に見せつけた。

「あ、ホリンちゃんの写真だ。学園祭のときの？」

「そこじゃないっ！」

　顔を真っ赤にしてページをめくる。

　開いたのは森もり野の学園校則集のページである。

「ほら、ここに書いてあるでしょーが。『森野学園の生徒たるもの学業に不要なもの持ち込むべからず』って。おやつの持ち込みは禁止だよっ！」

「……い、いや、でも……なあ？」

「そ、そーよ、バレンタインくらい大目に見てくれたっていいじゃない！」

「甘いっ、ゴディバの高級チョコより甘いわっ！」

　あたしはハリセンで女子の頭をぺしっとはたいた。

「ゴディバはべつにそんなに甘くないと思うけど……」

「イメージよイメージ。とにかく、そーゆーところから風紀は乱れるのっ！　神聖な学舎におやつを持ち込むなんて言語道断っ、これはあたしが預からせてもらいます！」

　あたしは彼女の手からパッとチョコを取り上げた。

「ちょっと、そんなの横暴よ！」

「生徒会に訴えてやるぞ！」

「やかましいっ、風紀委員アタック！」

「ぎゃあっ、とりもちだ！」

「ね、ネバネバして動けないわ～」

　投げつけたとりもちにかかっている隙すきに、あたしは颯さつ爽そうとその場を立ち去るのだった。



「べ、べつに、あんたのために作ったんじゃないんだからね！」

「へっ、わかってるよ。どーせ義理チョコなんだろ」

　人ひと気けのない階段の踊り場で。そんなツンデレオーラを振りまいているカップルがいた。

「ち、ちがうわよ、ばかっ、あ、あたしはね、ほんとはあんたのことが――」

　ピィッ！

「わ、モヒカン族だ！」

「そんなっ、モヒカン族は絶滅したはずよ！」

「ヒャッハーッ、汚物は消毒だーっ！」

　と、謎なぞの奇声を上げながらあらわれるあたし。

　風紀委員スタイルはそのままに、ピンクのモヒカンヘアという髪型だ。

「な、なによあんた、汚物とか言わないでよっ……連想しちゃうじゃない！」

「はっ、チョコじゃないわ。そんなのウンコよウンコ、色と形が似てるもん！」

「と、年とし頃ごろの女子中学生が伏せ字も使わずになんてことを言うの！」

「ああっ、でも言われてみればそー見えてきた……」

「なんですって！」

　女生徒が注意を逸そらした隙すきに、あたしはチョコをパッと取り上げる。

「あっ」

「これはバレンタインがおわるまで預からせてもらうわ！」

「くっ、待てー！」



「先生、これ……受けとってください！」

「だめだよ、キミ。ボクは教師でキミは生徒なんだ」

　薬品の匂においに満ちた理科準備室で。なにやらアブナイ雰ふん囲い気きを醸かもしだしている教師と生徒がいた。

「それでもいいんですっ、あたし、あたし……」

「ホワチャーッ、扶ふ清しん滅めつ洋よう、扶清滅洋！」

「わ、義ぎ和わ団だんだ！」

「義和団よーっ！」

「だれが義和団かっ、さあ、きりきりチョコを出しなさいっ、ジャンプしてみなさい！」

「ひぃ～っ！」

　あたしの剣幕に押され、ついジャンプしてしまう理科教師。

　ドサッ。ドサドサドサッ。

　スーツのポケットからチョコがたくさん落ちてきた。

「先生っ、これはどういうことっ、ほかの子からはもらってるのね？」

「教師が生徒からチョコを受け取るなんて言語道断。これはあたしが没収します！」

「そ、そんな～っ！」



　――そんなこんなで。教室に戻る道すがら。

「……まったく。この学園は風紀というものがなってないわ」

　生徒や教師から没収したチョコをどっさりと抱え、廊下を歩くあたしであった。

　風紀の乱れうんぬんの前に廊下をヌーの群れが走り回っていたりするのだが、ま、それはそれ。学園に動物がいちゃいけないなんて校則はどこにもない。

「さて、このチョコは部室にでも隠して……ん？」

　くんくん。あたしは鼻をひくつかせる。

　なんか甘い匂いが……

　ふらふらと匂いをたどっていくと、階段の踊り場に出た。

　そこにいたのは――

「なっ――!?」

　目出し帽をかぶった謎なぞの集団であった。

　踊り場の真ん中にガスコンロを置き、鍋なべでどろどろに濁にごった黒い液体をかきまぜている。

「あ、あんたたちは、まさかっ……」

　間違えようもない。こいつらは――

「革かく鍋なべ派はの残党っ！」

「ちがうっ！」

　赤い目出し帽の男が立ち上がって叫んだ。

　頭に『雑炊有理』って書かれた鉢巻きを巻いている。

　革命鍋解放戦線――通称『革鍋派』。

　学園内のあらゆる場所に出没しては、ゲリラ的に鍋をするという、なんともはたメーワクな過激派鍋サークルである。

　去年の暮れに闇やみ鍋なべバトルで負け、めでたく解散したはずなのだが――

「……って、ちがう？」

　あたしは眉まゆをひそめて訊きいた。

　……どっからどー見ても、鍋をやっているよーにしか見えないが。

「ふん、革鍋派の連中と一緒にするな。俺おれたちはバレンタインデー限定で活動するオシャレスイーツの伝道師――」

　言って、赤い目出し帽の男は、串くしに刺したマシュマロを黒い液体に浸ひたした。

「ま、まさか、それは……」

「そう、チョコフォンデュ派だ！」

　チョコフォンデュ。

　イチゴ、キウイ、バナナなどのフルーツや、マシュマロ、ビスケットなどのお菓子を、溶けた熱いチョコレートに浸して食べるという、なんとも優雅なデザートである。

　乙女ならだれもが憧あこがれるオシャレスイーツの花形。しかし家で作るとなぜかしょぼい感じになってしまうデザートの筆頭でもある。こーゆーのはたぶん雰ふん囲い気きが大事なのだ。

「そう、俺たちは優雅にチョコフォンデュを楽しむ秘密結社――」

　赤い目出し帽の男が、チョコに浸したマシュマロをぱくっと頬ほお張ばった。

「う～む。デリ～シャス」

「ええいっ、やかましいっ、とっととマスクを脱ぎなさい！」

「わ、なにをするっ！」

　あたしはばっと掴つかみかかり、男の目出し帽をもぎもぎと脱がせる。

「や、やめろ、うわーっ！」

　あらわれたその顔は、なんと――

「……」

　……えーと、ほら。アレ。アレだよ、たしか古い映画に出てた俳優に似てる……

　そう、あれだ！

『大おお蜥蜴とかげの怪』に出てた――

「だあああああっ、いーかげん覚えろっ、クラスメートの須す田だ翔しよう太ただっ！」

「あーっ、もーちょっとで思い出せそーだったのにっ、須田のばか」

　頬ほおを膨ふくらませてぷんすか怒るあたしに、

「す、すまん……じゃなくて、だいたい俺おれはそんな変なタイトルの映画に出てねえっ！」

「む、変な映画とはなによ。『大蜥蜴の怪』はね、コマ撮りもきぐるみも使わずに、本物のトカゲをアップで映しただけっていう怪獣映画史に残る偉大な珍作……ってそんなことはどーでもいいわ、あんたこそなにやってんのよ！」

　すると須田は、よくぞ訊きいてくれたとばかりに胸を張り、

「ふっ、ここはもてない男たちが集まる憩いこいの場。バレンタインに誰だれにもチョコをもらえない男たちが、自分のために買ってきたチョコを溶かして、ううっ……」

　言ってて悲しくなってきたのか、いきなり泣き出した。

　ほかのメンバーたちもうっうっと啜すすり泣きをはじめる。

「か、悲しすぎる会ね。いろいろと……」

　あたしが呆あきれたよーにつぶやくと、

「……ん？」

　須田が、あたしの持っているチョコの山に目をとめた。

「それ、もしかして、バレンタインチョコ……か？」

「ん、まーね」

　うなずくあたし。

　すると。須田はかすかに頬を赤らめ、

「あー、ひょっとして、俺に……？」

　こほん、と咳せき払ばらいなどしたりする。

「……」

　あたしはにっこり笑い、くいっと須田を手招きした。

「あげるよ。チョコレート」

「え？」

　顔を近づけた須田の前に握り拳こぶしをかざし、

　親指から順番に、一本ずつ指を開いていく――

　チョ、

　コ、

　レ、

　ヱ、

　ト。

「フィンガーフレアボムズ！」

「ぎゃああああああっ、鼻がっ、鼻があああああっ！」

「あれは夏か穂ほの使う四十八の殺人技のひとつ。五本のフィンガーチョコを同時に鼻に突っ込むことによってメラゾーマ五発分の威力を発揮するという――」

　どこからかあらわれた雪ゆき那なが冷静に解説する。

「はっ、チョコの食べすぎで鼻血を出したみたいになるがいい！」

　腰に手を当て、鼻を押さえてのたうちまわる須す田だを見下ろしていると、

「夏穂っ、なにをしているのだ！」

「……っ！」

　凛りん、とした声が廊下に響きわたった。

　振り返れば。

　そこにいたのは、オオカミの群れを引き連れたシャレイリア。

　あたしに杖つえの先を突きつけて、

「みんなが夏穂におやつを奪われて困っているそうではないか！」

「……っ、な、なによ、シャレイリアには関係ないでしょ！」

　あたしはふいっと目を逸そらし、

「あたし悪くないもん。風紀委員のお仕事してるだけだもん」

「……むう、いったいどうしたというのだ。今日の夏穂はなんだかおかしいぞ」

「あ、あたしは、べつに――」

　シャレイリアは透明なアイスブルーの目で、ひた、とあたしを見つめ、

「とにかく、夏穂がこれ以上おやつの略奪を続けるというなら、秩序の番人たるドルイドとして、私も見過ごすわけにはいかぬ」

　厳しい声で告げてくる。

「……っ！」

　あたしは――

　ぎゅっと唇を噛かみしめる。

　震える声で、

「なによ……ばか」

「む？」

「どーして、わかってくれないのっ！」

　ばちこっ！

「ひゃうっ！」

　まるっこいおでこにチョコの箱を投げつけた。

「むぅーっ、角があたった！　いたかった、いたかったのだ！」

　涙目で怒るシャレイリア。

　あたしは制服の袖そでで涙でぬぐい、階段を全力で駆け上がる。

「ばかーっ、シャレイリアのおでこっ、金髪微乳ロリフェイス―――――っ！」

「むーっ、か、夏か穂ほの……むむむ……か、夏穂のばかーっ！」

　はっ、ボキャブラリーの少ないやつめ！



　　　　　◆◇◆



　と、そんなひと幕もあって――

　結局、シャレイリアとは仲直りできないまま、放課後になってしまった。

　鞄かばんに教科書を詰め込みながら、すぐ目の前にあるまるい頭をちらっと見る。

「……」

　……今け朝さはごめんね。仲直りしよ。

　そのひと言だけでいい。

　ひと言、声をかけるだけでいいのに――

「うーっ……」

　手を伸ばしかけて、ばかみたいに固まってしまうのだ。

　ああああっ、もうっ！

　首にかけたベルをぎゅっと握り締める。

　もう一度、声をかけようとしたところで、

「おほほ、シャレイリアさん、バレンタインチョコですわー」

　法ほう香かさんが、高笑いを上げながらやってきた。

「……む、なんだ法香よ。私はいまとても機嫌が悪いのだ」

　と、ほんとーに不機嫌そーに言うシャレイリア。

　彼女の足もとからは、あの黒いオーラみたいな吸血植物がまたうねうねと生えてくる。

「きゃああああっ……ちょ、ちょっと、わたくしの話をお聞きなさいっ！」

「む？」

　うねうねがぴたっと止まった。

「もうっ、わたくしから、あなたにプレゼントですわ」

「プレゼント？」

　首をかしげながら、シャレイリアは、差し出された小さな袋を受けとった。

「開けてもよいのか？」

「どうぞ」

　がさごそ……

　袋から出てきたのは、棒つきのチョコレートバーだった。

　ただし――

「……む？」

　チョコに練り込まれているのは、ナッツではなく乾燥した芋いも虫むし。パーティーグッズでよくある『虫入りキャンデー』のチョコレート・バージョンだ。正直、見た目はかなりグロテスク。気の弱い女の子なら泣いて逃げ出すよーな代物である。

「ほほほ、引っかかりましたわね、それは芋虫チョコですわー！」

　ちょっとおよび腰になりながら高笑いを上げる法ほう香かさん。

　彼女自身、虫は大の苦手なのだ。

「……って、あら？」

　シャレイリアさん、芋虫チョコを見てもなんの反応もない。

　そのまま――ぱくっ。

「ええっ！」

　なんのためらいもなく口に入れてしまった。

　もぐもぐもぐ……

「うむ、ちょうどお腹なかが空すいていたところだったのだ。感謝するぞ」

「え、ええ……どういたしまして」

　信じられない、という顔でうなずく法香さん。

　まあ、そんなに驚くよーなことではない。

　長年、森で暮らしていたドルイドさんにとって、芋虫は貴重なタンパク源なのだ。

　そんなことより……

「ちょ、ちょっと！」

　あたしは思わず、椅い子すから立ち上がっていた。

「む？」

　チョコの棒をくわえたまま振り返るシャレイリア。

「……あ、あんた、断食の修行中じゃなかったの!?」

「む、修行は今日の正午までだぞ」

　きょとん、とした顔で答える。

「……っ！」

　あたしは、ばしんっと机を叩たたいた。

「だ、だったら、あたしのあげたチョコ、とっておけばよかったじゃん！」

「ワールはお腹なか空すかせていたのだぞ。なんであげちゃいけないのだ？」

「あ、あれはね、あのチョコは、あんたのために特別にっ――」

　あたしはぎゅっと唇を噛かみしめ、

「……～っ」

　言葉を呑のみ込んだ。

「もういいよ」

「む？」

「もういいって言ったのっ、シャレイリアなんてもう知らないっ、おでこおでこ！」

「むーっ、おでこじゃないのだ！」

　涙目でぱさぱさと前髪をおろすシャレイリア。

「夏か穂ほはなんでそんないじわる言うのだ！」

「い、いじわるじゃないよっ、シャレイリアがひと言謝れば、あたしだって――」

「なんで私が謝るのだ。悪くないことは謝らぬ！」

「……～っ、こ、この意地っぱりめ～！」

　あたしはシャレイリアのほっぺたをびーっと引っぱった。

「ひゃ、ひゃひふぉ、ふふほは～！」

「わ！」

　ドンッとあたしを突き飛ばすシャレイリア。

　それほど強い力ではなかったが、あたしはバランスを崩して床に転がった。

「いてて、もうっ、なにすんのよ！」

「むーっ、なにをするのだ！」

　腫はれたほっぺたを押さえながら叫ぶシャレイリア。

「もうっ、夏穂なんて――」

　両手の拳こぶしを震わせて、

「夏穂なんてきらいだ！」

「……え？」

　一瞬。何を言われたのかわからなかった。

「……」

　短い沈黙。

　その言葉の意味を頭が理解した瞬間、目の前が真っ暗になった。

　……キライ。キライって、えーっと……機械水雷の略称じゃなくて……

　シャレイリアが、あたしのことキライって。

　頭の中がぐわ　　 んって揺れている。

「……あたし、キライ、シャレイリアにきらわ～れ～る～るるる～……」

　ショックすぎて、ちょっとおかしな人になっていた。

「む」

　そんなあたしの様子に、シャレイリアはハッとした顔になり、

「す、すまぬっ、いまのは言いすぎ――」

「うわあああああああああん！」

「わ！」

　屈かがみ込んだシャレイリアをドンッと突き飛ばし、あたしは駆けだした。

「ぐ、ぐれてやるずら、不良になってやるずら―――――っ！」

　ウワーン、と泣きながら、教室を出ていくのだった。



　　　　　◆◇◆



　ひゅんっ。ポチャッ。

　森もり野の市内を流れる多た茂も川。その河か川せん敷じきで、あたしはひとり小石を川に投じていた。

　――あんなことを言って飛び出してはきたものの。

　真ま面じ目めな委員長のあたしがいきなり不良デビューなどできるはずもなく、とりあえず、ヨーヨーを購入したところでなんか違うことに気づいて、結局、体育座りで灰色の空を眺めているのだった。

「ううっ、シャレイリアに～、きらわれちゃったよ～……はぁ～、よいよい……」

　こみ上げてくる涙を制服の袖そでで拭ふきながら、オリジナルの悲しみソングを口ずさむ。バックに寒さむ々ざむしい日本海の映像が浮かびそうなそれはそれは悲しい歌である。

　二番のサビに入ろうとしたところで、

　ザッ――

　背後で足音。

「シャレイリア!?」

　パッと顔を上げて振り向けば。

「イエ、私ハ――」

「……」

　そこにいたのは――

　シャレイリアそっくりのアンドルイド、アリアだった。

　紺色の前掛けと帽子。手にはお蕎そ麦ば屋やさんのおかもちを持っている。

「……アリア、なにやってんの？」

　ごしごしと目を擦こすりながら訊きく。

「夏か穂ほサンヲレーダーデ発見――イエ、出前ノ途中デ偶然、見ツケタモノデスカラ」

「はあ……」

　お蕎そ麦ば屋やさんの出前か。

　ダメなご主人様のために、いろんなバイトかけもちしてるんだなー。

　いまどき珍しい、なんともけなげな娘こなのである。

「アノ、夏穂サンニコレヲ――」

　ガギョン。と、アリアは背中から小さな箱を取り出した。

　可愛かわいくラッピングされたお菓子の箱だ。

「……チョコレート？」

「ハ、ハイ。今日ハ、バレンタインデスカラ」

　両耳からぷしゅーっと煙を噴きながら、ガギョンガギョンうなずくアリア。

「イチオウ、手作リ……ナノデス」

「うわー。ありがとう！　大事に食べるね♪」

　あたしはもらったチョコをぎゅっと抱きしめる。

　ほんっとアリアはいい子だなー。あのおでこと違っていい子だなー。

　すりすりすりすり。頭のつむじをなでまわす。

「……ッ！」

　ぷしゅしゅーっ。

「ア、アノ……」

「ん？」

　アリアはちょっと困ったよーにつぶやいた。

「オ蕎麦ガノビテシマイマス、ノデ……」

「あ、そっか。ごめん、引きとめちゃったね」

　あわてて手を離すあたし。

「イエ。デハ、私ハコレデ……」

「あ、うん、チョコありがとね……あ、あの、アリアさ――」

「？」

　土手を上ったところで、ガギョン、と振り向くアリア。

「……えっと。いきなりこんなこと訊きくのもなんなんだけど、友達と喧けん嘩かしちゃったときって、どうすればいいんだろーね」

「……」

　アリアは立ち止まり、

「私ハロボットナノデ、友達トイウ概念ガワカリマセンガ……〈エラー〉ハ速ヤカニ修復シマス」

「……ん、そっか。そーだね」

「デハ！」

　土手の上からびしっと敬礼するアリア。

　次の瞬間にはもう、土つち煙けむりを上げていなくなっていた。

「……さて、と」

　スカートの埃ほこりをぱっぱと払い、立ち上がる。

　灰色の空から、ポツポツと雨が降ってきていた。

　うわ、まずい帰ろう――

　走りだそうとした、そのときだった。

「お、カワイー娘こがいるじゃん。なにしてんの、こんなとこで？」

「どれどれ、ひゅー、ほんとだ！」

「森もり野の学園の制服じゃん、ちゅーがくせい？」

　――いつの間にそこにいたのか。

　河原の土手をこっちに向かってぶらぶら歩いてくる、学ラン姿の男たち。

　リーゼントに、金髪ロン毛、モヒカンヘア。なんともスタンダードな不良の出いで立たちだ。

　彼らが着ているのは、札付きのワルがいることで有名な高校の制服だった。うちの学園でもカツアゲの被害に遭あった生徒がいるということで、このあいだの委員長会議で問題になったばかりである。

「……っ！」

　あたしは逃げようとして――いや、逃げたらたぶん面白がって追いかけてくる。ここはてきとーに誤ご魔ま化かしてすれちがったほうがいいかも……とか迷っているうちに、

「……あ」

　すでに三人に囲まれていた。

　す、素早いっ……

　もう逃げ出せない。

　大の男三人に囲まれるというのは、思った以上にすごい圧迫感だった。

「ちょっとおにーさんたちとあそぼーよ。雨も降ってきてるしさ」

「雨宿りしよーぜ。カラオケいく？」

「それとも、もっといいとこ？」

　げははは、と下品に笑う男たち。

「え、えっと、あの……」

　あたしはしどろもどろになって答えるが、

「なにこれ、シルバーアクセ？　カワイイじゃん」

「……っ!?」

　ロン毛の男が、首にかけていたそれに触れた瞬間、

　カァーッと頭に血がのぼった。

「――触んなっ！」

　ぱしっ、と手を振り払う。

「な!?」

　まさか抵抗されるとは思ってもいなかったのだろう。男は驚きの表情を顔に浮かべる。

　あたしは、首にかけたベルをぎゅっと握り締めた。

　リン、と小さく音が鳴る。

　シャレイリアにもらった大切なプレゼント。

　こんなやつには、ぜったいに、触れさせたくなかった。

「てめえっ……！」

　激高し、あたしの腕を掴つかもうとする男。

「ひゃ!?」

　あたしは、その手を振り払おうとして――

　ゴスッ。

　鈍い音がした。

「あ」

　手に持っていたアリアのチョコが、男の鼻を直撃したのだ。

　どっぱあっ、と盛大に鼻血を噴いて、仰あお向むけに倒れるロン毛の男。

「……な、なんという凶器チョコレート」

　あたしは思わずつぶやいた。

　チョコのほうは傷ひとつついていない。ルナチタニウムでできてるんじゃないだろーか。

「て、てんめえええっ、リュウちゃんになにしやがるんじゃあああ！」

　仲間のモヒカンヘアが怒ど髪はつ天てんをつく勢いで怒鳴った。

「あ、いやあの、いまのは不幸な事故っていうかなんていうか……」

「ぜってー許さねえっ、こいつ――」

　頭に血がのぼった不良はあたしの腕を簡単にひねりあげる。

「や、離してっ、いたたっ、ほんと痛いっ……む、むぐーっ！」

　口を押さえられ、河原をずりずり引きずられていくあたし。

「うるせえっ！」

　リーゼントの不良が拳こぶしを振り上げた、その刹せつ那な、

　カッ、と青白い稲妻が閃ひらめいた。

　そして、

　うぉ―――――うっ！

　大気を引き裂くような咆ほう哮こう。

　強く地面を蹴ける音がした。

　降りしきる雨の中――漆しつ黒こくの大狼ダイアウルフが土手の上から飛びかかる。

「な、なんだっ！」

「で、でっかい野良犬が――ぎゃああああっ！」

　タッ、と河原に降り立ったワールが、モヒカンヘアの腕に齧かじりつく。

　耳をつんざくような悲鳴。

　腕を離されたあたしの身体からだは地面に転がった。

「ぐるるるるるるるーっ！」

　爛らん々らんと輝く金色の瞳ひとみ。鋭い牙きばを剥むき出して獰どう猛もうに唸うなる。

　雨に濡ぬれ光る凶暴な爪つめ。漆黒のたてがみが激しい怒いかりに逆立っていた。

「ひっ、ひいいいっ！」

　と、情けない悲鳴を上げながら一目散に逃げていく不良たち。

　ふーっ、ふーっ！

「がるるるるるるるっ――」

　荒い息をつき、さらに連中を追いかけようとするワールの尻尾しつぽを、

「大丈夫っ、もう大丈夫だから――」

　ぎゅっと掴つかんで引きとめた。

「ワール……あ、ありがと」

　つぶやいて、あたしはへなへなっとその場に座り込む。

　緊張が一気に解けて腑ふ抜ぬけてしまったのだ。

　ワールは、ちょこん、とお座りの姿勢であたしの隣に寄り添った。

「……」

　本格的に降ってきた雨が、あたしたちを容赦なく打ちすえる。

　全身ずぶ濡れ。髪や制服が肌にぴったりとはりついている。

　はっ、はっ、と長い舌を伸ばして息をするワールの頭に優しく手をのせ、すりすりなでてやると、三角形の耳がぴくぴくっと動いた。

「……」

「くぅーん？」

　ワールが、金色のつぶらな瞳で、あたしのことを見つめてくる。

　ここ数ヶ月、シャレイリアとの学校生活を送ってきたおかげで、あたしは動物の考えていることなんかが、ちょっとだけわかるようになっていた。

　ほかの動物たちよりずっと賢いこの雌めすオオカミは、あたしとシャレイリアが喧けん嘩かになったのは、自分のせいだと感じているようだ。

「……ワールのせいじゃないよ。今け朝さはごめんね。怒ったりして」

　濡ぬれたワールの首をぎゅっと抱きしめる。

「くーん？」

「悪い。ちょっとだけ、こうさせといて」

「……」

　背中にあたる冷たい雨。ワールの体温はとても温かかった。

「……あーあ。なにやってんだろーね、あたし。ばかだよね。シャレイリアに喜んでもらいたくて作ったチョコなのに、それで喧けん嘩かしちゃうなんてさ」

「……」

「シャレイリアに、嫌われちゃったかな……」

　ワールは首をぶんぶん振った。

「……ん、そーだね。わかってる。べつに本気で言ったわけじゃないってことくらい。うん、明日、ちゃんと謝って仲直りするよ」

　あたしはワールの首からそっと腕を離す。

「今日一日、あの娘こと喧嘩して気づいたんだ。シャレイリアのおかげで、どれだけ毎日が楽しいか。まー、いろいろトラブルは起こすし、あーみえてすっごい頑固者だし、一緒にいると生傷も絶えないけどさ――」

　苦笑して、

「でも、あたしはそんなシャレイリアが大好きなんだ」

　ワールの頭をわしゃわしゃなでまわす。

「くぅーん……」

　ワールが、しゃん、と背を伸ばした。

　そして――

　ぺろっ。

　いきなり、長い舌であたしの頬ほおを舐なめはじめる。

「ひゃっ」

　ざらついた舌の感触に、思わずとびのくあたし。

　ぺろっ。ぺろっ。

「ん、や、もうっ、ちょ、くすぐったいよー！」

　ぺろっぺろっ。ぺろっぺろっ。

「ひゃんっ、や、やだっ、ふぁ、んあっ……」

　あたしはきゅっと縮こまり、痺しびれるようにのけぞって、ふにゃーってなってしまう。

　ワールは力強い四肢であたしを押し倒すと、こんどはうなじのあたりを舐めはじめ――

「……ん？」

　と、あたしは気づいた。

　……ワールにしては、体重、軽すぎない？

　目をぱちぱちとしばたたかせる。

　手に違和感。あたしが触っているのは、ふわふわの毛皮じゃない。

　やわらかく、きめの細かい肌の感触。

　さわさわと頬ほおをなでる髪。ほのかに甘い、ミルクのような吐息。

「…………？　シャレイ……リア？」

「……？」

　透明なサファイアみたいなアイスブルーの瞳ひとみ。

　艶つややかに濡ぬれた桜色の唇。まるくて可愛かわいらしいおでこ。

　そして、頭には三角形の獣耳がひょこひょこ動いている。

「……」

　沈黙。

　雨の音がザァーッと響く。

「……えーっと」

「……む」

　シャレイリアは――

　きょとん、とした表情で、ぺたぺたと顔に触れ、

「……」

　それから、ゆっくりと。自分の姿を見下ろした。

　濡れた森もり野の学園の制服。スカートの下から、ぱたぱたと揺れる尻尾しつぽがのぞいている。

「……あ、う……あ、あ……」

　目を見開いて、口をぱくぱくさせる。

「……シャレイリア？」

「……か、夏か穂ほ、こ、これは……その……」

「う、うん」

　押し倒された姿勢のまま、あたしはぎこちなくうなずいた。

「か、夏穂に、あ、謝ろうと思って……だな」

「うん」

「夏穂の言葉が、う、嬉うれしくて、つい変身の集中が解けてしまって、だな……」

「うん」

　掠かすれるような声。だんだん尻しりすぼみになっていく。

　そして――

「っ！」

　カアッ、とシャレイリアの顔がありえないくらいに紅潮する。

　ぼふんっ！

　恥ずかしさのあまり、とうとうオーバーヒートしてしまったようだ。

「ぎにゃ―――――っ！」

　突然、ものすごい悲鳴を上げ、だーっとあさっての方向へ駆けだした。

　――って、そっちは川だよ！

「シャレイリア！」

　叫び、あたしは追いかけるが、

「にゃああああああっ！」

　錯乱状態のシャレイリアはザバザバと川の中へ入っていく――

　あ、転んだ！

　ザバンッ！

　軽快な音をたて、水の中へ沈む小さな身体からだ。

　すぐにぽっかりと浮かび上がってくる。

「む～っ、がぼがぼがぼっ！」

「……ってまさか、シャレイリアって泳げないの!?」

「わ、わひゃひは、森のドルイドだからっ――」

　がぼぼっ。

「お、泳ぐのは苦手な……のだっ！」

　がぼぼぼぼっ。

「アホ―――――ッ！」

　走りながら――

　あたしは、制服のベストを脱ぎ捨てホックを外してスカートも脱いで、

　ザバザバと川に入っていく。

　流れが速い。濡ぬれた下着がべったりと身体に重たくはりついている。

　強く川底を蹴けった。冷たい水をかきわけ、シャレイリアのもとへ泳いでいく。

「待ってて、シャレイリア！」

「夏か穂ほ！」

　シャレイリアが、あたしの伸ばした手をしっかりと掴つかむ。

　瞬間。

「――っ！」

　川の流れが急に速さを増した。

　思わずバランスを崩す。視界がぐるんと回る。

　次の瞬間にはもう水の中に叩たたき込まれていた。

　がぼがぼがぼがぼ……

　手足をがむしゃらにばたつかせる。息ができない。上下もわからない。

　意識が――遠ざかる。

　シャレイリア……

　気を失う寸前――

　黒い影が視界をよぎった。



　　　　　◆◇◆



「夏か穂ほっ、夏穂っ――」

　遠く。あたしを呼ぶ声がする。

「ううっ……」

　目を覚ますと――

　あたしは河原に横たわっていた。

「夏穂！」

　目の前に泣きはらしたシャレイリアの顔があった。

　透き通ったアイスブルーの瞳ひとみに涙が滲にじんでいる。

「目を覚ましたのだな。よかった――」

「……助かった、みたいだね」

　あたしは、きょろきょろとあたりを見まわしながら、ぼんやりした頭でつぶやいた。

　偶然、岸に流されたんだろうか。それとも泳げないはずのシャレイリアが……？

　なんにせよ、二人とも無事でよかった。ほっと息をつく。

「ん、もう大丈夫だよ。ほら、涙拭ふきなよ」

「……む、うむ」

　泣きはらしたシャレイリアの目もとを、人差し指でそっと拭ぬぐう。

　あたしは上半身をゆっくりと起こした。

「あのあと、法ほう香かと雪ゆき那なが〈バレンタイン〉のことを教えてくれたのだ。夏穂のくれたあのチョコは、大切な者に贈る特別なチョコだったのだな。知らぬこととはいえ、すまぬことをした。私は夏穂にひどいことをしてしまった」

「ううん、あたしこそごめんね。っていうか今け朝さのはあたしが悪いよ」

　ゆっくりと、首を横に振る。胸もとにかけたドルイドベルがころころ鳴った。

「そのベルが夏穂の居場所を教えてくれたのだ」

「そっか……」

　あたしはベルをそっと握り締め、彼女の隣に寄り添った。

　あたしの隣でひょこひょこ獣耳を動かすシャレイリア。あーもー、可愛かわいいよ。可愛すぎるよシャレイリア。こんな可愛いオオカミっ娘こと香辛料を売り歩きたいよ。

　頭を抱き寄せ――すりすりすりすり。つむじをなでまわす。

「……む、むう？」

　それから、シャレイリアのおでこに頭をくっつけて、

「……えーっと、仲直り、ね？」

「うむ。仲直りだ」

　唇の触れあいそうな距離で、うなずくシャレイリア。

　と、そのとき。

　……ん、唇？

　あたしはふいに気がついた。

　あ、あたしの唇……なんか、なんかなまあたたかいよっ！

　はっ！

「ま、まさか――」

　あたしはバッとシャレイリアから離れ、

「シャレイリアってば、あたしを助けるために、じ、じ、じんこうこひゅうを～っ！」

　興奮しすぎて噛かんでしまいました。

「……む、どうしたのだ夏か穂ほ？」

「ん、あ、いや、なんでもない！　なんでもないよ！」

　あわててパタパタ手を振るあたし。

「……それにしても、偶然、タモさんが通りかかってくれて助かったな。感謝しなくては」

「え？」

　……タモさん？

「うむ。この川の主ぬしでな。最近、私の仲間になったのだ」

「……」

「どうしたのだ？」

　きょとん、とするシャレイリアに、あたしはギギィーッと振り向いて、

「え、えーっと、いちおー訊きくけど、ひょっとして、あたしを助けてくれたのって……」

「タモさんだぞ」

　あっさりと、シャレイリア。

「じ、人工呼吸してくれたのって……」

「タモさんだ。あそこにいる」

　と、シャレイリアが杖つえで指した先――

　水面にひょっこりと黒い頭が浮かび上がった。

　両目にサングラスみたいな模様のあるアザラシが、前足をパタパタと振っている。

「…………こ、こ……こ、こ……」

「？」

　あたしは、ぶるぶると肩を震わせ、

「こんのっ、あほドルイドーっ！」

　スパ―――――ンッ！

　シャレイリアのおでこをひっぱたく。

「む、むうっ、なにをするのだ！」

　涙目でおでこを押さえるシャレイリア。

「な、なんでシャレイリアじゃないのよ、ばかーっ！」

「む、タモさんは私よりも水難救助の技に長たけて――む、いたいっ、いたいぞ夏か穂ほ！」

「やかましいっ、あ、あたしのファーストキッスを返せ―――――っ！」

　ぽかぽかぽかぽかぽか。

「む、むうー？」

「シャレイリアのっ、ばか―――――っ！」



    

  
    
      
　第三話　南海の大決闘だよ、ドルイドさん！



　ザザーン。

　青い海。白い砂浜。照りつける太陽。

　ザザザーン。

　寄せては返す波の音。

　あたしは、真っ白い砂浜に向かって駆け出すと、

「海―――――っ！」

　大声で叫ぶのだった。

「夏か穂ほ、恥ずかしいよ」

「騒がしいですわよ委員長」

　そんなあたしをジト目で睨にらむ、雪ゆき那なと法ほう香かさん。

「ううっ……だ、だって、海だよ海、ほら！」

　目の前に広がる大海原に向かって、あたしは両手をひろげてみせる。

　海である。分け入っても分け入っても青い海である。種たね田だ山さん頭とう火かの俳句にでも出てきそーな、いつもの森もり野の学園の風景とはぜんっぜん違うのである。

「しかもしかもっ、海っていっても、湘しよう南なんとか熱海あたみとか、そんじょそこらの海じゃないんだからっ！」

　さりげなく湘南や熱海に失礼なことを言いながら、くるっとターン。

　ほのかにフルーツの香りをはらんだ南国の風が吹き抜ける。

　太陽の光を反射してキラキラ輝くコバルトブルーの水面。雲ひとつない青空。立ち並ぶ背の曲がった椰や子しの木がビーチに日陰をつくっている。

　ここはシャレ爺じいさんの所有する、とある南の島のリゾートビーチ。

　なんと、あたしたちは、臨海学校で海外へ来ているのであった。

　ふつう、臨海学校っていったら夏にやるものだ。いまは二月の下旬。こんな肌寒い時期に海で泳げるわけがない。しかし、日本とは緯度の異なる場所にあるこの島は、いままさに常とこ夏なつパラダイスを謳おう歌かしているのであった。

「それにしても……見あたらないですわね、あの娘こ。どこにいるのかしら？」

　眉まゆをひそめ、きょろきょろとビーチを見まわす法ほう香かさん。

　ほかの生徒たちはすでに飛行場からホテルへ向かっているのだが、あたしたちはシャレ爺さんに頼まれ、この浜辺でシャレイリアを迎えることになっているのだった。

「んー、シャレ爺さんの話だと、もうちょっとかかるかもって言ってたけど……あ、ひょっとして法香さん、心配してる？」

「な、なにを言いますの委員長、わたくし、あの娘この心配なんてこれっぽっちも――」

「ねえ、あれじゃない？」

「ん？」

　言って、雪ゆき那なが指差した先――

　遠く、地平線の向こうにアホウドリの群れが見えた。

　そして、そのアホウドリの群れに掴つかまって飛ぶ小さな人影が。

　風船おじさんではない。森もり野の学園の制服を着たシャレイリアさんである。

　パスポートなんてもちろん持っていない彼女は、アイルランドから日本にやってきたときと同じよーに、鳥に掴まってやってきたのだった。

「夏か穂ほー」

「シャレイリア、こっちだよー」

　ビーチからぶんぶん手を振り、彼女の不法入国を幇ほう助じよするあたしたち。

　アホウドリの群れは、頭上を旋回しながら、ゆっくりと降りてくる。

「ペラーポ！」

「ポポラポッポー！」

「わ、なに!?」

　突然、あたしたちの周りに現地の子供たちがわらわら集まってきた。

「ポポーラ、ポポポーラ！」

　やかましく騒ぎたてながら、空から舞い降りてきたシャレイリアに向かって、おもしろ半分に木の枝やココナッツの実を投げつける。

「む、なにをするっ、や、やめるのだ！」

「シャレイリアっ、スカート押さえて！　パンツ見えてる！」

「むーっ！」

　カアッと顔を赤らめ、空中でジタバタ暴れるシャレイリア。

　と、そのとき、

　スコーン！

　小気味のいい音が響きわたる。ココナッツの実がおでこにヒットしたよーだ。

「あ、撃げき墜ついされた」

　悲鳴も上げず、海に向かって真っ逆さまに落下するシャレイリア。

　バシャーン！

　穏やかな海面に、大きな水柱が噴き上がる。

　バシャバシャバシャ！

「か、夏か穂ほーっ、がぼぼ、がぼぼぼ――」

「……って、そーだ！　シャレイリアってば泳げないんだ！」

　あたしはあわてて上着を脱ぎ捨て、ザバザバ海の中へ入っていく。

　アホー。アホー。

　頭上で、アホウドリの群れが鳴いていた。



　　　　　◆◇◆



「むう、ずぶ濡ぬれになってしまった」

「あたしもだよ……」

　制服から水をぽたぽた滴らせながら、あたしたちはホテルへやってきた。

「とりあえず、ふたりとも部屋でシャワー浴びなよ」

　雪ゆき那ながロビーで借りてきたハンドタオルをぽふっと投げよこす。

「うん、そーだね。そして一緒に背中を流しっこしよう」

「いや、ひとりで入る。夏穂はお風ふ呂ろでいじわるするからな」

　ふいっ、とそっぽを向くシャレイリア。

「あ、あのときはごめんってば……」

「むーっ、わ、私はやめてと言ったのにっ、夏穂はちっともやめてくれなかったのだ！」

　去年のラブラブ地獄温泉でのことを思い出したのか、顔を真っ赤にして怒る彼女。

　ぽかぽかぽかぽかぽか。

「委員長、いったい何をしたんですの？」

「せ、背中流しっこしただけだよっ。やましいことはなにもしてないもん！」

　と、そんな会話をしながら、ホテルの部屋へと向かう。

　シャレ爺じいさんが経営する四十八のホテルのひとつ〈エヴァン・マッハ〉は、建物すべてが天然の木で造られていて、風通しがよく、周囲の景観ともマッチした、じつに風雅なホテルであった。

　屋外の渡り廊下を歩いて階段へ。中庭は植物園になっていて、珍しい南国の観葉植物や、極彩色の羽を持つ極楽鳥の姿を観察することができるのだった。

「うわー、すごい。壁のいろんなところに彫刻がしてあるよ。テーマパークみたい！」

「夏か穂ほ、田舎いなか者ものみたいでみっともないよ」と、呆あきれたよーに言う雪ゆき那な。

　部屋につくと、あたしたちは、ひとまず荷物を置いてくつろいだ。

　広々とした南国風の四人部屋である。質素な内装ながら壁紙や調度品のセンスなどはとてもいい。落ち着いた雰ふん囲い気きの快適な部屋だった。

　あたしはふかふかのベッドに腰掛け、濡ぬれそぼったシャレイリアの髪をくくりながら、

「でも、すごいなー、シャレ爺さん。こんな立派なホテルまで持ってるなんて。ドルイドって、ずっと森の中で修行してる隠いん遁とん者しやみたいなイメージあったけど、ひょっとして、そーゆーわけでもないの？」

「うむ。たしかにそういう者がほとんどだ。一人前のドルイドになるための修行には長い年月を要するからな。しかし、夏穂には前に話したことがあるだろう。我が一族は、昔から時の権力者に仕つかえる者を輩出することで一族の命脈をつなぎ止めていたと。ドルイドの中には、かのマーリン卿きようのように、能力を活いかして王の参謀や相談役になる者も少なからずいたのだ」

「……ふーん、いまでいう秘書とかコンサルタント？」

「うむ。そんなところだ」

　シャレイリアは重々しくうなずいた。

　なるほど。たしかに、ドルイドさんは記憶力とかいいし、法律や医術にも長たけてるっていうし、動物と話したり使役したりといった能力はいろいろ役立ちそーだ。……えーっと、企業スパイとか。

「ああ。修行を積んで成長したドルイドはほかにも様々な力を身につける。クマなどの野生動物だけでなく小さな虫や植物に変身したり、自然界の精霊を使役したり、姿形を自由に変えたり、さらには青い光線で壁を壊すことさえできるようになるのだ」

　すごいなドルイド。やりたい放題だな。最後のは意味わかんないけど。

「かの英国宰相ウィンストン・チャーチル卿も、ドルイド教団員だったのだぞ」

　エヘン、とちょっと胸を張って言うシャレイリア。

「それは前にも聞いたよ。……っていうか、ひょっとして、ほかにはいないの？　ドルイドの偉人とか有名人って」

「……む、むーっ、み、みんな表舞台に出ていないだけなのだっ！」

　ぽかぽかぽかぽか。

　……どーやら、言っちゃいけないことだったらしい。最近のシャレイリアはなんか怒りっぽいなあ（そしてそれもまた可愛かわいいなあ♪）

「むーっ！」

「はいはい、ごめんねごめんね……っと。あ、ところでさ、ベッド割りなんだけど、雪ゆき那なと法ほう香かさんがそっちで、あたしとシャレイリアは一緒にこのベッドでいいかな？」

　と、くつろいでいる雪那と法香さんに訊きく。

「ん、なんで？　ベッドはちゃんと人数分あるじゃん」

　不思議そうに訊く雪那。

「……それが、だめなんだよ」

　あたしは静かに首を振り、

「ほら、あたし、前にシャレイリアと一緒のお布団で寝るっていう誓約ゲツシユを交わしちゃったじゃん。ドルイドの誓約ゲツシユを破ると大変な災わざわいが起こっちゃうんだよ！」

「……む、そんな誓約ゲツシユを交わした覚えはないぞ」

「うん。あたしが勝手に交わしたやつだから」

「そんなのは知らん」

　と、そっけなく言って、トイレへ歩いていくシャレイリア。

「ううっ、なんかシャレイリアが冷たいよー」

　涙に暮れながらベッドの上でごろごろしていると、

「わ、おトイレから水がっ、わ―――――っ！」

　……そんな悲鳴が聞こえてきた。



　　　　　◆◇◆



　ザザーン。ザザーン。

　波が砂浜に押し寄せる。足もとでもぞもぞうごめく砂がくすぐったい。

「んー、海～っ！」

　燦さん々さんと輝く太陽に向かって、あたしは大きく伸びをした。

　着ているのは、ストライプの入ったミントグリーンの水着。去年の夏に買ったやつなので、ちょっと胸が苦しい。

　担任のダンディ吉よし野のから海で泳ぐ際の注意事項を言い渡され（なんでも沖のほうでは危険なハマチが出るらしい）、いまは自由時間。

　浅瀬で競泳する者や、岩場に上って遊ぶ者、パラソルの下で読書に耽ふける者、はてはヤシの実割りをする連中まで……

　生徒たちは思い思いに、南国の海を満まん喫きつしているよーだ。

「夏か穂ほ、おまたせー」

「またせましたわ、委員長」

　と、そんな声に振り向くと。

「わ、二人とも……すごい。可愛かわいい！」

　水着姿の美少女ふたり。雪ゆき那なと法ほう香かさんがそこにいた。

　雪那が着用しているのは、意外にも大人おとなっぽいデザインの黒の水着。胸はやや控えめながらも抜群のプロポーション。バスケ部のエースだけあってお腹なかまわりに無駄な脂肪は一切ついていない。ツインテールの髪をしとどに濡ぬらし、眼鏡めがねをくいっと押し上げる仕草は、まさにクールビューティーの名にふさわしい。

　いっぽうの法香さん。こちらはいかにも勝負水着って感じの真っ赤なビキニである。すらっとした脚線美。すべすべのお腹。でるとこはでて、ひっこむところはひっこんで、とても中学生とは思えない理想のモデル体型。腰にびしっと手を当て自信たっぷりに微笑ほほえむその艶あで姿すがたは、さすが現役の子役女優といったところか。



    

  
    
      



    

  
    
      「法ほう香かさんカッコイイ、フェラーリみたい！」

「ほほほ、ブロッケンＧをイメージしてみましたの。ミニ四駆の」

「……そーなんだ」

　……相変わらずよくわからない人である。

　そんなふうに、あたしたちが水辺できゃぴきゃぴしていると、

「おい、見ろよあそこ」「すげーな、Ｃ組の可愛かわいいコ三人組じゃん」「誰だれが一番好み？」「おまえから言えよー」「お、おまえ先に言えよー」

「……むむ？」

　キラーン。あたしの委員長イヤー（五万光年離れているところの音が聞こえる『委員長大図鑑』より）が男子どもの声をキャッチした。

　振り向けば。パラソルの下でキャッキャウフフしながら、ちらちらとエロい視線をこっちへ向けている数人の男子どもの姿が――

「こらーっ、あっちいけーっ！」

「わ、砂かけ委員長だ！」

「撤退ーっ！」

　悲鳴を上げて逃げ出す不ふ埒らちな男子ども。

　あたしは砂を投げつけながら連中を追いかける。

「まてーっ、エロ男子め―――――っ！」

「ひえっ！」

　澄すみわたる青空の下、砂浜を全速力で駆け回るあたしたち。

「ほっときゃいーのに。でも、なにげにクラスで一番モテるのって夏か穂ほなんだよねー」

「釈然としませんけど。まあ、なんとなくわかるよーな気もしますわね……」

　ジト目でつぶやく雪ゆき那なと法香さん。

「まて―――――っ、……って、のわあっ!?」

　と、砂浜から突き出たこぶのよーなものに蹴け躓つまずき、あたしは地面に転がった。

「……つぅ～っ、鼻打った。いてて」

「夏穂ー、大丈夫かー？」

「委員長、大丈夫ですの？」

　雪那と法香さんがぱたぱたと駆けてくる。

　あたしはよろよろと起き上がり――

「むうーっ……」

　と、地の底からうめくような声が聞こえてきた。

「……？」

　きょろきょろとあたりを見まわすが……なにも見あたらない。

「いたかったのだ、夏か穂ほに蹴けられたのだー」

「わ、シャレイリアっ！」

　突然、足もとの砂がぼこっと盛り上がり、シャレイリアの顔があらわれた。

　首をぶんぶん振って砂を払い落とす。どーやら、あたしが蹴け躓つまずいたのはシャレイリアのおでこだったらしい。

「ご、ごめん。こんなとこにシャレイリアが埋まってるなんて思わなくて……っていうか、なにやってんのあんた？」

　訊きくと、

「うむ。見てのとおり砂に埋まっているのだ」

「なんで？」

「む、むう……」

　シャレイリアは砂の中で身体からだをもぞもぞくねらせて、

「……だ、だって、は、恥ずかしい……ではないか」

　蚊の鳴くような声で、囁ささやく。

　……なるほど。シャレイリアさん、長年、森の中で生活してきたせいで、けっこう人見知りなのである。あたしたちはともかく、クラスのみんなの前で水着姿を見せるのは恥ずかしいのだろう。

「だからって、ずっとここに埋まってるつもり？　熱中症になっちゃうよ」

　つんつん、と木の枝でおでこをつつく。

「むう……」

　と、そこへ――

　一匹のヤドカリがひょこひょこ歩いてきて、

　ぎゅっ。シャレイリアの耳たぶをハサミでつまんだ。

「むーっ、痛いっ、痛いのだっ！」

　悲鳴を上げ、首をぶんぶん振るシャレイリア。

「ちょ、じっとしてな、いまとってあげるから！」

　あたしは彼女の耳たぶからヤドカリを引き剥はがし、海のほうへぽーんと放り捨てた。

「はい。もう大丈夫だよ。……っていうかあんた、動物とは仲良しなんじゃないの？」

「むう、私たち森のドルイドは、海の生き物とはあまり仲良くないのだ。セナ島やマン島のドルイドは海の生き物とも心を通わせることができるようだが……」

「へー」

　……そーゆーもんなのか。

　カメやアザラシとは仲良しみたいだから、基準がよくわからないけど。

　ま、それはそれとして。

「……ほら、いーかげん出てきなよ。ウツボじゃあるまいし」

「このままじゃ、またヤドカリが来ますわよ」

　あたしと法ほう香かさんは、砂に埋まったシャレイリアの脇わきをそれぞれ掴つかみ上げる。

「わ、なにをするのだ！」

「そこのマイペース眼鏡めがねも、ひとりで砂のお城（たけし城）作ってないで手伝って！」

「はいはい……っと」

　ぱたぱたと手をはたきながらやってくる雪ゆき那な。

「むーっ、や、やめるのだっ、わーっ！」

「そいやーっ！」

　三人、息を合わせ、ジタバタ暴れるシャレイリアを山芋のように引っこ抜く。

「そーれっ！」

　そのまま、砂まみれの彼女を浅瀬に投げ込んだ。

　ザッパーン！

　上がる水柱。身体からだにくっついてた砂がさーっと洗い落とされる。

「ほら、観念なさい！」

「……む、むう」

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませ、涙目で、上うわ目め遣づかいにこっちを睨にらむシャレイリア。

　そんな彼女の水着姿は――

　胸のふくらみを覆おおい隠す二枚のホタテ貝。

　腰にまとわりついている、なんだかよくわからない海草。

　濡ぬれたプラチナブロンドの髪が白い肌にぴたーっとはりついて……

「って、八十年代のグラビアアイドルかっ！」

　あたしは思わずつっこんだ。

　シャレイリアは顔を真っ赤にして、もじもじとだいじな部分を隠している。

　……なんか美術の教科書にあったな。こーゆー絵。

「っていうか、その海草の下に穿はいてるのもコンブだし！」

「やんっ」

　あたしが、パレオみたいになっている海草をぺらっとめくると、シャレイリアさん、太いコンブをお相撲さんのまわしのように締めているのだった。

「むーっ、しかたないだろう、私は水着など持っていないのだ！」

　彼女が立ち上がって叫んだ、その拍子に――

「あ」

　ぽろっ。

　胸もとを隠していた二枚のホタテ貝が剥はがれ落ちる。

「……！　ちょ、えええええっ！」

「わ、わーっ、夏か穂ほのばかーっ！」

　ぽかぽかぽかぽかぽか。

「いや、ぽかぽかじゃなくてっ、はやく胸を隠しなさい胸をっ！」

　あたしは落ちたホタテ貝を拾い、あわててシャレイリアの胸に押しつける。

　ふにょんっ。

「ひゃうんっ！」

　あ、すごい。やわらかい♪

「……」

「……」

「あ、えっと、その……」

　シャレイリアの胸に貝を押しつけたまま、固まるあたし。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……

「か、夏穂の……」

　シャレイリアの目が赤く染まり、

「夏穂のばか―――――っ！」

「ひああああああっ！」

　ダッパ―――――ン！

　シャレイリアの起こした大津波が、あたしたちごと、ビーチを呑のみ込んだ。



　　　　　◆◇◆



「……むう、みんなすまぬ」

　一時間後。シャレイリアは四人乗りボートの隅っこで、しゅん、とうなだれていた。

　ビーチをめちゃくちゃにしたことでシャレ爺じいさんに怒られたあたしたちは、罰として、今日の晩ご飯を自分たちでとってくるよーに言われたのだった。

　爺さんから渡されたのは、銛もりと網袋スカリと釣り道具。沖に出て海産物をとってこいとゆーことらしい。

「ううん、シャレイリアのせいじゃないよ。悪いのはホタテだよ。あたしは邪悪なホタテに心を操られていたんだ……」

「むう、そうだったのか……ホタテめ」

　額ひたいにじっとりと汗を浮かべてつぶやくシャレイリア。

　ホタテに罪をなすりつけることに成功したあたしであった。

　ちなみに、シャレイリアがいま身につけているのは、ホタテではなく、セパレートタイプの白い水着である。腰にカラフルな南国の花模様のパレオがついている。

　すべすべのお腹なか。すらりと伸びた両りよう脚あしに、やわらかそうなふくらはぎ。可愛かわいらしいフルーツみたいなお尻しり。濡ぬれそぼった金髪がおでこにぺったりはりついて、憂うれいを含んだアイスブルーの瞳ひとみは、いつものあどけない顔つきにどこか妖あやしい魅力を添えている。

　……ううっ、可愛い。可愛すぎるよシャレイリア。

「シャレイリアってばかわいいにゃー」

　彼女の肩に頭をのっけてすりすりすり……

「ひゃんっ、か、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

「ちょっと、委員長っ、ボートが転てん覆ぷくするでしょ！」

　ボートを漕こいでいる法ほう香かさんがガーッと怒鳴る。

「だってー、シャレイリアが可愛いんだもんー……」

　拗すねるように頬ほおを膨ふくらませ、人差し指でシャレイリアの腕をつんつん。

　と、シャレイリアが突然、ぱっと顔を上げ、

「か、夏穂も可愛いぞ」

「……っ!?」

　ものすごい不意打ちだった。

「夏穂にその水着はとてもよく似合っている」

「……」

　あたしは、カアーッと赤くなって、

「……え、あ、えーと……あ、ありがと」

　あさってのほうを向きながら、もじもじとつぶやいた。

　……う、うわー。どうしよう。か、顔が熱いよどうしよう！

「なんだろーね。なんか暑苦しいね」

「ほんとですわねー」

　そんなあたしを、なまあたたかい目で見つめる雪ゆき那なと法香さん。

　あたしは、こほん、と咳せき払ばらいして話題を逸そらす。

「……そ、それはそーと、シャレイリアの銛もりかっこいいね」

　シャレイリアの銛は、あたしたちの持っている三みつ叉またのものとは違い、槍やりのような形状をしていた。柄には複雑な模様が刻み込まれ、穂先には鋭い逆さか棘とげがついている。

「うむ。これは〈ダグダの大おお鍋なべ〉と並ぶ一族の至宝〈ゲイ・ボルグ〉のレプリカなのだ」

　言うと、シャレイリアは誇らしげに銛を高々と振り上げた。

　ゲイ・ボルグ。

　アルスター神話――いや、ケルト神話の中でも最も有名な英雄、ク・ホリンが使っていたとされる伝説の槍やりである。アルスターの女ドルイド、スカサハが与えたその魔ま槍そうは、ひと振りすれば無数の棘とげが降り注ぎ、常に必中必殺であったと云いう。

　……そんな伝説の槍を晩ご飯とるのに使っていいのかっていう話もあるが、まあ、ケルトの至宝で闇やみ鍋なべバトルとかもやったことだし、たぶん大丈夫だ。

「これでワカメやモズクをいっぱいとるのだ！」

「いや、海草とるのにその槍いらないよね。どーせならでっかいウナギとかカジキとかとろーよ」

　意気込むシャレイリアにつっこむあたし。

「む、むう……しかし、わ、私は泳げないのだ」

　振り上げていた手を下ろし、しゅん、と肩を落とすシャレイリア。

「あら、シャレイリアさんって、カナヅチなの？」

　プーッ、クスクス。法ほう香かさんが噴き出した。

「……む。そういう法香は泳げるのか？」

　シャレイリアがぷーっと頬ほおを膨ふくらませる。

「あら、わたくし、これでも海あ女ま四段の資格を持っていますのよ」

　ほほほ、と濡ぬれた髪をかきあげる法香さん。

「あ、あたしだって将棋のアマ四段なんだからねっ」

「それは相当すごいけど、いま関係ないよね」

　無意味に張り合うあたしに、雪ゆき那なが冷静につっこんだ。

「……んー、じゃあさ、まずは泳ぎの練習からしようよ。浮き輪もあるし」

「む、しかし……」

「大丈夫。あたしがつきっきりで教えてあげるからさ。ね？」

「……」

　すると、シャレイリアはわずかに顔を上げ、

「わ、わかった……夏か穂ほが教えてくれるのなら、練習する」

　こくり、とうなずくのだった。

　……と、そんなわけで。

　泳ぎの得意な法香さんが素す潜もぐり漁をしているあいだ、あたしとシャレイリアは泳ぎの練習をすることになった。ちなみに、マイペース眼鏡めがねこと雪那嬢はボートの上で太たい公こう望ぼうのごとくのんびり釣り糸を垂れている。……こいつにはなに言っても無駄だろう。

　シャレイリアは浮き輪をつけて海にぷかぷか浮いていた。

　……っていうかくるくる回っていた。

「むー、目がまわるのだー」

「はいはいストップ。まずは水に顔をつける練習からだよ」

　……漂ただよう浮き輪をつかまえながら、これは前途多難そーだなー、と思っていると、　

「おーい、なにやってんだ。沖は危ないって吉よし野のが言ってただろ！」

　どこかで見覚えのある男子生徒が、ボートに乗ってやってきた。

　えーっと……

「須す田だだ！」

「……あーもうっ、また先に言われた！　なにしにきたのよ須田！」

「沖のほうはハマチが出るから危ねーって注意されてただろ！」

「ハマチ？　あー、そーいえば……」

　そんなこと言ってたよーな……

　あたしがぼんやりと思った、そのとき――

「きゃあああああっ！」

　だだっ広い海に、法ほう香かさんの悲鳴が響きわたる！

「……っ！」

　声のしたほうを振り向けば、そこには――

　ものすごいスピードで海面を走る黄色い背びれ。

「ハ、ハマチ―――――ッ！」

　ハマチであった。まるでサメのよーな泳ぎ方をするハマチであった。

　どんどんこっちへ近づいてくる！

「ひいいいいいっ、シャレイリアっ、なんとかしてよ！」

「む、私はお魚とは仲がよくないのだ！」

「ああっ、そっか！」

　髪をくしゃくしゃかきまぜる。

　と、

「あなたたち、はやくボートへお逃げなさい！」

「法香さん!?」

　見れば――

　法香さんが髪を振り乱してハマチの背にまたがっていた。

「ここはわたくしが足止めしますわ！」

「でも、それじゃ法香さんが――」

「いいからっ、シャレイリアさんを連れてはやく――」

「キシャーッ！」

　おそろしい咆ほう哮こうを上げ、法香さんを振り落とそうともがく巨大ハマチ。

「きゃああああああっ！」

「法香よ、いま助けにゆくぞ！」

　勇ましく叫び、シャレイリアは必殺の銛もり――ゲイ・ボルグを振りかざす。

　パシャパシャパシャ。

「……」

　パシャパシャパシャ。

「……むう」

　って、ぜんぜん前に進んでないし！

「ええいっ、貸しなさい！」

「む！」

　シャレイリアの手からゲイ・ボルグをひったくると、ハマチへ向かって突進する。

　ハマチは弧を描くように旋回し――ふたたび、こっちへ向かってくる！

　あたしは水中でしっかりと銛を構える。魚の弱点は腹だ。

　と、そこへ――

「夏か穂ほ、魔ま槍そうゲイ・ボルグはケルト魔術の使い手にしか扱えぬのだ！」

「そ、それを早く言えーっ！」

　巨大ハマチが眼前に迫る。

「……っ！」

　ぽっかりと、暗い口を大きくあけてあたしを呑のみ込もうとした、寸前――

　ピシャ―――――ンッ！

「……え？」

　叩たたきつけるような音がして、ハマチは遥はるか彼方かなたへ吹っ飛ばされた。

「……な、なに？」

　あたしが、きょとん、としていると。

「ぷはあっ、委員長！」

　法ほう香かさんが水面に顔を出した。

「い、いま、海底から大きな触手のようなものが――」

「触手？」

　眉まゆをひそめ、訊ききかえす――と。

「いやああああっ、らめえええええええっ！」

「……っ!?」

　背後で上がった悲鳴に振り返れば――

「須す田だ！」

　吸盤つきの触手に絡みつかれ、あられもない格好で悲鳴を上げる須田翔しよう太た（十四歳・♂）の姿がそこにあった。

「タコはらめなのおおおおっ！」

「ああっ、須す田だの、須田のパンツが大変なことにっ！」

「いやああああっ、見ないでえええええっ――」

「なんという誰だれも得しない光景！」

「むしろ損ですわ！」

　両手で顔を覆おおいながら叫ぶあたしと法ほう香かさん。

「こらーっ、シャレイリアとかわれーっ！」

「わ、夏か穂ほっ、なにを言っているのだ！」

　と、そんな状況の中――

「あ、なんか大物がかかったよっ！」

　あくまでマイペースに釣りをしていた雪ゆき那なが声を上げる。

　見れば。巨大なカジキが、ボートに乗り上げてピチピチしていた。

「な、なんでカジキが……」

「きゃああああああああっ！」

「こ、こんどはなに!?」

　振り向くと、法香さんが透明なぶよぶよしたものに襲われている。

「……エ、エチゼンクラゲ？」

「……っ、こんなものっ、神かみ代しろ流奥義〈クラゲひしぎ固め〉で――きゃああああ！」

　ぬめぬめぬめぬめ。

　……うわー。なんかどんどん絡みつかれてるし。

「法香さん、クラゲに関節技は間違ってるよ。その奥義考えた人はアホだよ……っていうかっ！　いったいなんなのよ、この状況は！」

　叫び、あたりを見まわせば――

　カツオ、マグロ、アナゴ、ヒラメ、エイ、タコ、イカ、マンボウ、オウムガイ……

　……まわりをいろんな海の生き物に囲まれていた。

　それも、一匹一匹が異様に巨大だったりする。

「か、夏穂～！」

　遠くでは、シャレイリアがイワシトルネードに巻き込まれて目を回している。

「森のドルイドである私がテリトリーに入ったから、海の生き物たちが怒っているのだ！」

「ええーっ！」

　……んなアホな。

　そうこうしているうちに。海の生き物たちは、まだまだぞくぞくと集まってくる。

「らめえええっ、パンツはらめえええっ」

「きゃあああああああああっ」

「わわっ、ボートが転てん覆ぷくするよっ」

「夏か穂ほー、がぼぼぼ、がぼぼぼ――」

　あちこちから上がる悲鳴。

「いや、ちょっと、洒落しやれにならない状況なんですけど……」

　絶体絶命。

　周囲を泳いでいた海洋生物たちがいっせいに牙きばを剥むき――

　そして。

　バシイイイイイッ！

　突如、海中からあらわれた巨大なハサミが、あたしたち全員を吹っ飛ばした。

「エ、エビ―――――！」



　ザザーン。ザザザーン。

「んんっ……」

　あたしが目を覚ましたのは。

　どこかの砂浜だった。

「……？」

　ゆっくりと起き上がる。

　すこし離れたところにシャレイリアが倒れていた。

　……って、

「ここはどこーっ！」



　　　　　◆◇◆



　白しら川かわ夏か穂ほの漂流日誌



　一日目××時頃ごろ

　でっかいエビに投げ飛ばされたあたしたちはどこかの砂浜に漂着した。

　どうやら無人島のようだ。

　雪ゆき那なと法ほう香かさんの姿は見あたらない。二人とも無事だといいけど。

　シャレイリアの寝顔可愛かわいい♪



　一日目××時頃

　お腹なか空すいた。シャレイリア可愛い。

　おでこに――しようとしたら起きてしまった。残念。



　一日目××時頃

　お腹空すいた。シャレイリアのうなじが美お味いしそう。

　ちょっと二の腕を甘あま噛がみしたら怒られた。

　怒るしぐさもまた可愛かわいい。食べたい。シャレイリアを食べちゃいたい。



　一日目××時頃ごろ

　かゆ……うま……（ここで日誌は途切れている）



　　　　　◆◇◆



「かゆ、うまーい！」

　鬱うつ蒼そうと木々の生い茂るジャングルの中、あたしは、シャレイリアが作ってくれた特製のタロイモ粥がゆをはふはふ食べていた。

　陽ひはすでにとっぷり暮れ、夜空にはみごとな満月が浮かんでいる。

「うむ、それはよかった。おかわりはいるか？」

「うん、ありがと」

　シャレイリアが、ココヤシの実で作った器に熱々の粥をよそってくれる。

　鍋なべのかわりにしたのは海岸で見つけた大きな貝殻だ。直接火にかけるのではなく、焼けた石を放りこんだ。

　無人島に漂着して、はじめはどーなることかと思ったが、そこは長年、森の中で生活してきたドルイドさんである。こういうときはなんとも頼もしい。

「はふはふっ、雪ゆき那なと法ほう香かさんも、はふっ、無事だといいけど……」

「うむ。先ほど二人の捜索を鳥たちに頼んでおいたのだが、どうもこのあたりの鳥とは相性が悪いようだ。言葉が半分ほどしか通じていないようだった」

　難しい顔でつぶやくシャレイリア。もともと寒い国にいたせいか、南国トロピカルな雰ふん囲い気きの森はいまいち肌にあわないよーである。

「クラスのみんな、心配してるかなあ……」

　夜空を眺め、ほうっとため息をつくと――

「む？」

　シャレイリアが鋭い目であたりを見まわした。

「ん、どした？」

「……夏か穂ほ、どうやら、囲まれているようだ」

「え？」

　ドスッ！

　振り向いた瞬間。目の前の地面に槍やりが突き刺さる。

「……なっ！」

　ガサガサッ――

　と。あたりの茂みが揺れ、大勢の人影があらわれた！

「ポポーラ、ポポポーラ！」「ポポラッポポー！」「ポポポラーラーポ！」

「ひいっ！」

　悲鳴を上げてとびのくあたし。

　……いつのまにか、周囲を上半身裸の人たちに包囲されていた。

　ざっと十四、五人ほどだろうか。全員が浅黒い顔に極彩色の顔料を塗りたくっている。

　腰こし蓑みのをつけ、手にはそれぞれ槍や棍こん棒ぼうなどの武器を持っていた。

「ポポーラッ、ポポー！」

　中のひとりが、あたしの喉のどもとに槍の穂先を突きつけた。

「……っ、ちょ、ちょっと！」

「夏か穂ほ、落ち着くのだ。こやつらは『動くな』と言っている」

「シャレイリア、この人たちの言葉がわかるの？」

「うむ。ドルイドはあらゆる言語に精通しているからな」

　……おおっ。そーいえば、シャレイリアって転校してきたときから日本語ぺらぺらだったもんな。バイリンギャルバイリンギャル（死語）、って感心してる場合じゃない。

　この人たち、なんだかずいぶん殺気立っているよーである。

「ちょっと待つのだ。いま夏穂にも言葉が通じるようにする」

　言って、シャレイリアはプラチナブロンドの髪をごそごそとかきわける。

「？」

「これは非常食なのだが」

　髪の中から出てきたのは――

　ぷるぷるした四角い食べ物だった。

「……えーっと、コンニャク？」

「うむ。我が一族に古くから伝わる秘伝のコンニャクだ。これを食べればあらゆる言語が話せるようになるのだ！」

　エヘン、と胸を張るシャレイリア。

「……いや、べつにいーけど」

「田でん楽がく味み噌そもあるぞ」

　シャレイリアは髪の中から味噌の小こ瓶びんをとりだした。

「わ、すごいシャレイリア、黒くろ柳やなぎさんみたい！」

　思わず感嘆の声を上げるあたし。

　ぱくぱく。いそいでコンニャクを食べると、

「怪しいやつらめ、なにしにきた！」

　あたしに槍やりを突きつけた男が叫んでいる。

「おおっ、ほんとに言葉がわかるよ！」

　ドルイド秘伝のコンニャクとやらの効果は本物だったよーだ。

　あたしはあわてて手を振り、弁解する。

「いや、あたしたち、でっかいエビに吹っ飛ばされてここへ流れ着いただけで……」

「でっかいエビ……だと？」

　ざわざわざわ……

　槍を持った男たちのあいだに緊張と動揺が走る。

「ま、まちがいねえっ、エビ王だ、エビ王が来たんだ！」

「そ、そんな……」

「おしまいだ！　こんどエビ王が来たら俺おれたちの村は、もう……」

　ざわざわざわ……

「……エビ王？」

　顔を見合わせ、きょとん、と首をかしげるあたしとシャレイリア。

「な、なあ――」

　と、あたしに槍を突きつけていた男が言った。

「こいつらを、エビ王への生いけ贄にえに捧ささげるってのはどうだ？」

「な、なるほど。そうすりゃ、エビ王も怒いかりを鎮しずめてくれるかもしれん」

「……」

　ごくり、と唾つばを呑のみ込む男たち。

　ギラギラした目つきで槍の囲いを狭めてくる。

「ちょ、ちょっと、どうしようシャレイリア、生け贄だって！」

「……むう、どうも腹を空すかせて気が立っているようだな」

　言うと、シャレイリアはプラチナブロンドの髪をくしゃくしゃかき混ぜた。

　あめ玉やチョコレート、あられ、お煎せん餅べい、チーズおかき、芋いも羊よう羹かん……お菓子の袋がぼとぼと落ちてくる。

　……シャレイリアの髪はワンダーランドになっているよーだ。

「食べるか？」

　シャレイリアがうながすと、

「……っ！」

　男たちの顔つきが変わった。

　じゅるり、と唾を呑のみ込み、互いに顔を見合わせる。

「な、なあ、ひょっとして、この方は……」

「み、巫み女こ様だ……」

　誰だれかが、ぽつりとつぶやいた。

「巫女様……」「巫女様だって？」

　ざわめきが広がっていく。

「む？」

「そ、そうだっ。こ、この方こそ、エビ王を倒すために遣つかわされた、巫女様だーっ！」

　男の一人が、突然、大声で叫んだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「ついに、ついに救世主様があらわれたんじゃああっ！」

　なんだか異様な盛り上がりをみせる男たち。

「ま、まて、私はそのようなものでは……わっ、なにをするのだ！」

「ちょ、ちょっとっ！」

　いきなり、あたしたちをわっせわっせと担ぎはじめる。

「それ、巫女様とそのお伴ともを村にお連れしろ！」

「今宵こよいは歓迎の宴うたげじゃーっ！」

「わ、や、やめるのだっ」

「み、神輿みこしやないねんで―――――っ！」

　島の夜空に、あたしたちの悲鳴がこだました。



　　　　　◆◇◆



　ズンドコズンドコズンドコ……

　激しい太鼓の音が響きわたる。広場の中央で大きなかがり火が赤々と燃えている。

　あたしたちは、背の高い櫓やぐらの上に並んで座らされていた。

「エビ王のせいで、村には食料がほとんど残っちゃおりません。粗末な食事ですが」

　村の長老が、バナナの葉にくるんで蒸したタロイモを出してくれた。

「……いえ、どーぞおかまいなく」

　かしこまって言うあたし。シャレイリアの耳に顔を近づけ、

「なんだか、とんでもないことになっちゃったね」

「うむ」

　深いジャングルの中に切り拓ひらかれた集落。

　広場に集まっているのは、男女あわせてざっと三、四十人ほどだろーか。

　盛大に焚たかれたかがり火のまわりで歓迎の舞を踊っている。

「あたしたちが、村の救世主なんて……」

　――そう。村に運ばれたあたしたちを待っていたのは、窮状を訴える村の長老だった。

　なんでも、しばらく前から、でっかいエビの化け物（あたしたちを吹っ飛ばしたやつだ）がこのあたりの海にあらわれて、丸木船を漁に出せなくなってしまったらしい。

　そればかりか、巨大エビはジャングルの中にまで侵入し、ヤシの実を盗んだり、タロイモの畑を荒らしていくのだという。

　村はずれに住む祈き祷とう師しの提案で、浜辺に供そなえ物ものを捧ささげるようになってからは、陸に上がってくることはなくなったのだが……もともと小さな村である。おかげで明日の食べ物にさえ困る状態なのだそーだ。

　そこへ、あたしたちがあらわれたというわけである。

　髪からお菓子を出したシャレイリアを見て、村の救世主と勘違いしたよーだ。

「うーん、どうしたら誤解を解けるんだろ……」

　あたしがつぶやいていると、

「ちょっと、放してちょうだい！」

「眼鏡めがねかえしてよー」

　そんな聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「雪ゆき那な、法ほう香かさん！」

　あたしは櫓やぐらから立ち上がって叫んだ。

「あ、夏か穂ほだ」

「委員長！」

　縄で縛られたまま、顔を上げて叫ぶ二人。

　……よかった。どーやら、二人とも無事だったよーだ。ホッと胸をなでおろす。

「その者たちは？」

「村はずれで捕らえました。畑のタロイモを盗もうとしていたようです」

　訊きく長老に、二人を荒縄でふん縛った若者が答えた。

「えーっと、二人を放してあげてください。あたしたちの友達なんです」

「なんと！　これ、早くお二人を放してあげなさい」

　長老が言うと、若者はしぶしぶといった様子で雪那と法香さんの縄を解ほどいた。

「これは失礼しました。村の救世主たる御方になんというご無礼を……」

　あたしたちに向かって深々と頭を下げる長老。

「いや、だから、あたしたちは村の救世主なんかじゃ――」

「夏穂」

　そんなあたしの言葉を、シャレイリアがさえぎった。

「え？」

「この者たちは、私たちに期待してこのような宴うたげを設けてくれたのだ。受けた恩義は返さねばならぬ」

「で、でも……」

　と、うめくあたし。

　ドルイドさんってば、どーにも、困っている人を見捨てられないたちなのである。

　シャレイリアは、透明なアイスブルーの瞳ひとみで、あたしの目をじっと見つめてくる。

　揺るぎのない目。固い決意に満ちている。

「……」

　あたしは、ふうっとため息をつき、

「……わかったよ。シャレイリアのそーゆーとこ、正直、尊敬してる」

「ありがとう。夏か穂ほならきっとそう言ってくれると思っていた」

　ふっ、と微笑ほほえむシャレイリア。

　なんだか、こーゆーときのシャレイリアは、すごく大人おとなびて見える。

　ドキドキドキ。

　あたしが、凛り々りしいシャレイリアの横顔にキュンキュンしていると、

「――待たれよ、長老殿！」

　と、広場のはずれからそんな声がした。

「その娘が、本当に村の救世主たりうる者か、試す必要がありますぞ！」

　振り向くと。そこにいたのは――

　ねじくれた杖つえをつくひとりの老人だった。

　顔に派手な顔料を塗りたくり、頭や背中からカラフルな羽根を生やしている。

「おお、祈き祷とう師し様だ」「祈祷師さま……」「祈祷師様じゃ！」

　ざわざわとざわめく村人たち。

「……祈祷師？」

　眉まゆをひそめるあたしたち。

　長老が櫓やぐらを降りて、老人をうやうやしく出迎えた。

「これはこれは祈祷師様、この者たちは村の救世主ではないと仰おつしやいますか？」

「そうは言っておらぬ。だが、この者たちが真にこの村の未来を託たくすに値するかどうか、試みる必要があると申しておるのじゃ」

「……ははあ、なるほど。それはたしかに一理ありますな」

　うなずく長老。

　祈祷師の老人は、あたしたちをじぃーっと値踏みするように見まわして、

「よいか。いまからおまえたちには、古来より村に伝わる三つの試練を受けてもらうぞ」

　にたり、と笑う。

「シャレイリア、どーする？　試練だって」

「……む、望むところだ。誇り高きアルスターのドルイドとして、その試練、受けて立とうではないか！」

「……言うと思ったよ」



　　　　　◆◇◆



　――と、そんなわけで。祈き祷とう師しの試練とやらがはじまった。

　ちなみに、雪ゆき那なと法ほう香かさんにも、例のコンニャクを食べてもらっている。

　あたしたちの前には、なにやら複雑な模様の描かれた敷物が広がっていた。

「第一の試練は〈虹にじの試練〉じゃ！」

「虹の試練……？」

　訊きき返すあたしたち。

「うむ。これはお前たちの信頼と絆きずなを試す試練なのじゃ」

　――試練の内容は、壺つぼの中から色のついた石をとり、敷物に描かれたその石と同じ色の模様を、両手両足を使って押さえるというものだった。

　体位によってはあんなとこやこんなとこや、あまつさえそんなとこまで触れ合ってしまう、とっても危険な試練である！

「っていうかこれって、ツイスターゲーム……」

「さあ、早く試練をはじめるのじゃ！」

　祈祷師が早口でうながした。

　四人でペア決めのくじを引くと、

「む、赤い棒だ」

「あ、あたしもだ！」

　どーやら、あたしとシャレイリアのペアのよーである。

「シャレイリア、あたしたちのラブラブコンビネーションをみせてやろうね！」

「む、ラブラブ……？」

　眉まゆをひそめ、困ったよーに首をかしげるシャレイリア。

「ラ、ラブラブなの！　……ラブラブ……でしょ？」

「……むう？」

「わーん、シャレイリアのばかー！　むっつりおでこー！」

「わ、夏か穂ほ、どうしたのだ、なんで泣くのだ！」

　……そんなこんなで、第一の試練〈虹の試練〉がはじまった。

「次はオレンジじゃ――」

「え、ええっと……のわっ、無理無理、ぜったい無理！　背骨サバ折りになっちゃう！」

「夏か穂ほ、がんばるのだ。まずは絡まっている肘ひじをほどいて――」

「痛っ、ちょ、痛い痛いっ！　ってゆーかあんた身体からだやわらかすぎ！　ぎゃあーっ！」

　あたしとシャレイリアは、くんずほぐれつ、敷物の上で絡みあっていた。

「……シャレイリアさん、タコみたいですわね」

「すごいよ。なんか前衛芸術みたいだよ」

　つぶやく雪ゆき那なと法ほう香かさん

「ふむ、次はブルーじゃ！」

「あぎぎぎああああ……無理、もう無理、ほんと無理だから！」

　あたしは逆方向に折れ曲がった腕をぶんぶん振り――

　ふにょっ。

「ひゃっ、か、夏穂っ、どこを触っているのだ！」

「わざとじゃないってば！　この体勢だとどーしてもっ、のわっ！」

「ひゃんっ、そ、そこは触っちゃだめなのだっ……」

「え？　こ、ここって、ひょっとして……」

　ふにっ。ふにっ。

「わーっ、ばかばかっ、夏穂のばかっ！」

「ご、ごめんねシャレイリア。でもしょうがないんだよシャレイリア。試練だから。これ試練なんだから！　あと邪悪なホタテに操られてもいるから！」

「やんっ、やめるのだ！」

「あ、ちょっ、この体勢で暴れたら――」

　ごぎごぎごぎごぎごぎいっ！

「ひぎああああああああああああっ！」

　夜空にあたしの悲鳴がこだました。



「ううっ、痛いよー。腰にパナケア貼はってよー」

　腰を押さえて地面を悶もだえ転がるあたしに、

「知らん。夏穂の自業自得だ！」

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませ、ふいっとそっぽを向くシャレイリア。

　……ずいぶんお怒いかりのよーである。

「うむ、次の試練は〈剣の試練〉じゃ！」

「剣の試練？」

　祈き祷とう師しはふところから一本の細いスティックを取り出した。

「うむ。この〈剣〉――の形をした菓子を両端から食べていくという試練じゃ」

「えーっと、それって、ポッキーゲーム……」

「シャラップ！　さあ、早くくじを引くのじゃーっ！」

　くじ引きで選ばれたペアは、

「……む」

「……わたくし、のようですわね」

　シャレイリアと法ほう香かさんだった。

　教室ではいつも喧けん嘩かばかりしている二人である（といっても、たいていは法香さんが一方的にちょっかいを出しているのだが）

　……うーん。大丈夫だろうか？

「その棒を最後まで食べきることができれば、試練合格じゃ」

「さ、最後までって……」

　法香さんがカアッと顔を赤らめる。

「そ、それじゃ、わたくし、この娘こと、キ、キス……」

　唇を尖とがらせ、もにょもにょとつぶやく法香さん。

　ハッ、と顔を上げ、

「そ、そんなのっ、よくないですわ！　不潔ですわー！」

「そーだよ、あたしに代わってよ！」

「夏か穂ほはちょっと黙ってたほうがいーと思うよ」

　雪ゆき那なが冷静につっこんだ。

「……ほう、では試練を放棄するというのか？」

　重々しい祈き祷とう師しの言葉に、

　ざわざわ……

　周りの村人たちがざわめきだす。

「おい、あの子たちは村の救世主じゃなかったのか？」

「お、俺おれたちを騙だましたのか？」

　うわ。なんかぶっそーなこと言ってるよ。

　剣けん呑のんな空気があたりに満ちる。

　……いまさら試練を放棄するなんて言ったら、どんな目に遭あわされることやら。

「法香さん」

「法香よ」

「わ、わかりましたわよ。やればいいんでしょう、やれば！」

　言って、法香さんはやけくそ気味に棒状のお菓子を口にくわえた。

「シャレイリアさん、やるからには、手加減はいたしませんわよ」

「うむ、望むところだ」

　シャレイリアも、もう片方の端っこをくわえる。

　お互いの距離は数センチほど。

「シャレイリア、ぜんぶ食べちゃだめなんだからね。ぎりぎりのとこで止めるんだよ」

　不慮の事故が起きないよう、しっかり注意するあたし。

　ぽり、ぽり……

　シャレイリアがお菓子の端っこをすこしずつ囓かじっていく。

「……ん」

　かり、かり……

　法ほう香かさんも、ためらいがちに、ゆっくりと囓っていく。

　やはり照れがあるのか、お互い向き合いながらも、目線を微妙にはずしている。

　ぽりぽり……

　かりかり……

「……」

　そして。

　とうとう息の触れ合う距離に。

「……っ！」

　すっ、と睫まつ毛げを伏せる法香さん。

　ぽり、

　かり、

「ん」

「ふあっ」

　唇が触れ合うまで数ミリというところで――

「てえええええええいっ！」

　あたしのチョップがお菓子の棒を叩たたき割った。

「わっ、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

「はっ、あたしの手が勝手に……」

　チョップした右手を押さえながら、驚きよう愕がくの声を上げるあたし。

「ふ、不覚……ちょ、ちょっとだけ、変な気持ちになってしまいましたわ……」

　顔を赤らめた法香さんが、両手で胸を抱いていた。



「次の試練は王様ゲー……〈王の試練〉じゃ！」

「いま王様ゲームって――」

「さあ、きりきりとくじを引けいっ！」

　とゆーわけで、三番目の試練は、壺つぼの中から当たりくじを引いた人が、好きなことを命令できるという試練である。なんかさっきから、頭の悪い合コンみたいなことばかりやらされてるよーな気がするんですけど。

　まあ、言っても無駄そーなので、おとなしくくじを引いておく。

「ふむ、赤い棒。まずはわしが王様じゃな」

　最初に当たりを引いたのは祈き祷とう師しだった。

「って、なんであんたが引いてるのよ！」

「む、文句があるのか。わしは王様じゃぞ？」

「くっ……」

　それを言われては何も言えない。それが王様ゲームのおそろしいとこなのだ！

「ではさっそく王様の命令じゃ！　一番が三番のうなじにキッス！」

　それにしてもこの祈祷師ノリノリである。

「む、三番……また私だ」

「一番は私だよ」

　ひょいひょい、と手を挙げたのは、マイペース眼鏡めがねっ娘この雪ゆき那なだった。

「ゆ、雪那っ!?」

「はいはい。しょーがないね。じゃ、ちゃっちゃと終わらせよっか」

　雪那は眼鏡をくいっと押し上げると、シャレイリアの髪を手で払い、

「む？」

　彼女のうなじに、そっと唇を近づける。

「……んっ」

　目をつむり、くすぐったそうに吐息を洩もらすシャレイリア。

　きゅーっと身を縮め――

「んっ♪」

「って、いーかげんにしろ―――――っ！」

　どんがらがっしゃーん！

　あたりのものを乱暴にひっくり返し、あたしは祈祷師の首をぐいぐい絞め上げる。

「さ、っ、き、か、ら、なんなのよっ、この変態じみた試練は！」

「試練が変態的なのではない、そう思うおまえの心こそが変態なのだ」

「やかましいっ！」

　あたしはくじの壺つぼをぺしっと炎の中へ投げ入れる。

「むむう、王の試練を放棄したな、失格じゃ！　おまえたち全員救世主失格じゃ！」

　バッととびのき、あたしたちに杖つえを突きつける祈祷師のじーさん。

「はっ！　こっちこそ願い下げよ。こんなふざけた試練。っていうか、さっきからどーも怪しいと思ってたけど、ひょっとしてあんた、じつは巨大エビを操ってる黒幕で、試練の名目であたしたちにエビ退治をさせないよーにしてるんじゃないの！」

　売り言葉に買い言葉。あたしが、びしいっと放ったその言葉に、

「な、ななな、なにを根拠に言い出すのだ、こ、小娘がっ！」

　あからさまに狼ろう狽ばいする祈き祷とう師し。

　……ん？　なにこの反応？

　ひょっとして……図星、とか？

　いやいやまさか、と思いつつも、あたしは――

「根拠って……だってあんた、エビ臭いじゃん。エビ王に関かかわったものは三年はエビの匂においがするっていうし」

「……う、そ、そんなはずは――」

　くんくん、手の匂いを嗅かぐ祈祷師。

「……」

「……って、しまったあああああっ！」

「あ、アホかああああああっ！」

　いっせいにつっこむあたしたち。

　と、村の子供たちがおずおずと進み出て、

「ボ、ボクたち、見たんだ。ずっとこわくて言えなかったけど……祈祷師のおじいさんが、エビ王への供そなえ物ものにしたタロイモをくすねてるの」

「なんだって坊主、それは本当か？」

「まさか……祈祷師さまが、そんな……」

　村人たちの目がいっせいに突き刺さる。

「う、うむむむむ……」

　追い詰められた祈祷師は、顔を真っ赤にしてうめき、

　バッ、と後ろへとびのいた。

「ファファファ、バレてしまってはしかたあるまい。わしは邪神エビ王に仕つかえる暗黒神官エクソデス。愚おろかな村人たちからタロイモをくすね続ける計画をよくも邪魔して――」

「ていっ！」

「あがっ！」

　耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを上げる、暗黒神官だかなんだかに向かって、あたしは石を投げつけた。

「な、なにをするっ、老人をいたわらんか！」

「やかましいっ、なによそのオチは！　わけのわかんない試練だかなんだとかで、さんざん踊らされたあたしたちはなんだったのよ！」

「そーですわ！」

「……はたから見てるぶんにはけっこー楽しかったけど」

「雪ゆき那な、ちゃかさない！」

「祈き祷とう師しとやら、ドルイドを謀たばかった罪は重いぞ」

　シャレイリアが、ヤドリギの杖つえを手にしてゆっくりと進み出た。

　アイスブルーの瞳ひとみが静かな怒いかりに燃えている。

「むむむ……」

　不利を悟った暗黒神官エクソデスは――

　バッと身をひるがえし、ジャングルの中へ逃げ込んだ。

「むーっ、待つのだーっ！」

　シャレイリアを先頭にして、あたしたちはやつを追いかける。

　すぐあとを、槍やりを手にした村の若者たちがついてくる。

「まーてーっ！」

　茂みをかきわけ、岩場を駆け上がり、浜辺に出たところで。暗黒神官は足を止めた。

　振り返り、あたしたちのほうを向く。

「追い詰めたわよ、観念しなさい！」

　あたしがびしっと言うと、

「ふはははっ、小娘、追い詰められたのはどっちかな？」

「え？」

　暗黒神官は、手をバッと天にかざして叫ぶ。

「大エビ怪獣エビ王よ、いまこそあらわれるがいい！」

　その手には、一本のスルメイカが握られていた。

「……」

「いや、ザリガニじゃあるまいし……って、うわっ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……

　足もとの地面が大きく揺れた。

　真っ暗な海に巨大な渦があらわれる。

「キシャシャ―――――ッ！」

　水柱を上げて、あらわれたのは――

　巨大なエビだった。

　でっかいハサミを持ったロブスター。体長が十メートルくらいある。

　脚あしの関節がギシギシ軋きしむような音をたてている。

「おお、エビ王じゃ、エビ王じゃ！」

　村人たちのあいだから恐怖の叫びが上がる。

「ぬうっ、ハッタリのつもりだったのだが、本当に出てくるとは……」

　暗黒神官は顔にびっしり汗を浮かべて言った。

　……ハッタリだったのか。

「キシャーッ！」

　巨大エビは、ひと声鳴くと――

　べしっ！

　片方のハサミで暗黒神官をあさってのほうへ吹っ飛ばす。

「ひょげえええええっ！」

　情けない悲鳴を上げながら、夜空の星になるエクソなんとか。

「キシャーッ、キシャシャー！」

　エビ王がゆっくりと砂浜へ上がってくる。

　無表情な（あたりまえだが）黒い目であたしたちを見下ろしている。

「お、怒ってるのかな……」

「……むう、さすがにエビ語はわからぬ」

「っていうか、ふつーエビはキシャーとか言わないしね」

「――来ますわよ！」

　しゃかしゃかしゃか（※ドスンドスンドスンドスン）

「ひいいいいいいいいいい、意外と足速いいいいいっ！」

　襲い来る巨大エビから、悲鳴を上げつつ砂浜を逃げ回るあたしたち。

　エビは、砂を舞い上げ、ヤシの木をベキボキ折りながら迫ってくる。

「槍やりじゃ、槍を放つのじゃあ！」

　長老が叫んだ。

　ひゅっ、ひゅんっ、ひゅんっ――

　キンキンッ、カキーン！

　村人たちの放った槍はしかし、硬い殻にあっさり弾かれてしまう。

　尻尾しつぽのほうにも何本か刺さったようだが、ダメージはほとんどないよーだ。

「頭じゃ、やつの頭を狙ねらうんじゃ！」

　長老が叫ぶが、村人たちはすでに恐慌状態。てんでばらばらに逃げはじめている。

「シャレイリア、頭が弱点だって」

「……むう」

　シャレイリアは低くうめいて、

「わ、私では背が届かぬ……」

　カアッと顔を赤らめる。

「どーしますの？　わたくし、あんな怪獣相手にはできませんわよ！」

「エビの弱点なんてあんまりなさそーだしねえ」

　のんびりとつぶやく雪ゆき那な。

　ま、ゲームとかだと甲こう殻かく類るいモンスターには雷系の攻撃が効くけどね。

　しゃかしゃかしゃかしゃか！

　巨大エビがゆっくりと方向転換する。

「来るよ――」

「うむ……クー・ケテール・ラムカ・キレ・ラムカ……」

　シャレイリアが杖つえを手にドルイド魔術の呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　しゃかしゃかしゃか――

「……っ！」

　突進してきたエビの前に、

　ドシイッ！

　ヤシの木のトリエント（木の怪物）たちが立ちはだかった。

「おお、すごい！」

　思わずガッツポーズするあたし。

　が、しかし――

　ひょいっ。

「……あれ？」

　ひょいひょいひょいっ。

　巨大エビは、立ちはだかるヤシの木をちぎっては投げ。ちぎっては投げ。

　まるで相手になっていなかった。

「弱っ、もやしっ子トリエントだ！」

「……むう、やはりヤシの木ではあんなものか」

　南国の植物はやわでいかん、とつぶやくシャレイリア。

「……っ、こーなったら」

　チャンスは、もやしっ子トリエントたちがエビを足止めしている、いましかない。

　あたしはびしっと腰に手を当て、

「ラブラブコンビネーションアタックよ！」

「……ら、ラブラブ？」

　と、眉まゆをひそめるシャレイリア。

　あたしはシャレイリアのふとももをがしっと掴つかみ、小柄な身体からだを持ち上げた。

「わ、夏か穂ほ、なにをするのだ！」

　そのまま、シャレイリアを肩車して立ち上がる。

「これで、やつの頭に背が届くでしょ？」

「……む、なるほど」

　肩の上のシャレイリアが、魔ま槍そう〈ゲイ・ボルグ〉を構えた。

　あたしは、ヤシの木と戦っている巨大エビに向かって走り出す。

「くらえ、シャレイリアと――」

「夏か穂ほの――」

「ラブラブコンビネーションアタ―――ック！」

　シャレイリアの渾こん身しんの一撃が――巨大エビの頭を刺し貫いた。



　　　　　◆◇◆



「いやー、大変だったねー」

　それから一時間後――

　無事、ホテルに帰ったあたしたちは、夜の砂浜でバーベキューに興じていた。

　なんと、あたしたちが流れついていたのは、もといた島のちょうど反対側だったのだ。

　どーりで島影が見あたらなかったはずである。

　クラスメートたちが巨大なエビの丸焼きを囲んでいる。エビ王の身は、大味かと思いきや、意外と旨うま味みがあってとっても美お味いしかった。醤しよう油ゆマヨネーズがよく合う。

「んー、美味しー。やっぱり自分でとったエビの味は格別だね！」

　はむはむとエビをほおばっていると、

「ふぉふぉふぉ、そうじゃろうそうじゃろう。あのエビは、わしが手塩にかけて育てたエビじゃからのう」

　白しら髭ひげをたくわえたシャレ爺じいさんがやってくる。

「……は？　手塩にかけて……育てた？」

　きょとん、として訊きき返すあたしに、

「うむ。いまから三年ほど前のことじゃ。わしはこの島で、ハマチやエビの養殖事業をやっておったのじゃが、ある台風の日にみんな逃げ出してしまってのう――」

　ふぉふぉふぉ、と髭をなでつけながら笑うシャレ爺さん。

「…………」

「…………ど、どうしたんじゃ、みんな、恐こわい顔をして」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……

　あたし、雪ゆき那な、法ほう香かさん、そしてシャレイリアが、

　シャレ爺さんをとり囲む。

　そして。

「ぜ、ん、ぶ、あんたのせいか―――――っ！」

　全員、同時に怒いかりの声を上げるのだった。



    

  
    
      
　第四話　シャレイリアのパパがやってきた!?



「――それでは、これより生徒会選挙の開票結果を発表します！」

　開票係の男子生徒が、メモ用紙に書かれた開票結果を厳おごそかに読み上げる。

　体育館の檀だん上じように立つシャレイリアさん、ずいぶん緊張しているようだ。

　きらめくプラチナブロンドの髪。透明なアイスブルーの瞳ひとみ。乳香のように滑らかな白い肌は、遠目に見てもなお美しい。

　三月の初め。今日は生徒会選挙の開票日。

　学園祭のときにあたしと交わした誓約ゲツシユを果たすため、われらがホリン・シャレイリア嬢は生徒会長に立候補したのだった。

　あたしはもちろん、クラスメートのみんなが、この日のために彼女を応援してくれた。

　ポスターを貼はったり、推薦演説をしたり、すれ違いざま耳もとでシャレイリアの可愛かわいさを囁ささやいたり（サブリミナル効果を狙ねらったのだ）

　シャレイリア本人もずいぶん頑張った。長年、森の中で暮らしてきたため、ちょっと人見知り気味な彼女だが、放課後、困っている生徒の相談に乗ったり、ドルイドの神秘を使って先生のお手伝いをしたり、修行の合間を縫ってはボランティア活動に参加したりと大忙しだったのだ。

　生徒会長にふさわしい礼儀正しい振る舞いは、放課後、紅べに薔ば薇ら様がつきっきりで教えてくれた。彼女の仲間の動物たちも、ビラを配ったり、廊下での演説に付き合ってくれたりと、それぞれのできる範囲でいろいろ手伝ってくれた。

　そのおかげもあって、はじめは戸惑っていたほかのクラスの生徒たちも、最近では彼女の連れてくる動物たちに慣れっこになりつつあった。

　檀だん上じように立つシャレイリアの手には、一族の至宝〈リア・ファルの戴たい冠かん石せき〉が握られている。彼女がいつも首にぶら下げているクローバー模様のブローチだ。その所有者が正当なる王として君臨したとき、雄お叫たけびの声を上げる魔法の石なのである。

　――森もり野の学園の生徒会長になる。

　あのとき誓った誓約ゲツシユが、いま果たされようとしている。

「最多得票数は、百七十三票――」

　ドキドキドキドキ。

「次期生徒会長は」

　あたしは祈るように目を瞑つむり、

　そして――

「２年Ａ組のギャラクシィ曽そ根ねさんです！」

　ひとりの少年が前に進み出た。

「オッス、おらギャラ曽根！　こないだまで革かく鍋なべ派はのエースだったけどいまは反省してる。好きなものはラーメン、得意技は天空灰あ汁く取りだ。ヨロシクな！」

　キラーン、と真っ白い歯を見せ、爽さわやかに親指を立てるギャラクシィ曽根。

「ちょっと待てええええええええっ！」

　そんなあたしのつっこみが、体育館中に響きわたった。



　　　　　◆◇◆



「まあ、しょーがないよね……」

「それでも八十票以上獲とったんだから、がんばったほうだと思うよ」

「そーそー、最初はあたしたちのクラス以外、だれも投票しないんじゃないかって心配してたくらいなんだから。たくさん入ってた動物の票も無効票になっちゃったしね」

　教室に戻ってきたシャレイリアを、あたしと雪ゆき那なが、かわるがわる慰なぐさめる。

「……」

「ほら、いーかげん元気出しなってば。ショックなのはわかるけどさ」

　あたしが机の下を覗のぞき込むと、

「……」

　シャレイリアは身体からだをまるめてガタガタガタガタ震えていた。

「大変なのだーっ、災わざわいが来るのだーっ！」

　どうやら、誓約ゲツシユを破ったことによる災さい厄やくを怖がっているようだ。

　あたしは彼女の肩をぽんぽん叩たたき、

「そんな怖がることないよ。ほかの誓約ゲツシユはちゃんと果たしてるんだし。ちゃんと背中流しっこもしたし、ひとつくらい破ったって、そーたいしたことにはなんないよ」

「そ、それはそうだが、しかし……」

　むーっ、と涙目であたしを見上げるシャレイリア。

　聞けば、彼女自身、これまで誓約ゲツシユを破ったことがないため、具体的にどれほどの災いが降りかかるのか、いまひとつわからないのだそーだ。

「うーん。災厄って言われても、いまいちピンとこないんだよなー」

「む、他人ごとではないぞ、夏か穂ほ。災いは共に誓約ゲツシユを誓った夏穂にも下るのだからな」

「う……」

　そーいえばそーだった、とうめくあたし。

　そこへ。

「ほほほ、残念でしたわね、シャレイリアさん！」

　悔しいのう悔しいのう、と天てん狗ぐの物もの真ま似ねなんぞしながら、法ほう香かさんがやってきた。

「むーっ、法香よ、なにをしにきたのだ！」

　シャレイリアがふーっとうなじの毛を逆立てる。

「ふっ、決まっているじゃない。選挙に惨敗したあなたを笑いにきたのですわー」

「むうーっ！」

　怒ったシャレイリアさん、勢いよく立ち上がろうとして、

　ガゴンッ。思いっきり机に頭をぶつける。

「むーっ、痛いのだ。泣きっ面つらに蜂はちなのだー」

「相変わらずアホ娘ですわねー」

　ほほほー、と腰に手を当て高笑いする法香さん。

　ま、こんな憎まれ口叩いてるけど、法香さんなりにシャレイリアを元気づけようとしてるんだってことはバレバレだ。

　……もっとも。シャレイリアのほうは気づいてないよーだけど。

「……許さぬ」

　低い声でつぶやいたシャレイリアが、すっとドルイドの杖つえを振り上げた。

「……クー・ケテール・ラムカ・キレ・ラムカ……」

「わっ、ちょっ、ちょっと――」

　ガタガタガタッ。いっせいに椅い子すや机を動かす音。

　まわりにいた生徒たちはサーッと波が引くように逃げていく。

　シャレイリアが暴走しそうになったら、こうやって避難行動に入るのが、すでにあたしたちの日常になっていた。

「――あまねく森の精霊よ、この愚おろかなる人の子に、大いなる裁さばきを与えよ！」

「きゃああああああっ！」

　身体からだをひねり悲鳴を上げながらも、あえて逃げようとはしない法ほう香かさん。これまたいつものことである。

「……出いでよ！」

「きゃああああああっ！」

「……出でよ！」

「きゃああああああっ！」

「……出で…………む？」

　……あれ。

　いつもなら、こう、怪しげな食虫植物とかがメキャメキャ生えてくるはずなのに。

　眉まゆをひそめ、コンコン、と杖つえの柄を叩たたくシャレイリア。それから、先端にくくりつけたヤドリギにふーっと息を吹きかける。

「ファミコンじゃないんだから……」

「いったい、どうしたんですの？」

　と、不思議そうに首をかしげる法香さん。

「……えぬ」

　シャレイリアは、ぽつり、とつぶやいた。

「え？」

「夏か穂ほ、どうしよう……」

　振り向いて、カラン、と放心したように杖を取り落とした。

「ドルイドの魔術が、使えなくなってしまった！」

「ええっ！　……魔術が使えないって、どーゆーこと？」

「むう、わからぬ……」

　額ひたいにじっとりと汗を浮かべ、首を振るシャレイリア。

「夏穂、なんか教室の様子が変だよ……」

　雪ゆき那なが神妙な表情でつぶやいた。

「変？」

　眉をひそめ、あたりを見まわすと。

「？」

　――たしかに、いつもと様子が違っていた。

　床に生えている花がくたーっと萎しおれていた。

　机や椅い子すに絡みついている蔓つる草くさは枯れて茶色くなり、木の実は乾燥して床に落ちていた。

「……どういうこと？」

　訝いぶかしげにつぶやいた、そのとき。

　ドドドドドドドドドドッ！

「きゃああああああああっ！」

　外の廊下から悲鳴が聞こえてくる。

「……っ!?」

　ガララッ。あたしが教室の扉を開け外に飛び出ると――

「うああああっ、ヌーがっ、ヌーの群れがくるぞおおおおっ！」

「コモドオオトカゲが俺おれの弁当を持ってったー！」

「きゃーっ、手て癖くせの悪いサルがあたしのパンツをーっ！」

「オランウータンがっ、オランウータンが俺の貞操をおおおっ！」

「ウホッ♪」

「クマー！」

「パオーン、パオーン！」

　ドドドドドドドドドドッ！

　……な、なんかすごいことになっていた。

「ちょ、ちょっと、シャレイリアっ、動物たちの風紀が乱れてるよ！」

　委員長モードでびしっと怒るあたし。

　すぐにシャレイリアが杖つえを持って飛び出した。

「む、ど、どうしたのだお前たちっ、やめるのだーっ！」

　叫びながら、動物たちの群れに突っ込んでゆき――

　どげしっ！

「ひゃん！」

「ああっ、シャレイリアっ！」

　思いっきり吹っ飛ばされて教室へ戻ってくる。

「むーっ、痛いのだー」

　涙目でおでこを押さえるシャレイリア。

「ちょっと、どーしたのよ、あいつらがシャレイリアの言うこと聞かないなんて――」

　うぉうっ、うぉうっ、うぉうっ、うぉうっ、うぉーうっ！

　と、こんどは数十頭のオオカミの群れが走ってきた。

　群れを率いているのは漆しつ黒こくのたてがみを持つ大狼ダイアウルフだ。

「ワールよ、いったいどうしたのだ！」

　シャレイリアはためらわず、オオカミの群れの前に飛び込んだ。

　げしげしげしげしげしげしっ！

「……」

　数十本もの脚あしで踏みつけられ、もみくちゃにされるシャレイリア。

　オオカミの群れはなにごともなかったかのように走り去っていく。

「うそ、ワールまで……!?」

　ほかの動物たちとは違い、ワールはシャレイリアが子供のころから一緒に育ってきた、いわば幼おさな馴な染じみのようなものだ。顔はたしかに恐こわいけど、頭もいいし、お行儀だって、そこらのセントバーナードなんかよりよっぽどいい。とっても優しくて気立てのよいオオカミさんなのだ。

　シャレイリアをあんなふうに足あし蹴げにするなんて、信じられない。

「……ひょっとして、反抗期とか？」

　倒れたシャレイリアを抱き起こしながらつぶやくと、

「……いや。そうではない」

　シャレイリアは、静かにかぶりを振った。

「え？」

　震える声で、告げる。

「これはおそらく……誓約ゲツシユを破った災わざわい――」

「あ――」

　そういう――ことか。

　ドルイドの魔術が使えなくなったのも。

　仲間の動物たちが急に暴れはじめたのも。

「……」

　杖つえを手に呆ぼう然ぜんと立ち尽くすシャレイリア。

　そんな彼女を、あたしはただ、見守ることしかできない。

「きゃああああっ、教室の中に猿がっ、エロ猿がーっ！」

「わ、わたくしのパンツをかえしなさいっ！」

「こらー、ダチョウめー、私の眼鏡めがねをかえして～！」

「クマー、クマクマー！」

　ドドドドドドドドドドッ！

　廊下からあふれた動物たちが、どんどん教室の中へ乱入してくる。

　騒音。悲鳴。窓ガラスの割れる音。

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。まるでシャレイリアが転校してきたばかりの頃ころのようだ。

「夏か穂ほ、どうしよう……」

　シャレイリアが、あたしの制服の袖そでをぎゅっと掴つかんだ。

「私は、森の加護を失ってしまった……」

「……」

　あたしは、呆ぼう然ぜんとつぶやくシャレイリアの肩を、ぽんと叩たたき、

「ほら、しっかり立ちなよ。シャレイリアらしくないよ」

　大丈夫、っていうように微笑ほほえむ。

「……む」

「シャレ爺じいさんに相談してみよう。なんか知恵を貸してくれるかもしれないし」

「だめだ。祖父はまだ南の島にいる」

「……あー、そーだったね」

　がっくりと肩を落とすあたし。

　シャレ爺さん、怪獣エビを海に放ってしまった責任をとるために、地元の漁師さんたちと一緒にエビ退治をしているのだった。

　ったく、あのじーさんは肝心なときに――

「夏穂、これは私の責任だ。私が始末をつける」

　と。シャレイリアが、杖つえを手に敢かん然ぜんと立ち上がった。

「シャレイリア……」

「たとえ神秘の力がなくなっても、私は森の司つかさたるドルイドなのだ！」

　ドドドドドドドドドドッ！

「むーっ、止まるのだーっ！」

「ちょ、ちょっと――」

　叫び、廊下を駆けてくるインパラの群れに突っ込んでいくシャレイリア。

　げしげしげしげしげしっ！

　インパラの群れは彼女の背中を遠慮なく踏みつけ、走り去っていく。

「……むう、ま、まだ……だ」

　全身ずたぼろになりながらも、よろめき立ち上がる彼女。

「お、おまえたち……」

　ふらふらと廊下を歩いていき、

　ドガッ！

　こんどは暴走サイにはね飛ばされる。

「シャレイリア！」

「むう……」

　廊下に杖をつき、ふたたび立ち上がろうとするシャレイリアを、

「……もうやめて！」

　あたしは後ろから羽は交がい締じめにして止めた。

「夏か穂ほ、離すのだ。あやつらは、私が止めなくてはならぬ！」

「だめ。ぜったい離さないよ」

「むーっ！」

　腕の中でジタバタ暴れるシャレイリアを、あたしは必死に押さえつける。

　……とは言ったものの。この状況をなんとかしなきゃならないことに変わりはない。

「まだ怪け我が人にんが出ないうちに……って！」

　ドッドッドッドッド……

　長い廊下の向こう。

　巨大な何かが、土つち煙けむりを舞い上げながら、こっちへ迫ってくる。

　巨大なヒツジである。

　背中の毛がところどころ禿はげている。かなり怒っているよーだ。

「ひいいいいっ、ド、ドスノマトンーっ！」

「夏穂！」

　シャレイリアが、あたしの手を振り払い、前に立ちはだかった。

　両手をひろげ、あたしを守るように。

「シャレイリア、だめ！」

　ガッシャアアアアアーン！

　刹せつ那な。窓ガラスの割れる派手な音がした。

　それから、ドンッ、と鈍い音。

「……っ！」

　もうもうと立ち上る土煙。

　あたしは、ごしごしと両目を擦こすり――

「……え？」

　舞い上がる土煙の中。

〈それ〉は立っていた。

　あたしと。そしてシャレイリアの前に。

　それは。巨人だった。

　身長二メートル以上はありそうな、堂々とした体たい躯くの偉い丈じよう夫ふ。

　筋骨隆々とした肉体。鋼のような背中。太い血管の浮き出た丸太のような二本の脚あし。

　腰まで伸ばしたプラチナブロンドの長髪が、風に吹かれてひるがえる。

　……男は、ほとんど全裸だった。

　白い布の腰巻きのほかは何も身につけていない。

「ふぉぉぉぉぉ……」

　男が、静かに息を吐いた。

　瞬間。肩の筋肉が異様に盛り上がる。

　そして。

「ふんぬおりゃあああああああああっ！」

　ツノを掴つかんだ二本の腕で、怪獣みたいなヒツジを窓の外へぶん投げた。

「ギョエ―――――ッ！」

　と、ヒツジらしからぬ悲鳴を上げながら、落下していくドスノマトン。

　バッシャーン！

　校舎の真下にあるプールからものすごい水柱が上がった。

「……」

　その様子を、ただ呆ぼう然ぜんとして見守るあたしとシャレイリア。

　あたしたちを助けたらしいその男は、ゆっくりと、こっちを振り向いた。

　すーっと大きく息を吸い込むと。

　両手をひろげ、校舎が壊れそーなくらいの大声で、

「しずまれえええええええええいっ！」

　叫んだ。



　し―――――ん。



　暴走していた動物たちが、

　ぴたっ。

　と、その動きを止めた。

「…………」

　水を打ったような静寂があたりを支配する。

「……えーっと」

　あたしは、こほん、と咳せき払ばらいしてゆっくりと立ち上がった。

　そして。

　ガチャン！

　ふところから取り出した手錠を男の腕にかける。

「……変態、ですよね？」

「む、私は……」

「言い訳は職員室で聞きます。この変態め！」

　真っ昼間の学校に侵入してきた、上半身まっ裸の男が変態でないはずがなかった。

「おとなしくしててください。いま州警察を呼びますから――」

　怪しげなストラップのついた携帯を取り出し、番号を押そうとした、そのとき。

「父上！」

　突然、シャレイリアが叫んだ。

「………………は？」

　えーっと……い、いまなんて……？

　携帯を手にしたまま、呆ぼう然ぜんと眉まゆをひそめるあたし。

「……私は変態ではない」

　筋肉マッチョの男は、うっそりとつぶやいて、

　パリンッ。いとも簡単に手錠を破壊した。

「――我が名はホリン・オィンガス」

　透き通ったアイスブルーの双そう眸ぼうであたしたちを見下ろして、

「シャレイリアのパパだ！」

　なっ、なんですと―――――っ！



　　　　　◆◇◆



「…………」

　長い沈黙が――その場を支配した。

「え、えーっと、いま、なんておっしゃいました……？」

　あたしは、指先をふるふる震わせながら、目の前の大男を指差した。

　こ、この筋肉だるまみたいなおっさんが……

　シャレイリアのパパ？

　……いや。いやいやいや。

　信じられない。信じられるわけがない。

　だって。だってシャレイリアは。

　小さくて。可か憐れんで。思わず抱きしめたくなるよーな、とっても可愛かわいい女の子だ。

　そのお父さんが、こんな変態っぽい人だなんて――

「……」

　あたしは、シャレイリアの父親だと名乗るその男を、まじまじと見つめる。

　……しかし、言われてみればたしかに。

　顔の特徴なんかは、似ていると言えなくもない。

　輝くプラチナブロンドの髪。透明なアイスブルーの瞳ひとみ。新雪のように白い肌。

　顔立ちも――まあ、美形といえば美形。甘いマスクを売りにした外国の映画俳優って感じである。

　でも……

　あたしは半眼で男を指差して、

「これ……パパ？」

「うむ。私の父上だ」

　シャレイリアは、あっさりとうなずいた。

「うう～っ！」

　あたしは頭を抱えて廊下をのたうちまわる。

　……なんだろう。なんだろうこの残念な気持ちは。

　あまりにひどい遺伝子のいたずらに、ひとり涙にくれるあたしであった。

「それにしても、父上がなぜここに？」

　と、シャレイリアが神妙な面持ちで訊きく。

「なぜ、だと？」

　すると。シャレイリアのパパ（※通称シャレパパ）は険けわしい表情で、

「パパはお前を連れ戻しにきたのだ！」

　びしいっ、と言い放った。

「……っ！　な、なんですって!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「どういうことですか、父上！」

　二人して詰め寄るあたしたち。

「ええいっ、どういうことですか、ではないわっ！」

　叫び、シャレパパは丸太のよーに太い腕でシャレイリアをがばーっと抱きしめた。

「あ、なにをする変態め！」

　あたしはあわてて引き剥はがそうとするが、がっちりホールドされた腕はびくともしない。

「おお、可愛かわいい可愛いわが娘よー！」

　シャレイリアのお餅もちみたいなほっぺたに、無ぶ精しよう髭ひげをじょりじょり擦こすりつける。

「やーんっ！」

「こらーっ、シャレイリアのきれいなお肌になにをするかーっ！」

　あたしは背中をぽかぽか殴りつけるが、まったく動じない。

　……こ、こいつ！

「まったく……突然、家出したお前のことを思い、パパがどれほど心配したと思っておるのだ。コナハトやレンスターの森を捜しまわっても見つからず、渡り鳥に行方ゆくえを訊きいてもだれも知らぬ。まさか、このような遥はるか東方の島国にいようとは思いもしなかったぞ」

「父上、勝手に家出したことは謝ります。しかし、私は――」

「……よい。わかっておる。いかに一族のためとはいえ、お前の意志を無視してランドルフ卿きようとの婚姻を取り決めたパパも悪かった。もう婚姻を強制するようなことはすまい」

　涙にむせびながら、娘の頬ほおに髭をじょりじょりこすりつけるシャレパパ。

「で、では父上、私はここにいても――」

「しかしだ！」

　ぴたっ、と動きを止めるとバッと立ち上がり、

「それとこれとは話がべつだ。長老がなんとおっしゃろうと、お前をこのようなところで修行させるわけにはいかん。いますぐ故郷アルスターの森に戻り、パパと一緒にドルイドとしての修行を積むのだ！」

「……痛いっ！　なにをするのですか、父上！」

　悲鳴を上げるシャレイリアの腕を掴つかみ、ずりずり引きずっていこうとする。

「父上、私は誓ったのです。夏か穂ほと一緒に――」

「問答無用。アルスターの森に帰るのだ！」

　ずりずりずり……

　シャレイリアの手を引き、去っていくその背中に向かって――

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよっ！」

　あたしは叫ぶ。

「む？」

　のっそりと。その巨きよ躯くが振り返る。

　透き通ったアイスブルーの瞳ひとみが、じっとあたしを見み据すえた。

「さっきからなんだ貴様は。証拠もなしに私を変態呼ばわりとは、この国の婦女子は礼節というものを知らんようだな……」

「はんっ、いまどきの女子中学生はね、変態を見極める目が養われてるんだから。あんたは間違いなく変態よ。変態ソムリエのあたしが言うんだから間違いない！」

　びしっ、とシャレパパの分厚い胸板を指して言うあたし。

「む。たしかに、私はランドルフ卿きようを抑えて世界変態ランカー上位者だが」

「……上位者なんだ。もう親子の縁切っちゃいなよシャレイリア」

「……む、むう。いまはじめて知ったのだ。知りたくなかったのだ！」

　衝撃の事実発覚に、ガーン、とショックを受けているシャレイリア。

「すまん。隠すつもりはなかったのだ娘よ」

「いやそこは隠し通そーよ」

　思わずつっこむあたし。……開き直ってどーする。

「とにかく、あたしとシャレイリアはもうとっくにラブラブダイナマイツなんだから。変態ごときが邪魔しないでくれる？」

「む、娘と……ラブラブ、ダイナマイツだと……？」

　シャレパパの顔に動揺が走る。

　あたしはふふん、と右手を胸に添え、

「そーだよ。シャレイリアと一緒にお風ふ呂ろで背中流しっこしたり、雪山でカラダを温めあったり、放課後のいけないレッスンをしたり、キ、キキ、キスだって……、しちゃったんだからねっ！」

「な、な、ななな、なんですと―――――っ！」

　あたしの衝撃告白に、驚きよう愕がくの叫びを上げるシャレパパ。

「……く……ききき……がが……ききききき……」

　身体からだ中の筋肉が盛り上がる。

　プラチナブロンドの髪が逆立ち、額ひたいにピキピキと青筋が浮き上がる。

「ぐぬぬぬ……そうか……貴様か……」

　そして。地獄の底からうめくような声でつぶやいた。

「私の、私の可愛かわいい可愛い娘をたぶらかしたのはっ、貴様かああああああああっ！」

　びりびりびりびり！

　廊下の窓という窓が激しく震動する。

　白目を剥むき、いまにも卒倒せんばかりの表情だ。

「許さん、許さんぞふぬおるあああああっ、おんどぅるぎったなああああああ！」

「ひいっ、オンドゥル語！」

　そのあまりの豹ひよう変へんぶりに、あたしは思わず悲鳴を上げる。

　……こ、恐こわい。ちょ、ちょっと、挑発しすぎたかも！

　ゆっくりと。シャレパパがあたしに近づいてこようとした、そのとき、

「――父上！」

　シャレイリアの鋭い声が廊下に響きわたった。

「……ぬう？」

　と、掴つかんでいる娘を見下ろすシャレパパ。

「父上、私はまだ帰るわけにはいきません。約束したのです。夏か穂ほと――私の一番の友人である彼女と一緒にこの学園を卒業すると！」

　シャレイリアは恐れることなく、父親の目を、まっすぐに見み据すえて言った。

「……なにを言うか。おまえはドルイドとしてまだまだ未熟だ。己の課した誓約ゲツシユも守ることもできず、ここの者たちに多大な迷惑をかけているではないか！」

「そ、それは……」

　と、口をつぐむシャレイリア。

　シャレパパが指差した先には――動物たちによってメチャクチャにされた教室があった。

「パパが動物たちを鎮しずめなかったら、どうなっていた。いや、たとえ誓約ゲツシユを破らなくとも、おまえはどれほどここの者たちに迷惑をかけてきた。これまでどうにかなってきたのは、おまえのまわりの者たちが我慢していたからだ。耐えていたからだ。おまえがここにとどまりたいというのは、他人の迷惑をかえりみぬ子供のわがままにすぎぬ」

「……」

　正論。

　腹立たしいくらいに正論だった。

　あいつの言ってることは正しい。

　まちがってなんていない。あたしたちには、何も言い返すことはできない。

　あたしたちは自分勝手だ。わがままだ。

　だから――

　だからどうした、って思う。

　迷うことなんてない。

　だって。そんなの、とっくに答えは出てるんだ。

　そう。とっくに、覚悟はできてる。

「私は――」

　シャレイリアが静かに――しかし、はっきりと、告げる。

「それでも、私は夏穂と一緒にいたい！」

「なっ――」

　父親の手を振り払い、パタパタとあたしのほうへ駆けよってくる。

「シャレイリア」

「夏か穂ほ」

　あたしは彼女の小柄な身体からだをぽふっと抱きとめる。

　その手をぎゅっと握り締める。

　やわらかい、小さな手。

　シャレイリアが初めてクラスにやってきたときも、こうして手を握り合ったんだった。

「すまぬ。私はわがままだ。迷惑もいっぱいかけている。だが、それでも……それでも私は、夏穂やみんなと一緒にいたいのだ」

「ん、それでいいと思う」

　ぽんぽん、と彼女の背中を叩たたき、うなずくあたし。

　手を繋つないだまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすシャレパパをキッと睨にらみつける。

「……」

　こいつが――シャレイリアの父親が、あたしにとっての〈災さい厄やく〉

　誓約ゲツシユを破った罰。

　あたしから、シャレイリアを奪うものだ。

　――そんなことさせない。絶対に。

「……ふんぬううう」

　低い声。煮え立つ怒いかりを含んだ声だった。

「ならば――ならば力ちから尽ずくでも連れ帰るぞ。我が娘よ」

「はんっ、やれるもんならやってみろっての！」

　びしっと指を突きつけ、啖たん呵かを切るあたし。

「父上、私は帰りません」

　シャレイリアも静かに杖つえを構える。

「ふん、魔術も使えぬ、動物の仲間もおらぬ、ドルイドとしての力を失ったいまのおまえに、なにができるというのだ？」

「仲間なら――ここにいますわよ！」

　ガララッ。教室の扉を開け放ち、あらわれたのは、

「法ほう香かさん！」

　腰に手を当て、不敵に微笑ほほえむ法香さんだった。

　……扉の向こうで、ずっと登場のタイミングをうかがっていたにちがいない。

「ふっ、話は聞かせてもらいましたわ。あなたに勝負を挑み続けて五十六敗。このまま勝ち逃げなんて許しませんわよ！」

「法ほう香か……」

「私もいるよー」

　法香さんの背後からマイペース眼鏡めがねも顔を出す。

「雪ゆき那な……」

　――そして。彼女たちだけではなかった。

　ぞろぞろぞろ。

　ぞろぞろぞろぞろぞろ。

　教室の中から、２年Ｃ組のクラスメートたちが続々とあらわれる。

「やい変態、ホリンちゃんはわたさねーぞ！」「そーだそーだ！」「おれたち、ホリンちゃんがきてくれて楽しかった！」「あたしも！」「そりゃあ、最初は戸惑ったけど、でも、動物さんたち可愛かわいいしね。いなくなったら寂しいよ！」「みんなホリンちゃんのことが大好きだぜ！」「ホリンちゃん好きだー！」「ホリンちゃんはおれの嫁！」

　総勢二十四人。

　シャレパパから、あたしとシャレイリアを守るように、人垣の壁をつくってくれる。

「みんな……」

　シャレイリアは声を詰まらせた。

　透き通ったアイスブルーの瞳ひとみに涙が浮かんでいる。

　……たしかに。最初は迷惑かけてばかりだった。

　でも、彼女はがんばって。必死に努力して――それをみんなも知っているから。

　いつのまにか、クラスに受け入れられていたんだ。

「……むう。嬉うれしい……のだ」

「ん、よかったね。シャレイリア」

　あたしはそっと人差し指でシャレイリアの涙をぬぐう。

　と。

「……許せぬ」

　地の底から響くような、聞いただけで全身が怖おぞ気け立つような声。

「……っ！」

　一瞬にして空気が張り詰めた。

「そんなわがままはああああ、ゆううるううせええぬうううううううっ！」

　シャレパパの肩の筋肉が、はじけるように膨ふくれあがった。

　顎あごが人間の頭ほどの大きさに膨張し、アイスブルーの瞳が白目を剥むいた。

　涎よだれまみれの口からは鋭い牙きばが生え、髪はサンザシのように鋭く尖とがり、頭頂部からは血の柱が船の帆のようにそそり立った。

「ぬあおるああああああああああ！」

「……な、なに!?」

　シャレパパが、人間ではない何かに変へん貌ぼうしようとしている!?

「なにが起こっているんですの!?」

「戦闘力１００００……１８０００……嘘うそでしょ、まだ上がっていくよ……」

　そして――

　パリィィィィィン！

　雪ゆき那なの眼鏡めがねが砕け散った。

「ばかなっ、眼鏡の故障か！」

　雪那が戦せん慄りつの表情で叫ぶ。

「……〈フォモールの激情〉」

　シャレイリアが静かにつぶやいた。

「え？」

「我が一族の男子のみにあらわれる特異体質だ。アルスターの英雄ク・ホリンやその父ルーと同じ――ひとたびこの状態になった戦士は狂犬のように戦い続ける」

「狂戦士バーサーカー……」

「赤方偏移の仮面ですわね……」

　ごくり、と唾つばを呑のみ込むあたしと法ほう香かさん。

　異形の化け物と化したシャレパパが雄お叫たけびを上げる。

「ふぬおおおおおおおおっ！」

「……」

「ふおおおおおおおおおっ！」

「……」

「はんぬあああああああっ！」

「……」

　あたしは、シャレイリアのほうを向き、

「……えーっと……変身長くない？」

「うむ。あれにはしばらく時間がかかるのだ」

「あ。そーなんだ」

「なにをぼさっとしていますの？　いまのうちに逃げますわよっ――」

「う、うん！」



　　　　　◆◇◆



　手をとり合い、長い廊下を駆け抜けるあたしとシャレイリア。

　すぐ後ろを雪ゆき那なと法ほう香かさんもついてくる。

「でも、逃げるって、どこまで……？」

「罠わなだらけの裏山へ逃げ込めば、いかに父上が相手といえど数日は稼げるはずだ。そのあいだに祖父が帰還するのを待つ」

「籠ろう城じようか……」

　ならば目指すは校庭だ。一番近いのはこのまま階段を下りて正面玄関へ――

　と、そこへ。

「キョエエエエエエッ！」

　そんな奇声を上げて、廊下の窓から黒い影が飛び込んできた！

「な、なに!?」

　あたしは思わず悲鳴を上げる。

　あらわれたのは、鳥獣のかぶりものをした四人の――

　四人の半裸の男たちだった。

「わ、変態がたくさん！」

「変態ではないっ！」

　半裸の男たちの声がきれいにハモった。

「お、お前たちはっ……まさか、赤枝の戦士団レツド・ブランチ・チヤンピオン！」

　目を見開き、驚きよう愕がくの声を上げるシャレイリア。

「知ってるのシャレイリア？　変態の知り合いが多いの？」

「うむ。ドルイドから特殊な武術を学んだアルスターの傭よう兵へい集団だ。父上、このような者たちまで連れてくるとは――」

「ふはははっ、左様、我われ等らは誇り高き赤枝の戦士団レツド・ブランチ・チヤンピオン。その中でも最精鋭たる四天王！」

「我が名は鎖くさり鎌がま使いのスラール！」と、鷹たかのかぶりものをした男が名乗った。

「我が名は毒吹き矢使いのモイトゥラ！」と、牛のかぶりものをした男が名乗った。

「カラクリ人形使いのコノール！」と、熊くまのかぶりものをした男が名乗った。

「幻術使いのカスヴァス！」と、狼のかぶりものをした男が名乗った。

「……なっ！」

　鎖鎌。毒吹き矢。カラクリ人形。幻術。

　……って、

「なによっ、そのいかにも噛かませ犬キャラが使うよーな武器のラインナップは！」

「ぬうっ、貴様っ、よくもひそかに気にしていることをっ！」

　叫ぶ鷹たか頭あたまの男、鎖鎌使いのスラール。

　……あ。やっぱ気にしてたのか。

「だいたい〈四天王〉っていう時点でもう噛ませ犬感が漂ただよっていますわ」

「うん。それに幻術使いって名乗っちゃったら幻術の意味がほとんどないよね」

　それぞれつっこむ法ほう香かさんと雪ゆき那な。

「う、うるさいっ、か、噛かませ犬言うなーっ！」

　そんなあたしたちの言葉がプライドに触れたのか。

　四天王の一人〈鎖くさり鎌がま使いのスラール〉が鎌鎖を振り回す。

　ひゅんっ！

　狙ねらいは――シャレイリアの足か！

「……っ！」

「させねーよ！」

　刹せつ那な。男子トイレからあらわれた男が、スラールの前に立ちはだかった。

　赤い目出し帽。両腕にぐつぐつ煮え立つ鍋なべを持っている。

「……か、革かく鍋なべ派は？」

　あたしのそのつぶやきに、

「ちがう！」

　男はバッと目出し帽を脱ぎ捨てた。

「あ、あんたはっ……えーと――」

「須す田だ！　南の島で地元の漁船に助けられた須田翔しよう太ただ！」

「……！」

　おおっ、なんか大事なこと忘れてると思ったら！

　……そーいえば、南の島でタコに絡みつかれてる姿を見たのが最後だったよ。

「ご、ごめん。えーっと、あたしたち、あのあとエビ退治とかに巻き込まれて……」

「……まあいいけどよ」

　疲れたよーにため息をつく須田少年。

「それより、ここは俺おれにまかせて先にいけ」

「須田――」

「振り向くな。早くいきやがれ！」

　うながす須田。あたしたちはこくりとうなずき合った。

　ありがとう須田。須田のことはぜったいに忘れない。きっと忘れないよ。

「――ぬうっ、させん！」

〈鎖鎌使いのスラール〉が、ふたたびシャレイリアに鎖鎌を放つ――

　須田が床を蹴けった。

　箸はしでつまんだチクワをスラールの頬ほおに押しつける。

「のわちっ、熱っ、おでん熱～っ！」

「くっ、しまった！　ふところに入られると弱いという鎖鎌使いの弱点を！」

〈毒吹き矢使いのモイトゥラ〉が叫ぶ。

　……だめだろ鎖くさり鎌がま使い。

「あちっ、ちちち、あちっ！」

「いまよ！」

　鎖鎌使いが無理矢理おでんを食べさせられているその隙すきに――

　あたしたちは階段を駆け下りる。

「恩に着るよ……えーっと、山やま田だ……」

　そっと感謝の言葉をつぶやくあたし。

「まてまてーいっ！」

　と。あたしたちの目の前に、棍こん棒ぼうを握った木の人形が立ちはだかった。

　美術のデッサンなんかで使うマネキンみたいなやつだ。

「逃がさぬよ。我は四天王が一人、カラクリ人形使いのコノ――」

　バキイッ！

　長ったらしい口上を無視して、法ほう香かさんが容赦なく蹴けりを叩たたき込んだ。

　一瞬で砕け散る木の人形。

「ぬうっ、なんということを！　こ、これならどうだ！」

　人形使いは怒いかりの声を上げ、さっと手を振り上げた。

　同じような人形が天井からばらばらと降ってくる。

「わ、なんかいっぱいでてきたよ！」

「……むう、ケルト魔術か」

　あらわれた人形たちはじりじりと包囲の輪を狭めてくる。

「ふっ、ここはわたくしが時間を稼ぎますわ。委員長たちは先へお行きなさい」

　ふぁさっ、と髪をかきあげ、制服のベストを脱ぎ捨てる法香さん。

「む、法香、そんなのはだめだ。私も戦うぞ――」

　シャレイリアが、オーク樹の杖つえをクォータースタッフのように構えた。

「委員長、頼みますわ」

「はいはいっと……」

　そんな彼女の首根っこを猫のよーにつまんで引きずるあたし。

「むーっ、なにをするのだ夏か穂ほ！　法香ひとりでは――」

「シャレイリア。みんなの稼いでくれた貴重な時間を無駄にする気？」

「む……」

「わかったら早くおゆきなさいな、アホ娘」

　ぽふっ、とシャレイリアの頭に手をのせ、くしゃくしゃと髪をかきまわす法香さん。

「……」

　シャレイリアは、こくり、と素直にうなずいて、

「……わかった。ここは法ほう香かにまかせるぞ」

「ふっ、おまかせなさい」

　不敵に微笑ほほえむ法香さん。

「これを使ってくれ――」

　と。シャレイリアはヤドリギのついた杖つえを彼女の手に押しつけた。

「……こんな大切なものを、わたくしに？」

「うむ。いまの私が持っていてもしかたないからな。むろん誰だれにでも託たくせるものではない。法香だから託すのだ。私は法香のことを尊敬している。おまえは気高く、高貴な魂を持つ獣だ。私はお前とよき友人になりたいと思っていた。ずっと……」

　透明なアイスブルーの瞳ひとみが法香さんの目をじっと見つめる。

「……ば、ばかね」

　法香さんは、杖を受け取ると、くるっとシャレイリアに背を向けた。

　制服の袖そででごしごしと目を擦こすり、

「わたくしたちは、ライバルでしょう？」

　晴れやかな声で、そう告げる。

　そして。杖をびゅんっ、と振り抜いた。

　二体の人形が一瞬にして砕け散る。

「――かかってきなさい。三さん下したども。神かみ代しろ法香が相手ですわ！」

　その迫力に、操り人形たちがじり、とあとずさる。

　あたしはシャレイリアの手を引いた。

「行くよ、雪ゆき那な、シャレイリア！」

「うむ！」

　法香さんの作ってくれた穴から、包囲網を突破するあたしたち。

　いっきに階段を駆け下りて一階の玄関へ向かう――

　階段を……

　階段を……

　階段を……って、いつまでたっても階段が終わらない!?

「……こ、これは？」

「たぶん幻術だよ――」

　隣を走る雪那がつぶやいた。

「……あ、そっか。さっき幻術使いのなんちゃらって言ってたもんね」

　自分で名乗ってしまったため、あっさり見破られてしまう幻術であった。

「下がだめなら上からだよ！」

　くるっと方向転換し、三階へ向かうあたしたち。

「ぬうっ、わしを無視するなーっ！」

　背後からマヌケな幻術使いの声が聞こえてくるが、そんなものは無視である。

　カッカッカッカッカッ――

　階段を駆け上がりながら、ふと思い出す。

　そーいえば、学園祭のあのときは、故郷に帰ろうとするシャレイリアを追いかけて、この階段を上ったんだっけ。

　横を走るシャレイリアと目が合った。ふっと微笑する。

　……どーやら、彼女も同じことを考えていたようだ。

　ひゅっ――

　そのとき。

　風を切る鋭い音が耳をかすめる。

「危ない！」

　あたしが反応するより先に――雪ゆき那ながシャレイリアの前に飛び出していた。

　カツン、と金属音。

　壁に当たって跳ね返ったのは、一本の鋭い針だった。

　同時に、雪那が階段に倒れ込む。

「雪那！」

「……大丈夫。ちょっと肩をかすっただけ……」

　雪那は肩を押さえてうめいている。制服が裂け、かすかに血が滲にじんでいた。

「ぬう、しくじったか！　邪魔をしおって！」

「……っ!?」

　振り返ると。

　そこには次の針を装そう填てんする〈毒吹き矢使いのモイトゥラ〉の姿があった。

「……夏か穂ほ……私はいいから、早く……ぷっ、くく、あひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　突然、身をくの字に折り曲げて笑い出す雪那。

「あひゃひゃ、ひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　床をばしんばしん叩たたいて笑い転げる。

「むう、ワライダケの毒のようだな……」

「あひゃひゃっ、あひゃひゃひゃひゃひゃ、夏穂のイチゴのパンツ、あひゃひゃ！」

「ちょ、ちょっと、なに思い出し笑いしてんのよ！　しかも小学生のときの！」

　あたしはカアッと顔を赤らめる。

「夏穂、イチゴのパンツがどうしたのだ？」

「な、なんでもないっ！　と、とにかく逃げるよ！」

　雪ゆき那なには悪いが、助けている暇はない。

　あたしはシャレイリアの手を引きふたたび走り出す。

　三階。廊下に出てためらわず窓を開け放つ。

「飛び込むよ！」

「うむ！」

　息をとめる。目を瞑つむる。

　手を放して、真下のプールに向かってダイブした。

　ザッパアアアアン！

　噴き上がる水柱。

　身体からだ中の骨がバラバラになるような衝撃が全身を打ちつける。

「……ぷはあっ！」

「夏か穂ほ、大丈夫か？」

　水面から顔を出すと、パシャパシャとシャレイリアが泳いできた。

「うん、なんとか……って、あんた、いつのまに泳げるようになったの？」

「うむ。夏穂が南の島で泳ぎを教えてくれたからな」

　おでこにぺったりはりついた髪を払い、はにかむように笑うシャレイリア。

「おお、えらいえらい」

　彼女の頭をすりすりなでまわす。

　あたしたちはプールサイドへ上がり、スカートをぎゅーっと絞った。

「さて、ここから校庭のほうに抜けて――」

　ズシャアアアアアンッ！

　校舎の二階から、なにか巨大なものが降ってきた。

　プールサイドをめちゃくちゃに破壊して降り立ったのは――

「ふんぬおおおおお、むすめええええええっ！」

　白目を剥むき、涎よだれをまき散らして咆ほう哮こうする、シャレイリアのパパ。

「……っ、に、逃げるよっ！」

　シャレイリアの手を引きフェンスのほうへ駆けよるあたし。

　瞬間。シャレパパが――飛んだ。

　跳んだのではない。だって人間が五メートルも跳べるわけがない。

　だんっ！

　シャレパパの巨体が、あたしたちの目の前に立ちはだかった。

「ふおおおおおおおおおおおっ、パパはゆるさんぞおおおお！」

　くわっ、とシャレイリアを掴つかもうとした、そのとき。

　バシュバシュバシュッ！

　ちゅどどどどーん！

　飛来した数十発のミサイルが、シャレパパの肉体に降り注いだ。

　爆風で吹っ飛ばされ、プールに落下する巨体。

　高い水柱が噴き上がる。

「……っ？」

　振り返ると。そこにいたのは――

「アリア！」

　ぽっかりと穴の空いたフェンスの向こうがわ。

　両腕のミサイルランチャーを突き出して、メカシャレイリアことアリアが立っていた。

「……アリア、どーしてここに？」

「森もり野の学園ニ巨大ナパワーヲ感知シマシタ。夏か穂ほトオ姉様ガ心配ニナッテ来タノデス」

　無表情に報告するアリア。ガギョンガギョンこっちへ駆けてくる。

「……そっか。助かったよ」

　ありがとね、とアリアの頭をすりすりなでなでするあたし。

「イエ、ソンナ……」

「むーっ！」

　シャレイリアがなんかぷーっと膨ふくれていた。

「アノ、ミ、見テクダサイ。ボディヲ水陸両用ニシテモラッタノデス」

　アリアはなんとなく嬉うれしそーに言うと、その場でくるっとターンした。

　……あ、ほんとだ。なんかバックパックみたいなのがついてる。

「おお、すごい！　ハイゴッグみたい！」

　あたしが言うと、

「コ、コレデ一緒ニオ風ふ呂ろニ入レマス……ナ、ナンテ、キャ♪」

　頬ほおに両手を当て、なんかぷしゅーっと七色の煙を噴きはじめる。

「ワ、ワンピノ水着モ、買ッテシマッタノデス。オ小遣イデ」

「あ、そーなんだ。じゃあ、このあいだの南の島も誘えばよかったなあ……」

「……南ノ島？」

「うん。みんなで臨海学校にいったんだけど――って、わーっ！」

　ぷしゅしゅーっ！

　ガシャンガシャンガシャン！

　アリアの全身からミサイルランチャーが飛び出した。

「な、なに!?」

「ワタシモ、イキタカッタ……」

　ぽつり、無表情につぶやいて、

「ワタシモ、南ノ島ニイキタカッター！」

　ちゅどーん！　ちゅどどどどーん！

「ひゃあああああっ！」

「夏か穂ほ、こっちだ――」

　突然、暴走モードに入ってしまったアリアから逃げ出すあたしたち。

「ウワアアアアアアン、夏穂ノバカーッ！」

「わ、どーしよ、泣いちゃったよ。ごめん、ごめんね、アリア！」

　走りながら、なんかよくわからないけど謝るあたし。

「むすめえええええええ！」

　ドスドスドスドス！

　と。もう復活したらしいシャレパパが、おそろしい地響きをたてて追ってくる。

　校舎を回りこんで、校庭へ。このまま正門までつっきる！

「逃がさんよ！」

　そこに。赤枝の戦士団レツド・ブランチ・チヤンピオンの四天王が待ち受けていた。

「……っ！」

「むすめえええええええっ！」

　背後からは怪獣みたいなシャレパパ。前には四天王。

「万事休すか……」

　唇を噛かみしめ、つぶやいた、そのとき――

「コケ―――――ッ！」

　バサバサバサッ！

　雄お叫たけびとともにあらわれたのは、

「お、おまえたちは！」

　シャレイリアが叫ぶ。

　それは――シャレイリアがかつて戦った敵の中でも最強の敵たちであった。

　すなわち、

　魔風の殺さつ戮りく鳥ちよう〈ロードランナー〉

　天駆ける参謀〈コーメイ〉

　狂鳥〈カリギュラ〉

　ウ○チのついた足で蹴けってくる〈ジャッキー〉

　転校早々、ニワトリ小屋で死闘を演じた、あのチキン四天王である。

「コケッ、コケーッケッケッケ、コケーッ！」

「コーッコケーッ！」

「キョエエエエエーッ！」

　校庭に響きわたる雄お叫たけび。

「……えーっと、なんて言ったの？」

　あたしはシャレイリアに訊きく。『もっとコメを食え』くらいしか聞きとれなかったよ。

「うむ。『この学園は我々の領地だ。土足で踏み込めばどうなるか思い知ることになるだろう』と言っている。あとは『もっとコメを食え』と――」

　流りゆう暢ちように通訳するシャレイリア。

　魔風の殺さつ戮りく鳥ちようロードランナーが、ニヒルにトサカをひるがえす。

　バッ、と地を蹴けった。

「はっ、たかがニワトリごときに――」

「我らケルトの精鋭、赤枝の戦士団レツド・ブランチ・チヤンピオンが――」

「足止めできると思ったか！」

「コケーッ！」

「ぎゃーっ！」

　バサバサバサッ！

「コケーッ、コケッケーッ！」

　バサバサバサッ！

「ひいいいっ！」

　凶暴なニワトリたちに目鼻をさんざん突かれ、逃げ回る四天王。

　……ほんと噛かませ犬だな。

　まあ、あのニワトリたち相手では無理ないが。

　ドスドスドスドス！

「……っ！」

　と、地響きの音に、あたしは振り返る。

　背後からシャレパパの巨体が迫ってきていた。

「ぬおおおおおおおおおっ！」

「コケ―――――ッ！」

　狂鳥カリギュラが地面を蹴って、シャレパパの鼻にかぶりついた。

「ふんぬううううっ、ニワトリがあああっ、チキン南蛮にしてくれるわーっ！」

　叫び、腰巻きの中から宮崎県名物チキン南蛮用のタルタルソースを取り出すシャレパパ。

「どげんかせんといかん！　このニワトリどもをどげんかせんといかん！」

　くんずほぐれつ。タルタルソースまみれの戦いを繰り広げる怪人とニワトリたち。

「夏か穂ほ、父上の腰巻きからタルタルソースが出てきたのだ！」

「認めたくないだろーけど、あんたのお父さんは立派な変態だよ。ランドルフ以上の」

「むうーっ、ちがうのだーっ！」

　涙目になって首をぶんぶん振るシャレイリア。なんのかんの言って、彼女も年とし頃ごろの女の子なのである。父親が変態というのはきついものがあるよーだ。

　シャレイリアの手を引き、銀杏いちよう並木を抜け、校庭に出た。

　正門めがけてまっすぐに走り抜ける――

「まてええええええええいっ！」

　チキン四天王との戦いで、タルタルソースまみれになったシャレパパが走ってくる。

　顔はぐちゃぐちゃのどろどろ。なんかものすごいことになっていた。

「ひいいいっ、変態が、変態が追ってくるよ！」

「つううかああまああええたああ！」

　走りながら、シャレイリアのうしろ髪に向かって手を伸ばすシャレパパ。

「……っ、ぬうっ！」

　その腕を、丸太のように太いべつの腕が掴つかんだ。

「……ほう、トリエントか！」

　シャレパパが獰どう猛もうに唸うなる。

　立ちはだかったのは、シャレイリアの魔術でトリエントとなった、森もり野の商店街のクリスマス・ツリーだった。

　シャレイリアからドルイドの力が失われても、トリエントとして活動できるのは、木の幹に〈オガム〉というケルト魔術の印を刻んでいたからだ。これを刻んでおけば、術者のシャレイリアとは関係なしに自律行動することができる。

　トリエントが、巨大な胴体をのっそりと動かし、シャレパパとがっぷり組み合った。

　その様はまさに怪獣大決戦。

「シャレイリア、いまのうちに――」

「うむ」

　あたしたちは手に手を取り合って、正門へ向かって走る。

　頭上に影が落ちた。

「え？」

　上を向いた、瞬間。

　ドオオオオオオオオオオンッ！

　目の前に、ぶん投げられたトリエントが転がった。

「……っ！」

　正門が塞ふさがれた。前は行き止まりだ。

「くっ……」

「シャレイリアよ、故郷の森に……帰るのだ……」

　ズシン……ズシン……

　シャレパパが、ゆっくりと歩いてくる。

　荒い息をつきながら。全身傷だらけ。満まん身しん創そう痍いといったいでたちだ。

「父上……」

　シャレイリアが、擦かすれた声でつぶやいた。

　あたしは、両手をひろげて、シャレパパの前に立ちはだかる。

「邪魔立て……するな……小娘……」

「シャレイリアは、わたさない」

　あたしはどかない。

　アイスブルーの瞳ひとみをじっと睨にらみ返す。

「あなたが、シャレイリアのことを大切に思っていることはわかります。でも、彼女はここにいたいんです。ここの仲間たちと一緒に！」

「……どけ」

「どきません――」

　瞬間。鉄てつ塊かいのような拳こぶしが振り下ろされた。

　横殴りに吹っ飛ばされたあたしは、バウンドして校庭を転がった。

「……っ、の」

　不ま味ずい鉄の味が口の中に広がった。

　地面に膝ひざをつき、よろよろと立ち上がる。視界がぐらぐら揺れている。

「夏か穂ほ！」

　シャレイリアがあたしのそばへ駆けよった。

　シャレパパはずんずんこっちへ歩いてくる。

「娘の……仲間は……森の仲間だけだ……！」

「ちがうよ！」

　あたしはもう一度、両手をひろげ、必死に説得する。

「ここにも、この森もり野の学園にも、シャレイリアの仲間はいっぱいいる。あたしも、雪ゆき那なも、法ほう香かさんも……それだけじゃない！」

　叫び、あたしはびしいっと校舎のほうを指差した。

　雪那、法香さん、須す田だ、そして２年Ｃ組の生徒たちがこっちへ走ってくる。

「もうわかったでしょ？　ここにだって、シャレイリアを助けてくれる仲間はいるんだよ。アリアも、トリエントも、あのニワトリたちも……」

　あたしは、息を吸い込み、

「みんな、みんな一生懸命で、はたメーワクなシャレイリアのことが大好きなんだよっ！」

　叫んだ。

「夏穂……みんな……」

　シャレイリアが、ゆっくりと立ち上がる。

　プラチナブロンドの髪が、ざわり、とはためいた。

「ええいっ、うるさいっ、うるさーいっ、パパは認めぬっ、認めぬぞーっ！」

　髪を逆立て、首をぶんぶん振るシャレパパ。

　こんどは、シャレイリアが両手をひろげ、あたしの前に立った。

　あのときと同じだった。彼女がはじめて森もり野の学園に転校してきたとき。

　――この者たちは私の仲間だ。家族であり、大切な親友だ。

　動物たちを背に、あたしに向かって、そう告げたときと。

「……」

「……」

「くおの――」

　シャレパパが鉄てつ塊かいのような拳こぶしを振り上げる。

「わからずやがあああああ！」

「シャレイリア――」

　あたしは思わず目を瞑つむって――

　ゴッ！

　岩の砕けるような音がした。

「むうっ！」

　うめき声。

　あたしは、うっすらと目を開ける。

　シャレリアが、おでこで鉄てつ拳けんを受け止めていた。

「ふ、ふぬぐぐぐぐぐ……」

　信じられない、という表情のシャレパパ。

「……夏か穂ほを、私の一番の友を傷つけたな」

　シャレイリアの目は、赤く怒いかりの色に染まっていた。

「父上といえど……許すわけにはいかぬ！」

　そのまま、ゆっくりと、拳を押し返す。

　シャレイリアの全身から、緑色のオーラのようなものが立ち上っていた。

　いや、あれは――

「植物……怪しい植物がシャレイリアのまわりに！」

　メキャメキャメキャッ――

　シャレイリアが地面を踏みしめるたび、ものすごいいきおいで植物が繁はん茂もする。

「ば、ばかなっ！　誓約ゲツシユを破った災さい厄やくが解けたというのか！」

　驚きよう愕がくの声を上げるシャレパパに、

「クマ―――――ッ！」

　クマに変身したシャレイリアがおどりかかった。

　いつもの灰色熊グリズリーではない。

　体長五メートルはあろうかという、遥はるかに巨大なクマだった。

　背中にごつごつした角つののようなものが生えている。

　まえにシャレイリアから教えてもらったことがある。たしか、シャレイリアの故郷、アルスターの森にのみ生息するという伝説のクマ――大熊ダイアベアだ。

「クマーっ、クマーッ！」

「ぬおおおおおおおおおおお！」

　大熊ダイアベアの爪つめがシャレパパの顎あごにめりこむ。

　シャレパパの鉄てつ拳けんが大熊ダイアベアの腹をえぐる。

　ノーガードで壮絶な殴り合いをするドルイド親子。

「でも、どうして誓約ゲツシユを破ったのにドルイドの神秘を……」

　つぶやくあたしに、

「卒業したのじゃよ」

「え？」

　振り向くと。そこにいたのは――

「シャレ爺じいさん！」

　杖つえを手にしたシャレ爺さんだった。

「なに、そういえば生徒会選挙の時期じゃったな、と思い出してな。いそいで戻ってきたんじゃよ」

　爺さんは髭ひげをなでつけながら言った。

「……卒業したって、どういうことです？」

　あたしが訊きくと、

「ふぉふぉ、卒業というのは、なにも学業を修めることだけではない。むしろ大切なのは、仲間との絆きずなを育はぐくむ心を成長させることなのじゃ。さきほどのお主ぬしの言葉を聞いて、学園の仲間たちの姿を見て、シャレイリアの心は大きく成長したのじゃ。森にいたころとは違う。新たな絆を実感することによっての……」

　ほれ、尾○豊も言ってたじゃろう、とシャレ爺さん。

「言ってたかなあ……？」

　という疑問はさておき――

　……なるほど。完全にではないにしろ、森もり野の学園を卒業したって誓約ゲツシユを果たしたことになったのか。

　それで災さい厄やくが終わった、と。

「……」

　校庭の真ん中で殴り合うドルイド親子に向きなおる。

「うぬううううううう！」

「クマーッ！」

　シャレイリアが。

　シャレパパが。

　同時に走った。

　これが最後の一撃だ。

「シャレイリア、がんばれ―――――っ！」

　シャレイリアの背中に向かって、あたしは叫ぶ。

　決着は一瞬だった。

　シャレイリアの拳こぶしが、シャレパパのみぞおちに深々とめりこんだ。

「かはっ――」

　シャレパパの口から低い吐息が洩もれる。

「……むう。あなどっていた。まさか、おまえが大熊ダイアベアに変身できるとは……な」

「夏か穂ほが、学園のみんなが、私を成長させてくれたのです」

　もとの姿に戻りながら、力ちから尽つきたように、くてっと地面に倒れ込むシャレイリア。

「シャレイリア！」

　あたしはシャレイリアに駆けよった。

　彼女の背中を支えてやさしく抱き起こす。

「小娘……」

　あたしの肩を、巨大な手がしっかりと掴つかんだ。

「……」

「私の負けだ。好きにするがいい……」

　そう囁ささやいて。

　シャレイリアのパパは、ばったりと倒れ伏すのだった。



    

  
    
      
　エピローグ



　シャレイリアのパパ騒動から一週間。森もり野の学園はいつもの平穏を取り戻していた。

　校庭にクマやオオカミがいたって、平穏は平穏なのである。

　舞い散る桜吹雪の中、あたしたちは、掲示板に貼はり出された名前を見ていた。

「あ、また夏か穂ほとおなじクラスかー。腐れ縁だねー」

「ほほほ、シャレイリアさん、クラスが違ってもわたくしたちのライバル関係は変わりませんわよ！」

「よかったー。あたしとシャレイリア、同じクラスだよ」

「うむ。夏穂と一緒で嬉うれしいな♪」

　あたしとシャレイリアは仲良く手をとりあいくるくる回る。

　アイルランドのドルイドさん、シャレイリアがやってきてから約半年。

　……なんか、ほんとにいろんなことがあったような気がする。

　うん。きっと、これからも……

「……これから、楽しいこといっぱいしようね。遠足とか、修学旅行とか、夏休み、秋には体育祭もあるよ。楽しみ楽しみ」

「うむ。そして夏か穂ほと一緒に、ちゃんと森もり野の学園を卒業するのだ！」

「うんっ！」

　桜の花びらを乗せて、そよ風が吹いた。

　シャレイリアのプラチナブロンドの髪が、ふわり、と舞う。

　うぉーう、うぉーう、うぉーう！

　うぉーう、うぉーう、うぉーう！

　森野学園の校庭に、オオカミたちの遠とお吠ぼえが、今日も響きわたる。



    

  
    
      
あとがき



　どうも志し瑞みずです。お待たせいたしました。なごみ系ケルトファンタジー『やってきたよ、ドルイドさん！３』をお手にとっていただき本当にありがとうございます。

　今回はあとがきのネタに困ったので各話の解説などしたいと思います（正直者）

　いちおう、あとがきから読んでいる方はネタバレになりますのでご注意を。



【お局つぼね様がみてる！】

　……だ、大丈夫なんでしょうか、いろいろと。い、いくら好きだからって、だ、だだ、大丈夫なんでしょうか。それだけが気がかりで夜も眠れません。そんなお話です。個人的にはロサ・カニーナが好きです。



【素直になれない、バレンタイン！】

　このお話、そもそも「女の子が女の子にチョコを渡す」ことにだれもつっこまない不思議ワールドで展開していますね。でも大丈夫です。逆チョコです。いま流行の逆チョコなのです。ところでセイウチとアシカとアザラシとオットセイとトドの違いがいまひとつわからない志し瑞みずです。個人的には『妖星ゴラス』に出てくるでっかいトドが好きです。



【南海の大決闘だよ、ドルイドさん！】

　森もり野のガールズの水着イベントです。まあドルイドさんは普段からパンツはいてないのであれなのですが。個人的に『王様ゲーム』はゲームバランスが悪いのであまり好きではありません。王様の能力が強すぎてゲームとして大味だと思うのです。……まあ、やったことないけどね！



【シャレイリアのパパがやってきた!?】

　いまさらながら、ドルイドさんに出てくる男はみんな変態ばかりですね。……なんでだろう。謎なぞは深まるばかりです。個人的に須す田だがかわいそうだと思います。

　――というわけで、以上解説でした。夏か穂ほとシャレイリアのアホな日常を描いた短編四本、みなさまに少しでも楽しんでいただけたなら、これに勝る喜びはありません。



　謝辞です。まずは素晴らしい表紙と挿絵を描いて下さった絶ぜつ叫きよう先生、本当にありがとうゴザイマシタ。表情豊かなキャラたちの愛らしさにいつも身み悶もだえしています。

　里さと見み英ひで樹き様、今回もびしっとクールでカッコイイ装丁をどうもありがとうございました。

　三み坂さか編集長、担当の笹ささ尾お様、今回もたくさんご迷惑をおかけしました。精しよう進じん致します。

　最後に。本書をお手に取って下さった読者の皆様、本当にありがとうございました！

　これからも、ぜひぜひ、よろしくお願い致します！

二〇〇九年　五月　志瑞祐ゆう



    

  









    
      　著者

　志瑞裕（しみず・ゆう）

　　１９８２年生まれ。法政大学社会学部卒業生。

　　本作で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　趣味はＳＦとボードゲーム。好きな家はラニスター家。



　イラスト

　絶叫（ぜっきょう）

　　カレーが好きです



　　代表作：‥

　　『じゅっＴＥＮ！』（一迅社）

　　『とらドラ！』（アスキー・メディアワークス）

　　※原作：‥竹宮ゆゆこ・キャラクターデザイン：‥ヤス



    

  
    
      やってきたよ、ドルイドさん！３
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